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狗く[image: ]が絶だちの劔つるぎ３
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１




　鳴なる滝たきは見つかった。


　いや、鳴滝だった物が、と言うべきか。


　焼しよう却きやく炉ろの蓋ふたを開けた一いち乗じよう寺じ善よし樹きが懐かい中ちゆう電灯で中を照らすと、丸い光の輪の中に、それが浮うかびあがった。


　一乗寺は自分が目にしている光景がどんな意味を持つのか、直すぐには理解できなかった。


　焼却炉の中には。


　鳴滝の胴どう体たいと。


　胴体から切り離はなされた手足四本と。


　首が。


　無む造ぞう作さに押し込められていた。


　それこそ不要になった燃える塵ごみか何かのように血ち塗まみれで。


「な……んだ……これは!?」


　ようやく自分が見ている物の意味が判わかったとき、彼は左手で口くち許もとを押さえ、思わず顔を背そむけた。


　彼の背はい後ごから、上かみ桂かつら鹿ろく朗ろう、鞍くら馬ま明あきら、棚たな倉くら雅まさ美み、暁あき壬みの兄妹きようだいが中を覗のぞき込む。


　一乗寺を含ふくめて六人ともが制服姿すがただ。


　修しゆう学がく院いん香か月づきも、お馴な染じみの濃のう紺こんのセーラー服の上下である。


　この場にいて制服ではないのは、道どう着ぎと袴はかま姿の桃もも山やま美み玖くだけだった。


　上桂が手にした懐中電灯の光を焼却炉の中に向けた瞬間、誰だれかの「うっ」という呻うめき声が聞こえ、五人は一いつ斉せいに顔を背けた。


　五人は喉のど元もとを迫せりあがってくる何かを必死で堪こらえるように手で口を押さえ、後あと退ずさる。


　焼却炉の前が空あいたので、


「美玖は来るな」


　と声をかけておいて、香月が進みでた。


　皆みなの様子から中に何があるのかを既すでに香月は予期していたのに。


　それでも。


　懐中電灯の明かりに照らされた鳴滝の遺い体たいの無む惨ざんな様を見て、香月は目を見開いた。


　彼女の動きに釣つられて葛かつら城ぎ駿しゆんもまた焼却炉の中を覗き込んだ。


　香月の肩かた越ごしに。


　そして即そく座ざに後こう悔かいした。


　覗き込んだことを激しく後悔した。


　見つめる間まもなく、その場で回れ右をする。


　少し離れたところで思わず膝ひざを曲げ腰こしを折った駿は、そのまましゃがみ込んでしまう。


　だが、香月は顔を背けなかった。


　視線を外はずさなかった。


　姿し勢せいも崩くずさなかった。


　手で口許を覆おおいながらも、ばらばらに切断された鳴滝の遺体を睨にらむように見つめている。


「完全に血が乾かわいていない。殺されてから、あまり時間が経たっていないな」


「香月……よく正視できるな」


　呻くように駿がそう言うと、香月は険けわしい顔を向けてきた。


「死体は、もう何もしないよ、駿。怖こわいのは生きている者のほうだ。それが狗く牙がにせよ、人間にせよ」


「……理り屈くつではそうかもしれないけど……」


　俺には正視できないな、あれは。


　駿は驚おどろくと同時に、香月の精神こころの強きよう靭じんさに感心する。


　香月より年上の一乗寺ですら顔を背けずにはいられなかったのに、香月だけが目を逸そらさないのは。


　直視できるのは。


　狗く牙が絶だち衆しゆうとしての彼女の経けい験けんから来るものなのか。


　あるいは、それが生せい来らいの香月の芯しんの強さなのだろうか。


　一乗寺が苦にがい表か情おになって言った。


「鳴滝が外に出たのは、それほど前ではないだろうから、殺されてから時間が経っていないのは判るが……問題は、どうしてこうも簡単に鳴滝を殺せたのかということと……誰が殺したのかということだな」


「そうだね。誰がというのは、まぁ狗牙の仕し業わざなんだろうけど、鳴滝だって、そう簡単に殺やられはしないだろうにね」


　一乗寺の疑問に上桂がそう応こたえると、一乗寺は苦い表か情おのまま首肯うなずいた。


「致ち命めい傷しようとなったのは胸のひと突つきだろう。ほかには目立った外傷がなかった。どうだ、修学院？」


「そのようだな」


　香月の右手がゆっくりと動くのに連つれて、焼却炉の中を照らす懐中電灯の光もゆっくりと動いた。


　そうしてしばらく焼却炉の中を覗のぞいていた香月だが、やがて顔を戻もどし首を巡めぐらせ、暗い表か情おで一乗寺に対して頷いた。


「胸を突かれて……おそらく即そく死しだったのだろう。抵てい抗こうの痕あとは、どこにもない」


「そこが不思議だ。不ふ審しんだ。不可解だ。鳴滝だけじゃないからな。椥なぎ辻つじも、あの岩がん洞どうさんでさえ、あっさりと殺やられているのが、どうにも……よく判らない」


　しかし、駿は内心で首を捻ひねらざるを得ないのだ。


　狗牙の仕業？　本当にそうだろうか。


　彼の心には疑念が渦うず巻まいている。


　もし本当に狗牙の仕業なら、誰かが何かを感じているのではないだろうか。


　なぜなら狗牙絶ち衆は狗牙の気け配はいを察知することに長たけているのだから。


　狗牙の臭においにとても敏びん感かんなのだから。


　駿は香月に訊きいてみる。


「狗牙の気配とか感じた？　香月」


「いや、わたしは感じなかった」


　首を振ふった香月が一乗寺に向き直る。


「一乗寺さんは、何か感じたか？」


　と香月に訊かれて、一乗寺はますます渋しぶい表か情おになる。


「……感じてはいないな」


「だったら、狗牙の仕業とは言い切れない。そうじゃないか？」


「おいおい、修学院さん、狗牙以外のどんな奴やつが鳴滝を殺せるって言うの？」


　と言う上桂は、端はなから他の可能性を棄すて去っているようだ。


　しかし、駿から彼の考え──もしくは想像、あるいは推すい理り──を聞かされている香月は、狗牙以外の可能性も考えないわけにはいかなかった。


「それは判らないが、しかし、頭から狗牙の仕業だと決めつけてかからないほうが……」


　と言いかけて香月がぎくりと言葉を切った。


「何か……」


　香月は目を細めて森に視線を向ける。


　だが暗くて森の中は見み通とおせない。


「どうした、修学院？」


　一乗寺が不思議そうな表か情おで訊いてきた。


「いや……いま一いつ瞬しゆん、森の中に何かがいるような気がしたのだが……」


「え？　本当に？」


　棚倉兄妹も森の中を覗き込むような視線を送る。


　釣られて一乗寺や上桂、鞍馬も同様に森に目を向けた。


　結局、誰も何も感じ取れなかったらしい。


「何も感じられないけど？」


　全員が顔を戻し、今度は香月に視線を集中させた。


「ああ、いや……おかしいな」


　香月は、なおも頻しきりに左右に目を配っていたが、皆の視線の集中砲ほう火かを浴あび、照れ笑いのような苦笑を浮うかべて首を捻った。


「気のせいだったのかな」


　あ、なんか可愛かわいい。


　香月の仕草に、ちょっと惹ひかれてしまう駿である。


「狗牙ってことはないよね。だったら、何か動物でもいるのじゃない？　狸たぬきとか。いや、北海道だから、キタキツネとか？」


　懐中電灯をかざした上桂が、一歩、二歩と足を進め、森に近づいて中の気配を探さぐろうとした。


　弱よわ々よわしい光が森の中に向けられた瞬間。


　いきなり、それは森の暗がりから飛びだしてきた。


「上桂っっ！」


　香月の鋭するどい警けい告こくの声が静寂しじまを破って辺あたりに響ひびいた。
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　飛びだしてきた黒い影かげは、ぶら下がるように上桂の巨きよ体たいに張りついた。


　大おお柄がらな上桂に比しても、それほど遜そん色しよくはない。


　狐きつねや狸にしては大きすぎる。


　大きさでいえば、そう、熊くまくらいあるだろうか。


　確かに北海道には羆ひぐまがいる。


　しかし。


　熊があんなふうに飛ぶわけがない。


「まさかっっ」


　駿を除のぞく全員が得え物ものを抜ぬいた。


　というか、駿は元々、武器を持っていない。


「狗く牙がっっ!?」


「おい、上桂、大だい丈じよう夫ぶかっっ!?」


　一乗寺の呼よびかけにも、上桂は返事をしなかった。


　影が上桂の巨体から離れ、ぼとりと落ちるように地面に下りた。


　夜や陰いんの中でも上桂の喉のどから大量の血が迸ほとばしったのが判った。


　駿にさえ判った。


「あ……あ……そんな……」


　上桂は必死になって手で喉を押さえるが、そんなことで出血は止まらない。


　喉を食い破られて頸けい動どう脈みやくが切られたのだ。


　激しい出血は止まるどころか勢いきおいを増すばかりだった。


「ひっ……誰か……誰か……止めへ……これ止めへ……」


　両手で喉を押さえている上桂のがら空あきの腹部に、影の貫ぬき手てがめり込んだ。


「がぁあっっ」


　上桂の巨体が大きく仰のけ反ぞった。
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　影の右手が肘ひじ辺りまで、上桂の腹部にめり込んでいる。


「くくっっくくくっっ」


　地の底から湧わきでるような陰いん気きな笑い声が影から聞こえてきた。


「ガタイがでかいだけあって、内臓も大きいなぁ、おい。くくっくく、こいつぁ」


　影が右手を抜いた。


　影の右手には、それがなんなのかはよく判らないが、血ち塗まみれの臓器が握にぎられていた。


「喰くい出がありそうだなっくくくっっ」


　上桂の巨体がゆっくりと前方に倒たおれ、地面に激げき突とつした。


　他の狗く牙が絶だち衆は動かない。


　いや、動けなかった。


　自分たちの眼前で繰くり広げられている光景がまだ信じられないのか。


　現実だと受け止められないのか。


　ただ呆ぼう然ぜんと見み入いっているだけだ。


　そんな中、真っ先に動いたのは香月だった。


　左腰こしに差している刀、弱なゆ竹たけの鞘さやを左手で握り、親指を鍔つばにかけ、柄つかに右手を乗せ、滑すべるような独特の歩法で影に向かって急速に間合いを詰つめていく。


　香月の左の親指が鍔を押した。


　鯉こい口ぐちが切られたその瞬間。


　左手で勢いよく鞘を引き。


　右手はほとんど動いていないのに、刀とう身しんが鞘さや走ばしっていた。


　暗くら闇やみの中に銀色の刀身が煌きらめいた。


　しかし。


「おおっっ？」


　影が跳とんだ。


　弱竹の刀身が宙を走った瞬間に大きく後方へ跳んでいた。


　香月が刀を抜くタイミングを正確に捉とらえ、間かん髪はつを容いれずに回かい避ひ行動を取るとは。


　この狗牙がかなりの腕うでを持っていることの証あかしである。


　狗牙の跳ちよう躍やくは、常人にはとうてい不可能な大きくて高いものだった。


　影は一気に森の濃こい闇の中まで跳んで、静かに着地した。


「くくくっっ、この状態でまともに動ける奴がいるんだな、くくっっ。面おも白しろい。おまえら、なかなか面白いよっくくっくっっ」


　影の気配が消えた。


　闇の中に溶とけるように消えた。


　香月は狗牙の行き先を追えなかった。


　狗牙独特の気配がしないのだ。


　どういうことだ、これはっ!?
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　刀を振った体勢のまま、香月はじっと影が消えた森を睨にらんでいる。


　森の中に静せい寂じやくが戻っていた。


　なんの気配もしない。


　なんの物音もしない。


　深しん閑かんとして黒々とした森は、膨ぼう大だいな質量を湛たたえてそこにある。


　香月は素早く納のう刀とうすると、森を睨んだまま静かに後あと退ずさった。


　前進したときと同様、滑るように後こう退たいし、地面に倒れた上桂の前まで移動する。


　改あらためて油断なく辺りを見回した香月は、その場にしゃがみ込んで上桂を覗のぞき込んだ。


「上桂！」


　その香月の叫さけび声で呪じゆ縛ばくが解とけたのか、他の狗牙絶だち衆が一いつ斉せいに動きだした。


　上桂と香月の下もとへと駆かけ寄ってきた。


　駿も美玖と共に駆けた。


「修学院、上桂は!?」


　一乗寺の悲痛な叫びに、香月は無言で首を振って静かに立ちあがる。


「もう……死んでいる」


　またもや全員の動きが止まった。


「ね、ねぇ」


　明が不安を隠かくせない表か情おで隣となりに立つ一乗寺を見上げた。


「今の……狗牙だった？　狗牙だった？」


　訊きかれた一乗寺は、何やら狐に抓つままれたような不思議そうな、見ようによっては不ふ愉ゆ快かいそうな表か情おで応えた。


「上桂を殺やれるようなものが狗牙でないわけがないが……しかし、だとすると、どうして俺たちは狗牙に気づかなかった？　気づけなかった？」


　一乗寺は眉まゆを顰ひそめ、不安そうな周まわりの仲間を見渡した。


「何か感じた奴はいるか？」


　誰からも返事はない。


　いつもなら何か惚とぼけたことを言うであろう棚倉兄妹でさえ、無言のまま、お互たがいを見やっているだけだ。


　そのことが場の雰ふん囲い気きを、よりいっそう深しん刻こくなものにしている。


「一乗寺さん」


「何か思い当たることが、修学院？　そういえば、おまえ、何かの気配がするとか言っていたっけな」


　香月は静かに首を左右に振った。


「いや、あれは狗牙の気配を察知したわけではないんだ。それこそ上桂が言ったように、何かの小動物の気配だったとしてもおかしくはない、その程度のものだった。だが、あれが狗牙のものだったとすると、奴らの中に、我々の、狗牙絶だち衆の探たん知ち能力を回かい避ひできるような技術を身につけた奴がいると、そういうことになる。じっさい今も、逃にげた狗牙の気配が遠ざかるのは判ったけど、どの方向へ逃げたのかまでは追えなかった。あり得ないだろう、普通なら？」


　一乗寺が不ふ機き嫌げんそうな表か情おで首肯うなずいた。


「たしかに……あり得ないな」


「つまり、それは」


　香月はそこで言葉を切って、周りの狗牙絶ち衆を見渡した。


「狗牙との闘たたかいで我々の持っている優位性が吹ふき飛ぶということを意味する」


「ああっ」


　という小さな悲鳴が誰かから上がり。


　一乗寺が唸うなるように呟つぶやいた。


「そうか。そういう奴がいるのなら、鳴滝が至し近きん距きよ離りからの一いち撃げきで突つき殺されたのも……判らないでもないな」


「仮にそのような能力を持つ狗牙が今の一匹ぴきだけではないとすると、ここにいては危険だ。建たて物ものの中に入ったほうがいいと思う」


　と香月が言った直後、森の中で激げき烈れつな殺気が湧わきあがった。


「なにっっ？」


「いかん、奴らだ！」


　香月は素す早ばやく駿の手を摑つかんだ。


「駿、走るぞ」


「お？　おお！」


「美玖、遅おくれるな」


「はいです、姉あね様さま」


「みんなも建物を背にしろ。迎むかえ撃うつ」


　全員が走った。
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　七人は建物の外がい壁へき際ぎわまで走り、建物を背にして横隊の陣じん形けいを採とる。


　狗牙の中に気配を探さぐれない奴が混じっているとなると、闇やみ雲くもに動くのは危険だ。


　これなら、少なくとも前方百八十度にだけ気を配ればいい。


　中央に香月、その背はい後ごに駿。


　香月の右横に美玖。


　さらにその横に一乗寺。


　香月を挟はさんで反対側に棚倉雅美、暁壬兄妹と鞍馬明。


　全員が得物を抜ぬき放ち、敵てき襲しゆうに備そなえる。


　いる！


　香月は闇の中に蠢うごめく狗牙の気配を感じた。


　これは……一匹や二匹ではないな。


　左腰の狗牙絶だちの劔つるぎ──弱なゆ竹たけの柄つかに右手を乗せたまま、香月は考える。


　これだけの数の狗牙が、ここまで近づいてきても察知できなかったとは、どうにも信じられないが……本当に連中は、そんな芸当を身につけたのだろうか。


　今まで、狗牙絶ち衆の探知から逃のがれられる狗牙の存在など、何ど処こからも誰からも報告は上がっていなかった。


　仮に、そんな重要な情報が入っていれば、直ただちに狗牙絶ち衆全員に通つう達たつされている。


　あるいは宿老おとな衆しゆうが非常召しよう集しゆうされるか。


　少なくとも、香月の知っている範はん囲いではそんな事じ態たいに至いたっていない。


　もしも情報が入れば、遊あそ眞まが香月に黙だまっているはずがないのだ。


　遊眞が何も言わないのであれば、彼女も知らないのだろう。


　有力な宿老衆の遊眞が知らないのなら、狗牙絶ち衆はみな知らないことになる。


　しかし今の狗牙……わたしには察知できなかった。近づいてくるのも。遠ざかっていく方向も。奴は本当に我々に気配を探らせない能力、技術を持っていたのか？　我々の腕が未み熟じゆくなのではなく？


　もしそうだとすると、これは大変なことだと香月は青ざめる。


　人を喰くった狗牙を今までのように簡単には狩かれなくなる。


　それだけではない。


　狗牙との闘いで命を落とす狗牙絶ち衆が、今までよりもずっと増ふえるだろう。


　狗牙の臭においのしない狗牙。


　狗牙の気配を感じさせない狗牙。


　それは狗牙絶ち衆にとって、自分たちの存そん亡ぼうに関かかわるような重大事なのだ。


　むっ？　敵が近づいてくる！


　香月は思考を中断した。


　不思議で不審なことだが、今は考えている場合ではない……か。なんとしても、奴らの襲しゆう撃げきを撃げき退たいしなくては。


　香月は自分の背後にいる駿に、ちらっと視線を走らせる。


　蒼そう白はくな顔をしてはいるが、まだ彼は恐きよう怖ふに我を忘れてパニックになったりしていない。


　大したものだな。


　香月は駿の態度に素す直なおに感心をする。


　狗牙の存在を知ったのが、ついこの間のことだというのに。


　彼方あちらから此方こちらへと渡わたってきたばかりだというのに。


　日常から非日常へと足を踏ふみ入れたばかりだというのに。


　内心ではどうなのか判らないが、表面上、駿は落ち着いているように見える。


　泣き喚わめいたり恐怖でへたり込んだりしない、それだけでも大したものだよ、駿。


　だが、抑そもそも、駿を巻き込んでしまった原因は香月自身にある。


　あのとき、あの公園で、香月は駿の存在に気がつかないまま狗牙を屠ほふった。


　それを目もく撃げきしてしまった駿を口くち封ふうじに殺そうとした。


　それが契けい機きで。


　それが入り口で。


　それが転てん換かん点で。


　駿は此方こちらの世界へと渡ってきてしまった。


　自分のせいだと、そう思う。


　自分が未熟だったためだと、そう思う。


　そのために駿が今、危険な目に遭あっている。


　そのことが香月の心を重くさせる。


　同時に香月の心を強くさせる。


　駿を護まもる。護らなくてはいけない。自分の命に代かえても。それが駿を巻き込んだわたしの責任だ。


「駿」


「な、なに、香月？」


　駿の声は何い時つもより少しだけ高くなっていたかもしれない。


　少しだけ震ふるえていたかもしれない。


　それでも大したものだ。適当で優ゆう柔じゆう不ふ断だんですけべな男かもしれないが、同時に、勇ゆう敢かんで冷静で頭がいい。むしろ、わたしよりも冷静なくらいだ。


　べつに彼かれ氏しだ恋こい人びとだなどと改あらたまるつもりはない。


　だが、駿とはもう少し一いつ緒しよにいてみたいと香月はそう思った。


　そのために、この危機を乗り越こえなくては。乗り越えて駿を護り切らなくては。


「わたしの傍そばから離はなれるなよ、駿」


「ああ……うん」


「君のことはわたしが護る。何があっても、わたしが護るから」


「……ありがとう、香月」


　美玖が少しだけ緊きん張ちようを緩ゆるめ、顔を綻ほころばせた。


「素す敵てきです、姉あね様さま」


「あ？」


「愛いとしい人を命いのち懸がけで護る宣せん言げんですね。男らしいです。むしろ漢おとこらしいです」


「美玖！」


「きゃあ、ごめんなさい」


「そうじゃない。わたしを踏ふみ台にして窓を蹴け破やぶれ！」


「あ！」


「上う手まく気配が読めないからな、相手の数が判らない。最悪、こちらの想像以上の狗牙がいる可能性もある。その場合、広い場所より、建物の中に入ったほうが闘たたかい易やすいだろう」


「判りましたです」


　美玖が素早く駿の前を移動する。


　香月が腰を落とし、膝ひざを曲げた。


　直後、美玖は一歩の助走で香月の太ふと腿ももに飛び乗り、そのまま宙に跳とんだ。


　跳んで、右足で窓ガラスを蹴り破った。


　うわ、凄すごい！


　戦隊ものの特とく撮さつシーンでも見ているかのような美玖の勇ゆう姿しに駿は感動する。


　感動しつつ、残念にも思う。


　美玖がいつもの制服姿ではなく、道どう着ぎに袴はかまだったことに。


　美玖ちゃん、中学の制服で飛んだり跳はねたりしてくれれば、もっと楽しいことに。


　などと思うから、駿は香月から「すけべ」だと断定されてしまうのだが……。


　この窮きゆう地ちにそんなことを考える余よ裕ゆうがあるのだから大したものだ。


　駿の落ち着き具合は誉ほめられていいかもしれない。


　もっとも、駿が考えたことを香月が知ったら、決して誉めてはくれないだろうが。


　美玖は窓を蹴破った。


　左手で腰の刀を押さえつつ右手で顔をガードした美玖は、そのままの勢いきおいで廊ろう下かに飛び込んだ。


　彼女は即座に内側から鍵かぎを開け、窓を開け放はなつ。


「駿、みんな、中へ！　ガラスの破は片へんに注意しろ！」


　と叫さけんだ香月は、皆が建物内へ戻もどるのを狗牙に邪じや魔まさせないようにと前に進みでた。


「駿様、手を」


　中から美玖が手を伸のばしてきた。


「お、おう」


　ガラスの破片が散乱しているので、窓まど枠わくに手を置けない。


　駿は美玖の手を摑つかみ、思い切り跳んだ。


　駿の足の裏が窓枠に乗った瞬間に、美玖は右足で壁かべを蹴るようにして自分の体を支ささえ、駿を引っ張ぱった。


　駿の体が建物の中に転ころがり込む。


「きゃあっ」


　勢い余あまって駿は美玖を押し倒たおしてしまう。


　押し倒して、のしかかってしまう。


　駿の体と美玖の体が密着で圧あつ着ちやくで、傍はた目めには駿が美玖に襲おそいかかっているようだ。


「だ、大だい丈じよう夫ぶ、美玖ちゃん？」


「あ……大丈夫……ですけど、あの、駿様、手、手を退どけていただけると」


　ふと見れば、駿の手が美玖の胸に載のっていた。


　上半身の体重がかかっているから、かなり強く美玖の胸を押していることになる。


　そのことに気がついた瞬間、駿は自分の掌てのひらに美玖の胸の柔やわらかさが伝わってきたような気がした。


「ああっ、ごっごめんっ」


　駿が美玖の胸を押さえていた右手を大急ぎで離す。


「い、痛くなかった？」


「あの……痛くはないですが」


「そ、そう？　ならよかった……けど」


　のしかかるような押さえ込むような体勢で、駿は美玖と見つめ合ってしまう。


　すると背はい後ごから、猛もう獣じゆうでもいるのかと思うような低い唸うなり声が聞こえてきた。


「君は何をしているのかなぁぁ、駿～～」


　駿は慌あわてて飛び起き、振ふり返る。


　窓の外で此方こちらを睨にらんでいる香月と目が合った。


「もっ、もちろん、全然何もしていないよ、香月」


「いいから美玖から離れろ！」


「いや、だから、離れてるって。完かん璧ぺきに離れてるって。もう一光こう年ねんくらい離れてるよ？」


　という駿の抗こう議ぎを無視して、香月は明に声をかけた。


「明、早く中へ」


「ああ、うん」


「駿が美玖に変なことをしないように見み張はってるんだ」


「香月、酷ひど……」


　香月さん、それってもう完全にヤキモチなんじゃ？


　明は思わず微び苦く笑しようしてしまう。


　でも、そんな香月さんにちょっと萌もえ。


「美玖と駿を頼たのむぞ、明」


　と香月に声をかけられた明は、自分の考えを見み透すかされたかのように、びくっと上体を伸ばした。


「りょ……了りよう解かい！」


　香月に対して敬礼の真ま似ねをした明は、直すぐに窓枠を飛び越こえ、廊下に着地した。


　続いて棚倉兄妹が建物の中に入った。


　順番は妹が先だった。


　しかも彼女は腰を曲げた兄の背中を踏ふみ台にして窓枠を飛び越えていた。


　それを見て駿は、この兄妹の序じよ列れつは、つまり妹＞兄ということなのだな、と見み切きった。


　ふたりが建物に入った直後、幾いくつもの黒い影が森の中から飛びだしてきた。


「来たぞ、一乗寺さん」


「判っている」


　香月は襲おそい来る影に向かって一歩、二歩と踏みだした。


　影は五つ。


　やはり、狗く牙が特有の気け配はいが、臭においが、ほとんどしない。


　後続がいる気配はあるが、これでは数を特定できない。こいつらが全部、我々に気配を読ませない能力を持っているというのか!?


　香月は戦せん慄りつした。


　本当にそうなら、狗牙絶だち衆にとっての一大事である。


　このことを、一刻も早くお師し様さまに報しらせなければ。何が何でも。どうやっても。駿と共に生き残って、お師様に連れん絡らくを。


　香月は左手で鞘さやを引き、右手で刀を抜ぬくと同時に手首を返す。


　鞘を左手で引くから、右手の動きは大きくない。


　大きくないから、抜く手が見えない。


　抜く手が見えなければ、相手はタイミングを測はかれない。


　かわしようがない。


　最小の動きで最速の抜ばつ刀とうを為なし、刀とう身しんは最短の距離を走り敵てきに達する。


　それこそが居い合あい。


　飛びかかってきた狗牙の首を弱なゆ竹たけが刎はねた。
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　香月は返す刀で狗牙の左胸むねを貫つらぬく。


　狗牙の体が一瞬びくりと跳はね、すぐに動きが止まる。


　香月は右足で狗牙の体を蹴って素早く刀を引き抜いた。


　まず一匹。


　後方に倒れ込んだ狗牙は直すぐに形を崩くずし霧む散さんしていった。


　隣となりでは一乗寺が同様にして、襲ってきた狗牙を一匹、屠ほふった。


　行ける。この程度なら大だい丈じよう夫ぶだ。


　香月は流れるような体たい捌さばきと足捌きで、次の獲え物ものへと襲いかかる。


　狗牙独特の気配が読めないので、相手のレベル──子か孫まごか曽ひ孫まごか──が今ひとつ判らないのが不安だったが、手て応ごたえからすると此奴こいつらは孫だろう。


　孫であれば、香月の腕なら問題はない。


　左の狗牙を睨にらんだ香月が、凄すさまじい剣けん氣きを叩たたきつける。


　狗牙は一瞬、たじろいで足を止めた。


　その瞬間、香月は僅わずかな足捌きで体たいを開き、刀を薙ないだ。


　左の狗牙にではなく、右の狗牙に向けて。


　サッカーなら、さしずめノールックパスと言ったところだろうか。


　香月が左を向いた瞬間、今が好機と断じた右手の狗牙が一気に詰つめ寄ってきていたのだ。


　しかし。


　視線など向けずとも、香月には自分と相手の間合いが判っている。


　相手の体勢までも、把は握あくしている。


　香月の隙すきを衝ついたつもりの狗牙は、その実、香月に誘さそわれていたのだ。


　誘われ、まんまと香月の狙ねらいに嵌はめられてしまった。


　香月に向かって突とつ進しんしてきた右の狗牙は、一瞬、獲物を見み失うしなった。


　しかし、勢いがついているから急には止まれない。


　狗牙の突進を体を捌いてかわした香月は、手にした弱竹を横合いから薙いだのである。


　狗牙の首が飛んだ。


　しかし、ほとんど血が出ない。


　首を無くした狗牙は、惰だ性せいでそのまま数歩を歩いた。


　それからようやく両膝ひざを落としたが、まだ倒れない。


　なんという生命力。


　だが、止とどめを刺さしている暇ひまはない。


　香月は残った一匹、左手の狗牙に向き直る。


　滑すべるように間合いを詰めつつ、刀を振ふりあげた。


　瞬またたく間に仲間を二匹殺やられ、まともに闘やり合ったのでは敵かなわないと思ったのか、残りの狗牙は香月に向かって大きく跳とんだ。


　まともに闘やり合えば難むずかしくても、空中から頭を攻こう撃げきすればいい。


　狗牙はそう考えた。


　だが、頭上からの攻撃にも香月は少しも慌あわてない。


　長く鋭するどい爪つめを振りあげて空中から突つっ込んでくる狗牙を、香月はほんの僅わずかの足捌きと体捌きでかわしてしまう。


　寸前で目標を見失った狗牙の鋭い爪は、虚むなしく空を切り裂さいただけだった。


　いかに狗牙であっても、空中での方向転換は不可能だ。


　攻撃が不発に終わった狗牙は着地するしかない。


　人が高いところから飛び降おりて着地する際には、衝しよう撃げきを吸きゆう収しゆうするために膝を曲げる。


　狗牙であっても同様だ。


　人では跳べないような高みまで跳べる狗牙は、受ける着地の衝撃も大きくなる。


　どうしたって膝を曲げざるを得ない。


　つまり、頭部の位置が普通に立ったときより低くなるわけで。


　香月が上段に構えた刀を振りおろした。


　香月の胸の辺あたりの高さにあった狗牙の頭部は綺き麗れいにふたつに割れた。


　真しん剣けんでスイカを斬きればこうなるだろうかと思えるほど見み事ごとに、縦たてにふたつに割れた。


　香月はすかさず狗牙の背はい後ごに回り込んで、左胸に刀を突き刺さす。


　最後の狗牙から直すぐに刀を抜くと、香月は首を刎はねた二匹目の狗牙に近づいた。


　首の無い狗牙は既すでに倒れていたが、なおも手足を動かしている。


　考えられない生命力だ。


　だが、何度も実戦を経験している香月は、驚おどろきも恐おそれもしない。


　狗牙の背後から無言で弱なゆ竹たけを左胸に突き刺した。


　この間、一分かそこら。


　恐ろしいまでの早はや業わざ。


　さすがに修学院香月、天てん心しん無む明みよう流りゆうの免めん許きよ皆かい伝でんだけのことはある。


　少し遅おくれて一乗寺も二匹の狗牙を屠ほふった。


　そのとき建物の中で誰だれかの悲鳴と怒ど号ごうが響ひびいた。


「しまっっっ！　すでに中に侵は入いられていたっっ!?」


　そうだった。


　先ほど、気配を探さぐれない狗牙を眼前にしたばかりではないか。


　同じような能力を持つ狗牙が他ほかにもいるのなら！


　建物内に侵しん入にゆうしていても少しもおかしくはない。


　その可能性を考えられなかった自分の浅はかさに、香月は呪のろいの言葉を吐はいた。


　自分で自分を殴なぐりつけたくなった。


「くそっ、馬ば鹿かか、わたしはっ！」


　香月は焦あせった。心底、焦った。


　駿を自分の傍かたわらから離はなして建物内に送ってしまったのだから。


　早く駿のところに行かなくては！


　窓まど枠わくを飛び越こえようとした香月が足に力を入れた瞬間、森の中から新あら手てが姿すがたを現あらわした。
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「判わからねえなぁ、神かみ木きちゃん」


　舘かん山ざん寺じ遊眞が油断なく神木に視線を向ける。


「そこに転ころがってる奴やつ、狗牙の臭においが、気配がしなかったのが判らねえんだな。どういうことだい？」


　刀を鞘さやから抜き放ったまま、神木は低い声で静かに応こたえた。


「そうだなぁ、敢あえて言うなら、今は二十一世紀だってことかな」


「はぁ？　なに言ってやがる、てめぇ。意味判んねえっつ～の」


　遊眞は神木に視線を据すえたまま、床ゆかの刀、亢こう竜りゆうに手を伸ばす。


　遊眞は刀を拾ひろう瞬間に神木が仕し掛かけてくるかと思ったが、案に相そう違いして彼は動かない。


　鞘を払はらった刀を手に提さげたまま、冷ややかな目で神木は言葉を重かさねてきた。


「つまりさ、時代は変わってるってことだよ、舘山寺」


「余よ計けいに訳わけ判んないっつぅの。呆ぼけたのか、おまえ!?」


　左手で亢竜を拾いあげた遊眞は、代わりに、右手に持っていたセラミックス製の短たん刀とうを床に落とす。


　とすっと軽い音がして、床に敷しかれた厚い絨じゆう毯たんに短刀の切っ先が刺さった。


「呆けてはいないつもりだよ。だからこそ君を殺そうとしている」


「ああ、そうだな。おまえの本気度はよっく判ったけどよ」


　次いで遊眞は履はいている小こ洒落じやれたパンプスを脱ぬぎ捨すて、爪つま先さきで放ほうった。


　遊眞は裸足はだしで床に立つ。


「にしても、余よ裕ゆうじゃねぇか、神木ちゃんよ。あたし相手にもう勝った気か？」


　いま遊眞が着ている服では、腰こしに刀を差すことはできない。


　遊眞は左手で鞘を摑つかみ、左の親指を鍔つばにかけ、右手を柄つかに乗せた。


「ほら、それだ、舘山寺」


「何がそれだ？」


「おまえのような達たつ人じんは、何い時ついかなるときであっても同じように構かまえる。何い時ついかなるときであっても、な」


　神木が一歩、二歩と進みでた。


「ここがホテルの部屋だってこと、判ってるかい？　おまえさんのその馬ば鹿かみたいに長い刀を、何い時つものように抜けるのか？」


　神木が刀の切っ先を右の体たい側そくに送り、遊眞に斬きりかかろうとしたその瞬間。


「判ってるよ、そんなこたぁ。抜かなくてもいいんだよ、べつに」


　遊眞が突いた。


　超ちよう長ちよう刀とうを抜かずに、柄つか頭がしらを神木の腹部に向けて突いた。


　柄の長さまで入れれば一メートルを超こえる亢竜のこと、神木が刀を振る間合いの外から突ける。


　そして遊眞の突きの速さは尋じん常じようではなかった。


　並の者には柄頭が瞬間移動でもしてきたように感じられたことだろう。


　避よける間もなく、いや、突かれたことさえ気づかぬまま、まともに鳩尾みぞおち辺あたりに食らって悶もん絶ぜつしたに違ちがいない。


　だが、神木も狗く牙が絶だちの宿老おとな衆しゆうのひとり。


　並の者ではない。


　彼は遊眞の攻撃を予測していたかのように左足を引いて体たいを開きながら、刀の峰みねで軽く鞘を払った。


　払って、突きの軌き道どうを変えた。


　亢竜の柄頭は神木の左体側ぎりぎりを掠かすめたが。


　しかし、虚むなしく空間を貫つらぬいただけだった。


　己おのれの刀の柄から左手を離した神木は、遊眞が引くより早く、亢竜の柄をがっちりと摑んでしまう。


「俺も判ってるよ。おまえが突いてくることくらいはな」


　神木は、ふふっ、と小さく笑った。


「鞘を引けば、刀が抜けちまうぜ。もっともおまえが引かなくても、もう刀身は俺の手にあるも同然だがな。さぁて、どうするかね、舘山寺？」


　この体勢では押しても意味はない。


　引けば刀身だけが相手の手の中に残る。


　亢竜の柄を神木に摑まれてしまった遊眞は進退が窮きわまったように見える。


　しかし。


「こうすんだよ！」


　遊眞が右足を大きく振りあげた。


　回し蹴げりのような軌道で。


「なぁあっっ？」


　次の瞬間、神木の腹部にセラミックス製のナイフが深ふか々ぶかと突き刺ささっていた。


　じんわりと血が染しみだし、神木のスーツが赤く染そまっていく。


「てっ……てめぇ、突きもフェイクか……」


「当然だ、馬～鹿。あたしの突きをおまえが読んでることくらい、あたしも読んでるよ。でもって、かわしたあたしの刀を摑もうとするのもな。右手に自分の刀、左手にあたしの刀。それじゃあ、飛んでくるナイフを避よけようがねえだろ？」


　なんと遊眞は、突きを繰くりだしたときに左足一本で体を支ささえていたのだ。


　それなのにあの速さと威い力りよく。


　恐おそるべきバランス感覚と驚おどろくべき筋きん力りよくだ。


　一本歯ばの高たか下げ駄たを自在に履はきこなす遊眞だからこそ可能な芸当といえる。


　そして空あいた右足を使った彼女の攻撃は、おそらく彼女にしかできない離はなれ業わざ。


　遊眞は右足の親指と人差し指で、絨じゆう毯たんに刺さっていたナイフを摑んだのだ。


　摑んで、抜いて、蹴りあげるようなモーションで神木の腹部に向けて投とう擲てきした。


　足で！


「さ……猿さるか、おまえは……」


　遊眞は、けっ、と吐はき捨てた。


「こんな可愛かわいいお姉さん捉つかまえて猿かとは、ずいぶんな言い草だなぁ、おい？」


　遊眞は手にした亢竜の鞘を前後に揺ゆする。


「で、どうすんだ？　こいつはおまえの物だそうだが？　おまえも足で腹のナイフ抜いてみるか？」


「く、くそっ」


　神木は顔を歪ゆがめて歯は嚙がみする。


「よく切れんだろ、そのナイフ。鋼こう鉄てつ製せいより脆もろいが、切れ味だけでいやぁ、むしろ上かもだぜ。きっと内臓まで傷ついてるなぁ。えらい勢いきおいで出血してるし、早く手当しねぇと死んじゃうぜ？」


「くそぉっっ」


　神木は左手で摑んでいた亢竜の柄を放し、腹に刺さったナイフを引き抜いた。


　引き抜いて、間かん髪はつを容いれずに手首を返して遊眞の腹を目がけて投げつけた。


　神木にしてみれば、これは一か八ばちかの反はん撃げきだった。


　ナイフを抜いてしまうと出血が酷ひどくなる虞おそれがあるのだが。


　彼は自分がやられたように、遊眞の腹部を狙ねらった。


　遊眞さえ倒たおしてしまえば……いや、倒せないまでも致ち命めい傷しようを負おわせることができれば、自分が止し血けつする時間を稼かせげるだろう。


　頭部や心臓の傷は、即そく、致命傷になるが、反面、攻撃を避よけ易やすい。


　手でガードするのも割と簡単だ。


　一方、腹への攻撃は避け難にくい。


　ガードするのも難むずかしい上、臓器が傷つけば致命傷になる。


　だから神木も、遊眞の腹を目がけてナイフを投げた。


　目にも留とまらぬ早はや業わざだった。


　それなのに。


　遊眞は手にした亢竜を軽く動かすだけで、飛んできたナイフを軽かる々がると鞘で弾はじいた。


　至し近きん距きよ離りから投げられたナイフは、実はかなり避けにくい物なのだ。


　刀で弾いたり払ったりするのも難しい。


　だが、それを軽々とやってのけてしまうのが、天心無明流師し範はん、舘山寺遊眞の真しん骨こつ頂ちようといえよう。


「神木ちゃん、おまえ、刀の扱あつかいは一流だが、ナイフ投げは二流だな」


「く……そっ」


　乾けん坤こん一いつ擲てきの反撃を軽くいなされ、神木は顔を歪めた。


　彼は必死になって左手で傷口を押さえるが、流れる血は止まらない。


「無む駄だ無駄、神木ちゃん。少なくとも狗く牙がの首を斬り落とすくらいには切れるんだからな、そいつぁ。手で押さえたくらいじゃあ、血は止まらねぇよ」


　神木は片かた膝ひざを落とし、右手の刀の切っ先を床に突き立てて体を支え、左手で傷口を押さえている。


　スーツだけでなく、彼のズボンも赤く染まり、絨毯にも血が滴したたり落ちる。


「その出血だと、保もつのは三十分か？　それとも一時間か？　内臓の傷の具合にも依よるが、まぁ、二時間は無理っぽいかな？　おまえ、出血多量で死ぬぜ」


　神木は顔を歪めたが、何も言い返してこなかった。


　彼自身も、このままでは助からないことを体感しているのだ。


「まぁ、あれだ。死ぬ前にあたしの可愛いぱんつ見られたんだから、眼がん福ぷくだったよな」


　にやにやと遊眞が笑いかけると、今度は神木も黙だまっていなかった。


　苦しげな表か情おで言い返す。


「おまえのぱんつなんか見て喜ぶか、阿あ呆ほう。目が腐くさる……わ」


　すっと滑すべるように前に出た遊眞が、くるりと亢竜を回転させ、鞘さや尻じりを突き入れた。


「ぐっはぁあぁっっ」


　今度こそ、亢竜は神木の腹部にめり込んだ。


　正確に傷口に。


「てってめえっ……なっなにしやが……」


　遊眞が手にした鞘をぐりんっと回転させる。


　神木の腹部にめり込んでいる鞘尻も回り、彼の傷口を抉えぐった。


「ぎゃぁあぁぁ、痛いてぇ痛ぇ痛ぇえぇっっ」


　あまりの激痛に神木は刀を投げ捨て、両手で傷口を押さえて床の上をのたうち回った。


「鬼おにかっ。おまえ鬼だろっっ」


「もう一回訊きくぜ？　あたしのぱんつ見られてよかったな？」


「…………」


　遊眞は目を細め、右手で柄つかを握り、左手で鞘を支え、鞘尻の狙ねらいを定める。


　神木の傷口の辺あたりに。


　最後に残った的まと球だまに狙いをつけるビリヤードのプロのような鋭するどい目つきと体勢だった。


「わ、判った。判ったよ……」


　遊眞の攻撃から逃にげようと、神木が床の上を這はった。


「舘山寺の魅み惑わくのぱんつ見られて、死っ死ぬほど嬉うれしい……」


「最は初なっから素す直なおにそう本心を吐と露ろすりゃあいいのによ。お姉さん親切だからな。もっとサービスしちゃうぜ？」


「……要いるか」


「なんだとぉ？」


　遊眞が刀を構かまえると、神木が悲鳴を上げた。


「止やめ……止めろっ。おまえに本気で突かれたら……鞘でも即死するわ……」


　遊眞が構えを解といた。


「まぁ、すぐに死なれちゃ、あたしも困こまるからな。いろいろと訊きたいこともあるしな」


「……俺が話すとでも？」


　遊眞はまた亢竜を回転させると、目にも留まらぬ速さで鞘を引き、刀を抜いた。


　亢竜の刀身が剝むきだしになる。


　遊眞は切っ先を、床に這い蹲つくばっている神木の右みぎ肘ひじに突き刺した。


「あがぁあっっ」


「とりあえず、抵抗したくてもできない程度には壊こわしておくぜ」


　遊眞は続けざまに、神木の両肘と両踵かかとを刀で刺した。


「ぐっがぁあぁっっぎゃぁっっ」


「筋すじと腱けんを切っただけだ。痛いてえのは痛えが、出血はてぇしたことねえだろ」


「ひ……ひっ……ぃひっ」


　涙なみだと鼻水で顔を濡ぬらしながら、神木は床の上を転ころがった。


「べつに話さなきゃ話さないでもいいんだけどな。その場合は、失血死するまでてめぇを少しずつ壊していってやるからよ。そういうの得意だかんな、あたしは」


　遊眞が切っ先を神木の右肩かたに突き刺した。


「あぎゃっ」


　神木の体が小さく跳はねる。


「直すぐには死なねぇように出血は少な目で、でも痛みはたっぷりで、けど気絶はしねぇ。そんな感じで壊し続けてやらぁ。無む間げん地じ獄ごくでのたうち回りやがれ」


「まっまっまっ待まっっへ」


「待てねぇな」


　遊眞は切っ先を引き抜くと、今度は左肩に刺した。


「ひっぎぃぃいぃいぃ」


「はっはははっ、なんだか楽しくなってきやがったぜ、神木ちゃんよ。あたしゃ今かなりハイだぜ。おめえが詠うたおうが詠うまいが、もうどうでもいいって感じ？」


　切っ先を左肩から抜いた遊眞は、今度は神木の右手の中指にそれを突き立てた。


　中指の第一関節から先が綺き麗れいにふたつに分かれた。


　神木は恥はじも外がい聞ぶんもなく叫さけび、助けを乞こうた。


「はっはっはっ話はな話はな話はなすぅぅ、話すから助けてぇぇぇぇ」


「洗あらいざらい話すんなら、救急車くらい呼よんでやるよ。だが、噓うそが混まじってるとあたしが判断したときは、即座に作業続行だ」


　涙と鼻水と涎よだれでぐしゃぐしゃに汚よごれた顔を、神木は必死になって縦たてに振った。
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　神木の傍かたわらに片膝ついて話を聞いていた遊眞は、彼の話を聞き終えると、恐ろしいほど真剣な表か情おで立ちあがり、持ってきたブランド物のバッグを拾ひろいあげた。


　中から自分の携けい帯たい電話を取りだした遊眞は、素す早ばやく携帯のボタンを押す。


　眉まゆを顰ひそめ、苛いらついた表か情おで携帯を耳に当てて呼びだし音を聞いていた遊眞は、相手が出た途と端たんに怒ど鳴なった。


「遅おせえ！」


　相手が何か言う前に、遊眞は畳たたみかける。


「ああ？　あたしだよ、あたし。耄もう碌ろくして耳まで遠くなったか、爺じじい」


　相手が何か言ったようだが、遊眞は大声でそれを遮さえぎった。


「黙だまってあたしの話を聞け。いつまでも騒さわいでやがると、てめぇが大事にしてる、大量のエロＤＶＤの群むれに火ぃ点つけて燃やすぞ！」


　遊眞のその一いつ喝かつで、相手は黙ったらしいが。


　いったい相手は誰だれなのだ!?


「たった今な、神木に襲おそわれた。そう、神木森もり守かみだ。何をとち狂くるったのか知らねぇけど、狗く牙がと手を結んだとか吐ぬかしやがんのよ……ああ、もう片付けたさ。今は瀕ひん死しの状態で、目の前に転がって……」


「は……やく、きゅうきゅうしゃ……よんで……はや、く……」


　息も絶たえ絶だえの神木が、掠かすれた声を上げて必死で遊眞に呼びかける。


「うるせえな。この電話が終わったら呼んでやるから、少し待ってろ」


「しん……じゃう、はやくしない……と、しんじゃう……から」


「死にたくなかったら、根こん性じよう出して堪こらえろ」


「ひ……ひでぇ……」


「ああ、爺のことじゃねえよ。そうじゃなくてな、あんたに頼たのみがあって電話したんだ」


　遊眞の口調が一いつ変ぺんした。


　それまでのぞんざいで巫ふ山ざ戯けた口調から、重おも々おもしく真剣な口調になった彼女は、電話の相手に呼びかけた。


「神木や狗牙の罠わなに嵌はめられて、あんたの孫弟子が危ねぇんだ。他ほかにも何人か、若いのが一いつ緒しよにいる。言ってみりゃあ、次代を担になう若わか手ての有ゆう望ぼう株かぶだ。連中を助けたい。手を貸かしてくれ、師し匠しよう」
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　新たに三匹の狗牙が出現した。


　それを見て、香月の表か情おに動どう揺ようが出たのだろうか。


　一乗寺が、


「ここは俺が引き受ける。修学院は中へ」


　と呼びかけてきた。


「しかし……」


「葛城のことが心配なのだろう？　おまえの顔にそう書いてあるぞ」


　と言って、一乗寺が薄うすく笑う。


「そ……そういうわけでは……ないのだが」


　実はそういうわけだったので、香月はそれ以上強く否定できなかった。


　館内で蠢うごめく狗牙の気け配はいは外にいる香月にも伝わってきた。


　だが、相変わらず数を特定できない。


　それでも、かなりの数が館内に入り込んでいるように思えた。


　このままでは駿どころか、美玖や明、棚倉兄妹きようだいまで危ない。


「すまない、一乗寺さん」


　一乗寺に向かって軽く頭を下げた香月は、直すぐに窓まど枠わくに向かって走り、そのまま大きく跳ちよう躍やくした。


　香月は足を乗せることすらせずに軽々と窓枠を飛び越こえ、静かに廊ろう下かに着地した。


　すでに辺あたりには誰もいない。


　玄げん関かんに近いほうで味方と狗牙が入り乱れて闘たたかっている気配がする。


　香月はそちらに向かって疾はしった。


　駿が一緒だと、美玖や明や棚倉兄妹の足手まといになってしまう。


　というよりも、明や棚倉兄妹には駿を護まもる義務も義理もない。


　もちろん美玖は護ろうとするだろうが。


　美玖ひとりでは駿を護り切れないかもしれない。急がなくては。


　スピードスケートの選手が滑かつ走そうするように廊下を突つき進む香月の足が急停止した。


　廊下の右手に目立たない扉とびらがある。


　客室の扉ではないから、物もの置おきか何かだろう。


　その中から人の気配が漏もれてきた。


　まさか……。


　香月は右手で片開き扉を引き、引くと同時に下がって左腰こしの刀の柄つかに右手を乗せた。


「うわぁあっ」


　中から悲鳴が上がった。


　聞き覚おぼえのある声だった。


「駿！」


「あ……あ、香月！」


　香月は、大きく安あん堵どの息を漏らした。


「よかった、ここに隠かくれていたのか」


　駿が無ぶ事じだったというその一事で、香月は心底、安堵した。


　安心した。


　そして同時に嬉うれしかった。


「うん、隠れていたというか……美玖ちゃんたちに押し込められたというか」


　いい判断だと香月は評ひよう価かする。


　駿を連れたままで狗牙と闘うのは、まだ実戦をこなしていない美玖には荷が重い。


　最悪、共とも倒だおれになる危険すらあった。


　そのとき、後方から小さな足音が聞こえてきた。


　誰かが走り寄ってくる。


　はっとして駿が振り返る。


　だが、香月には足の運びから足音の主ぬしが誰なのかが判った。


　香月は慌あわてず騒さわがず駿に告げた。


「駿、大だい丈じよう夫ぶ、あれは一乗寺さんだ」


「あ……そうなんだ」


　一乗寺が追いついてきた。


「どうした修学院!?」


「一乗寺さんも無事だったか」


「俺は、あの程度の狗く牙が三匹に殺やられはしないよ」


　うんと首肯うなずいてから、香月は駿を指さし示した。


「そこの物置に駿が隠れていたので、保ほ護ごしたところだ」


「保護って……」


　まぁ、実際そのとおりなんだけど。


　駿が情なさけない表か情おになる。


「それはよかったな」


　一乗寺が、にやりと笑った。


「あ、いや……」


　少し顔を赤らめた香月は、駿に見られないようにと慌てて顔を背そむけた。


「他の連中は？」


　と一乗寺に訊きかれ、たちまち香月の表か情おが引き締しまる。


「向こうのようだ」


　香月が廊下の先、玄げん関かんのほうに顔を向けた。


　美玖たちが、わざわざこの場を離れて玄関付近で闘っているというのは、つまり、駿の隠れている場所から戦場を遠ざけようという配はい慮りよだったのだろう。


　美玖、感かん謝しやする。


　と心の中で声をかけてから、香月は一乗寺に言った。


「一乗寺さん、我われ々われも急いで応おう援えんに行こう」


「よし、俺が先に行く。修学院は、葛城君と来たまえ」


　一乗寺が駆かけだした。やはり滑すべるような足の運びで廊下を突き進んでく。


　一乗寺さんが応援に入ってくれれば、なんとかなりそうだな。


　そう思った香月は、改あらためて駿に向き直った。


「駿、君が無事でよかった。本当によかった」


　真剣な面おも持もちで、真剣な口調で、駿が香月に応こたえた。


「いや、香月こそ無事でよかったよ」


　小さく首肯うなずいた香月は、静かに立ち位置を変えた。


「駿、わたしの右側に立って、そして、そこから離れないように。敵てきが現れたら、相手に合わせてわたしが位置を変える。駿からは動かないように」


「ああ、うん、判った。でも……どうして右側なの？」


「左側に立たれると刀が抜けない」


「あ、そうか」


　天てん心しん無む明みよう流居い合あいの使い手である香月は、何い時つもは刀を鞘さやに収めている。


　敵と向き合っても、最初はその体勢から闘いを始めるから、なるほど左側に立たれたら抜ばつ刀とうの邪じや魔まになる。


　駿は、そそくさと香月の右側、腰の横辺あたりに移動した。


「よし、では、行こう」


　左手で鞘を握にぎり鍔つばを押さえている香月は、右手を駿に向けて差しだした。


　駿は慣なれた様子で香月の右手を握り返す。


　ふたりは廊下を走った。


　香月は滑るように。


　駿は跳はねるように。


　その先には狗く牙ががいる。


　何匹もの狗牙がいる。


　先ほど襲おそわれたときは、美玖や明、それに棚倉兄妹が撃げき退たいしてくれた。


　駿は恐ろしさを感じる暇ひまもなかった。


　自分を押し込めた後、四人は狗牙を押し返すようにしてこの場から離れていった。


　むしろ、物もの置おき部べ屋やにひとりで隠かくれ潜ひそんでいるときのほうが怖こわかった。


　四人の攻撃をかいくぐった狗牙が、何い時つ、この扉とびらを開けるか判らない。


　そう思うと心臓が締しめつけられそうだった。息が詰つまりそうだった。


　だから香月が扉を開けたとき、情けなくも悲鳴を上げてしまったのだが、其処に立っていたのが香月だと判ったときの安あん堵ど感、安心感、悦よろこび、心強さは、筆ひつ舌ぜつに尽つくし難がたいほど大きかった。


　だから今、駿は怖くない。


　隣となりに香月がいるから。


　握った手から感じられる香月の温ぬくもりが駿を勇気づけてくれる。


　香月と一いつ緒しよなら、たとえ狗牙が何十匹いようと怖くない。


　しかし。


　その先を思うと。


　狗牙の先に何がいるのかを考えると。


　駿は背せ筋すじが凍こごえるような気がした。


　俺の考え違ちがいであってくれれば……いいんだけど。というか、考え違いであってくれ。


　駿は強くそう願った。


　そして、ふたりは戦場に到とう着ちやくした。


　いや、既に戦せん闘とうは終わっていたから、戦場だった場所に、か。


　そこにいたのは、棚倉兄妹きようだいと一乗寺の三人だけだった。


　美玖と明の姿は見み当あたらなかった。
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　香か月づきと駿しゆんが玄げん関かんホール付近へ駆かけつけたとき、棚たな倉くら兄妹きようだいと一いち乗じよう寺じは床ゆかにへたり込んで肩かたで息をしていた。


　首を落とし心臓を突つき刺させば、狗く牙がは塵ちりとなって霧む散さんする。


　だから此こ処こに何匹びきの狗牙がいたのか、香月には特定できない。


　しかし三人がこれだけ疲ひ弊へいしているのだから、二匹や三匹ではなかったのだろう。


　狗牙絶だちの経けい験けんがある一乗寺であっても、これほど多くの狗牙を相手に立ち回ることなど初めての経験に違ちがいない。


　しかも、既すでに外で戦せん闘とうをしてきているのだ。


　彼はかなり疲弊していた。


　ましてや狗牙絶ちの実戦経験がない棚倉兄妹は息も絶たえ絶だえといった有あり様さまだ。


　それにしても、どうしてこれほど大量の狗牙が。しかも奴やつらの気け配はいが察知できなかった。何な故ぜだ……。


　という疑念を抱いだきつつ、香月は三人に声をかける。


「無ぶ事じなんだな!?」


　という彼女の問いかけに、一乗寺は大たい儀ぎそうに右手を挙あげた。


　続けて香月が鋭するどい声で尋たずねる。


「美み玖くと明あきらはどうした!?」


「闘たたかっている最中に切り離されてしまったらしい……」


　必死で息を整えた一乗寺が、そう応こたえた。


「「奥おくに……」」


　兄妹が同時に弱々しい声で応えた。


　香月は顔を振ふり向け、目を細めて先の様子を探さぐる。


　狗牙の気配も闘いの気配も何ど処こにも感じられない。


　闘いは終わってはいるのか。しかし……無事なんだろうな、美玖と明は。


　足を踏ふみだした香月だが、一歩を出しただけで動きを止めて振り返る。


「駿、君はどうする？」


「もちろん、一いつ緒しよに行くよ」


　と応えてから駿は、いや、と思った。


　まだ狗牙がいる可能性があるなら、俺おれは足手まといになるかも？


　駿は遠えん慮りよがちに訊きいた。


「それとも迷めい惑わくかな？」


　香月は小さく笑って応えた。


　駿の懸け念ねんなど気にしていないような態度だ。


　実際、彼女は、


「平気だよ」


　と言って駿に首肯うなずいてみせた。


　戦闘は終わっているようだし、一乗寺さんと棚倉兄妹はもはや戦闘不能って感じだから、此こ処こに残るよりは、わたしと一緒にいたほうが安心だ。わたしも駿が近くにいたほうが、余よ計けいな心配をする必要がないしな。


　香月が、また右手を差しだした。


　彼女の手を駿が左手で握にぎる。


　香月の手は柔やわらかく、温あたたかい。


　彼女の温ぬくもりが、左手から駿の体に流れ込んでくる。


　それで安心する。


　心強く思う。


　香月と一緒なら、狗牙がいても怖こわくない。


　どうしてそう思えるのか。


　まだ会ってそれほど時間が経たっていない香月なのに。


　どうしてそれほどまでに信用しているのか。


　どうしてそれほどまでに信しん頼らいできるのか。


　駿は自分でもよく判わからない。


　そして。


　駿の思いあがりでなければ、香月も同じなのかもしれない。


　万が一、狗牙が隠かくれ潜ひそんでいれば、駿が香月の足を引っ張ぱるのは間ま違ちがいないのだから。


　それでも「平気」だと香月が言ってくれたのが駿には嬉うれしかった。


　香月との距きよ離りが少し縮ちぢまったような、駿にはそんな気がした。


「修しゆう学がく院いん……」


　一乗寺が立ちあがろうと足に力を込めた。


「一乗寺さんは、ここで棚倉兄妹を見ていてくれ」


「そう……だな。ついてこいと言われても、今の俺には難むずかしい」


　よろよろと立ちあがった一乗寺だが、香月は彼のことを評ひよう価かする。


　虚きよ勢せいを張らないだけ立りつ派ぱだ。こういうときに見み栄えや虚勢を張る輩やからは、いざというときに役に立たないからな。


　香月はそのことを知っている。


　棚倉兄妹が香月の背中に声をかける。


「「香月さん、ごめん」」


「わたしたちがもっと自由に動けていたら……」


「僕ぼくたち、ふたり一緒でないと駄だ目めだから」


「「一緒でないと闘たたかえないから」」


　なるほど、このふたりは、そういう闘い方なのか。


　香月は軽く左手を挙あげて応えた。


「気にするな」


　左手を刀の鞘に戻もどして、香月が歩きだす。


　手を引っ張られる恰かつ好こうで駿が追いかける。


　この先に何がいるのか、何があるのかは判らない。けれど、香月が隣となりにいてくれれば、きっとなんとかなる。


　駿はそう確信した。
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　玄関ホールの先、薄うす暗ぐらい廊下の反対側を少し行ったところに明がいた。


　闘いのあおりで照明が壊こわれたのか。


　それとも、配線か何かに問題が生じたのか。


　理由はよく判らないが、ホールから先の照明は落ちていた。


　彼女は薄暗い廊下の壁かべ際ぎわに倒たおれていた。


　こちらに背を向けているので顔は見えないが、見み知しった制服は明に間違いない。


「明！」


　横になった明は、香月の呼よびかけにも動こうとしない。


　おい、まさか、明の奴やつ、死んでるんじゃ……。


　駿は悪い予感に震ふるえた。


　駿の手を放はなした香月が、明の下もとへ摺すり足で駆かけ寄った。


　駿も追いかけて小走りに走る。


「大だい丈じよう夫ぶか、明」


　明の傍かたわらに跪ひざまずいた香月が彼女の体を揺ゆさぶると、明はのろのろと顔を巡めぐらせた。


　よかった。無事だったか。


　駿は安あん堵どの息を漏もらした。


　しかし、明の目はどこか焦しよう点てんがぼやけているように見える。


　今まで見てきた明は、もっと目に力があった。


　顔に生き生きとした表ひよう情じようがあった。


　だが、今の明は糸の切れた操あやつり人形のようだ。


「明！」


　香月が明の頰ほおを右手で軽く叩たたく。


「おい、明、どうした!?　美玖は何ど処こだ!?」


　美玖、という言葉に、明の肩かたがびくりと震えた。


「あ……」


　ようやく明は、目の前にいるのが香月だと認めたらしい。


「か……香月……さん……」


　上体を跳はね起こした明は、正せい座ざの姿し勢せいになって床ゆかに額ひたいを擦こすりつけた。


「ごめんなさいっ。あたしが下へ手た打ったばっかりに美玖が……美玖が……」


　明の肩が小こ刻きざみに震えている。


「ごめんなさいぃっ」


　明のその言葉で。


　香月は何を感じ取ったのか。


　何を予想したのか。


　何を覚かく悟ごしたのか。


「明、しっかりしろ」


　と呼びかける香月の声は、先ほどまでよりずっと優やさしかった。


　床にひれ伏ふしている明の肩を下から支ささえ、香月は彼女の体を引き起こした。


　明は泣いていた。


「ごめん……ごめんなさい……ごめんな……」


　顔を歪ゆがめて泣きじゃくっていた。


　香月が何を言っても、意味のある言葉は返ってこない。


　泣きながら、ただひたすら謝あやまるばかりだ。


　香月が立ちあがった。


　静かに。


　滑なめらかに。


　あまりに滑らかすぎて、駿は香月が立ちあがったのに気づくのが遅おくれたほどだ。


　香月の顔色は蒼そう白はくで、顔からは表情が消えていた。


　堪たまらず、今度は駿がしゃがみ込んだ。


　明の肩を摑つかんで強く揺ゆさぶる。


「おい、明、美玖ちゃんは？　美玖ちゃんはどうしたんだっ!?」


「美玖は……美玖は……美玖は……奴やつらに……狗く牙がに……」
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　北海道虻あぶ田た郡ぐんニセコ町。


　梅つ雨ゆがない北海道は一年中が観光シーズンのようなものなのだが、この時期のニセコの街まち並なみは実に静かなものである。


　この辺あたりが一年でいちばん賑にぎやかになるのは冬、スキーシーズンのときなのだ。


　今やニセコのパウダースノーは海外にまで鳴り響ひびいている。


　特にオーストラリアからのスキーヤー、スノーボーダーが急増中だった。


　ニセコや俱知安くつちやんの街中にはオージー相手のコンドミニアムが何棟とうも建たち、地価の上じよう昇しよう率りつは全国でも指折りなのだとか。


　シーズン中は街のあちこちで陽気なオージーたちが話す英語が飛び交かうというが、六月のニセコは冬の喧けん噪そうが噓うそのようにひっそりとしている。


　走る車の数も少ないし、街を歩く人の姿すがたもそれほど多くない。


　この静けさがニセコ本来の姿なのかもしれない。


　そんなニセコの街の中に喫きつ茶さ店てんがあった。


　ウッディーな拵こしらえの店内にテーブルが四つとカウンター席があるだけの小さな店だ。


　大きく取った窓からは外の景け色しきがよく見える。


　とはいえ窓の外に見えるのは、車道と歩道と其そ処こを行き交う車と歩行者と。


　後は建ち並ぶ低層のビルや家か屋おくくらいだ。


　ニセコの雄ゆう大だいな自然は店内にしかない。


　それは店内の至いたる所に飾かざってある四季折々の雄大なニセコアンヌプリの写真だったり、ニセコに幾いくつもあるスキー場のポスターだったりする。


　この店も、冬になれば本州からスキーやスノーボードに来た若わか者ものたちで賑にぎわうのだが、いま店の中には客は一人しかいなかった。


　その客は、年の頃ころなら四十代後半だろうか。


　あるいはもう少し年上なのか。


　ひょっとしたら五十代半なかばを過ぎているのかもしれない。


　見た目だけでは判然としない不思議な雰ふん囲い気きを漂ただよわせた、瘦やせて背の高い男だった。


　Ｔシャツに革かわジャン、ジーンズというラフな格かつ好こうで窓まど際ぎわの席に座すわり、何かの本を読みながらゆっくりと珈琲コーヒーを味わっていたその男は、つい今し方、かかってきた携けい帯たい電話で誰だれかと話をしていた。


　携帯を耳から離すと、男はやれやれと首を振ふる。


「相変わらず嬢じようちゃんは人使いが荒あらくていけねぇな」


　携帯を切った男は文庫本を手に取り、静かに立ちあがった。


「マスター、お勘かん定じよう」


「あれ、もう帰るの？」


　店の奥から三十代半ばと思われる男が顔を覗のぞかせた。


「来たばかりじゃない」


「うちの娘むすめからの電話でね。ちょいと出かけることになった」


「えぇ？　娘？」


　マスターは素すっ頓とん狂きような声を上げた。


　この客は半年ほど前から店に入り浸びたるようになった馴な染じみの客だが、独ひとり者だという話だった。


「あんた、娘さん、いたんだ？」


「そうだな。いるな。がさつで乱暴で凶きよう暴ぼうで横おう暴ぼうで口が悪くていい加か減げんで適当で自分勝手で横おう着ちやく者だが……」


「おいおい、どんな娘だよ」


「それでもな、俺の可愛かわいい娘なんだよ。あいつに頼たのまれたら、引いん退たいした俺も、もう一働きしないわけにはいかなくってな」


「ふぅん、そう。まぁ頑がん張ばりなよ。っていうか、まだ老ふけ込む年じゃないでしょ。娘さんに頼まれて働くなんて父親冥みよう利りに尽つきるじゃない」


「さて、冥利かどうかは微び妙みようだな」


　男は苦にがみ走った顔を少しだけ緩ゆるめた。


「じゃ、お代は此こ処こに置くぜ」


「はい、毎度……って、お釣つり！」


「今度来たときでいいよ」


　男は店のドアを押し、外に出た。


「いったん家に戻もどって、刀ぁ持って来なくちゃなぁ」


　男は駐ちゆう車しや場じように停とめておいた四ＷＤワゴンのドアを開け、車に乗り込んだ。


「しかし神かみ木きが裏切りたぁ、どういうことかね。狗く牙が絶だち衆の組そ織しきも、ちっと箍たがが緩んできてんのか」


　男は車のキーを差し込むと軽く捻ひねる。


　セルモーターの回る音がして、すぐにエンジンがかかった。


「いや、違ちげえな。狗牙絶ち衆にゃあ、元々、箍なんかねえんだった」


　軽く二、三度、男がアクセルを踏ふんで空からぶかしすると、エンジンは甲かん高だかく咆ほう哮こうし、タコメーターの針はりが跳はねあがる。


「足のねえ遊あそ眞まよりゃあ、俺のほうが早いか。ってぇか、あいつ、北海道の道、知らねえもんな。だが、俺だって今からで間に合うかどうか」


　男はシフトレバーを一速に入れると、アクセルペダルをラフに踏ふみ込んだ。


「できるだけ急ぐが……俺が行くまで生きてろよ、香月と美玖よぉ」


　四ＷＤ車はタイヤを滑すべらせることもなく発進した。


　道路に出た車は急加速で走り去り、あっという間に車しや影えいが見えなくなった。
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「駿」


　呼びかけた香月は、とても落ち着いていた。


　いや、落ち着いているように見えた。


　冷静沈ちん着ちやくで怜れい悧りないつもの香月が其そ処こにいる。


　ぞくり、と駿の肌はだが粟あわ立だった。


「わたしは美玖を見に行く。君は此こ処こで待っていろ」


　香月は。


　助けに行くのではなく。


　見に行くと。


　そう言った。


　その言葉は、すでに香月が覚かく悟ごをしていることを意味するのだろうか。


　どうしてそんなことが言えるんだ。


　どうしてそんなふうに冷静に言えるんだ。


　俺は……俺には……。


　駿が立ちあがった。


「俺も行く」


「見ないほうがいいぞ？」


「俺も行く！　美玖ちゃんを助けに行くんだ！」


「……そうか」


　とだけ応こたえると、香月は体を回した。


　そして一歩を踏みだそうとしたところで、またも香月の動きが止まった。


　誰だれかが廊ろう下かの奥から歩いてくる。


　蹌そう踉ろうとした足取りで歩いてくる。


　薄暗い廊下の向こうから歩いてくるシルエットには、駿も香月も見み覚おぼえがあった。


　左手に刀を持っているとなれば、それは。


「美……玖？」


　はっとして明が顔を上げた。


「美玖ちゃん！」


　思わず駿は飛びだそうとしていた。


「美玖、無ぶ事じだったんだな！」


　へたり込んでいた明が飛び起き、駿に負けじと突進しようとした。


「待て、ふたりとも」


　素す早ばやく両手を伸のばした香月が、自分の左横を通過しようとした駿の襟えり首くびを左手で、右横を通過しようとした明の襟首を右手で摑つかみ、ふたりはその場に急停止した。


「なっ、何するんだ、香月!?」


「様子がおかしい」


「え？」


　駿と明が前を向いて目を凝こらす。


「あね……さ……ま……」


　よろめく足取りで近づいてくる者は、確かにそう言った。


「やっぱり美玖ちゃんじゃないか！」


　駿は香月の手を振ふり切って突進しようとしたが、香月に強く引っ張ぱられ、ぐぇ、と鈍にぶい悲鳴を上げる。


「な……だから、何するんだよ。首が絞しまるじゃないか」


　駿は顔を巡めぐらせて抗議するが、香月は彼のことを見ていなかった。


　香月の目は真まっ直すぐ正面に向いている。


　近づいてきた者に向けられている。


　駿が改あらためてもう一度、顔をそちらに向けると。


　自分たちの背はい後ごにある照明の弱々しい光に照らされ、美玖の姿すがたが浮うかびあがった。


　駿が大きく息を呑のみ。


　明が、ひっっ、と小さな悲鳴を上げ。


　香月はぎりっと歯を嚙かんだ。
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　美玖の道着と袴はかまはあちこち破れ。


　赤く、紅あかく、血に染そまり。


　腹の部分に大きな穴が開いていた。


　いや、違ちがう。


　穴が開いているのは道着だけではなかった。


　破れているのは彼女の袴だけではなかった。


　彼女の皮ひ膚ふも。


　あちこち破れていて。


　彼女の腹にも大きな穴が開いていて。


　穴からは今も血が滴したたり落ちていて。


　穴からは血に塗まみれた臓ぞう物もつがはみ出ていて。


　破れた肌から骨が見えるほどの深ふか傷での箇か所しよもあって。


　それほどの怪け我がで動けるのか。


　それほどの怪我で歩けるのか。


　いや、そもそも。


　それほどの怪我を負おって生きていられるのか。


　呆ぼう然ぜんと。


　啞あ然ぜんと。


　愕がく然ぜんと。


　慄りつ然ぜんと。


　駿は美玖を見た。


　目を逸そらすこともできずに美玖を見つめた。


　美玖の姿に大きな衝しよう撃げきを受けた明は自分の体を支ささえ切れなくなった。


　彼女は力なく床ゆかに腰こしを落としてしまう。


　香月が声を絞しぼりだす。


「美玖、おまえ……」


「姉あね様さま……死なないのです……わたし死なないのです」


　香月は瞬しゆん時じ、天を仰あおぎ、直すぐに顔を戻もどした。


「こんな怪我をしたのに……致ち命めい傷しようを負ったのに……狗く牙がに内臓を喰くわれたのに……死なないのです」


「狗牙になってしまったか」


　床にへたり込んだ明は両手で顔を覆おおい、絶ぜつ叫きようを放はなった。


「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい～～～～っっっ」
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　舘かん山ざん寺じ遊眞は事じ後ご処しよ理りに忙ぼう殺さつされていた。


　狗牙絶だち衆の主おも立だった面々に次から次へと連れん絡らくを入れ。


　彼らと善ぜん後ご策さくを練ねっては携けい帯たい電話を切る。


　さっきからその繰くり返しだ。


　そうして待つこと数十分。


　ようやく救急車が来た。


　神木を運ぶための救急車だ。


　だが、消防の、ではない。


　狗牙絶ちの宿老おとな衆しゆうが手配した民間の救急車だ。


　救急車はサイレンを鳴らすこともなく静かにホテルの駐車場に滑すべり込んだ。


　いま、その車から降おり立ったスタッフが遊眞のいるスイートルームまでやって来たところだった。


「ご苦労様です」


　とスタッフのチーフが遊眞に声をかけた。


「よろしく頼たのまぁ」


　男は無言で首肯うなずくと、連つれてきた部下に指し示じを出す。


　救急スタッフは手て慣なれた様子で神木に応急措そ置ちを施ほどこすと、彼を乗せたストレッチャーを押して、ひっそりと部屋から出ていった。


　既すでに神木は虫の息。


　今から病院へ運んだとしても、生き残るのはかなり厳きびしそうだ。


　死んだら死んだでしようがねえか。とりあえず訊ききたいことは訊いたし。


　遊眞はそう割り切っている。


　スイートルームのあるこの特別フロアーには専用エレベーターが設置されていて、地下の駐車場へ直行できるから、一いつ般ぱん客きやくの目を気にすることもない。


　救急スタッフが出て行くのと入れ替かわるように、ひとりの男が入ってきた。


　やや濃こいめのサングラスをかけてダークな色合いのスーツを着ている。


　人混ごみに紛まぎれてしまえば目を引かないタイプの男だ。


　だからといって、その手のタイプが安全牌ぱいだとは限らない。


「舘山寺遊眞さんですね？」


「ああ、そうだ。あんた、内ない諜ちようの安あん保ぽかい？」


「ええ、そうです」


　と男は小さく首肯うなずいた。


　遊眞が言う「内諜の安保」とは、内ない閣かく諜ちよう報ほう部ぶの安全保ほ障しよう室のことだ。


「内諜の安保」は公式には存在しない部署で、狗牙絡がらみの事件を専門に扱あつかっている。


　とはいっても、狗牙を追いかけたり狩かったりはしない。


　その手の仕事は、すべて狗牙絶ち衆に任まかされている。


　安保は、狗牙の存在が公おおやけにならないように動く。


　それが彼らの仕事だ。


　それだけが彼らの仕事だ。


　餅もちは餅屋。


　狗牙を狩れるのは狗牙絶ち衆だけ。


　実際問題、狗牙は素人しろうとが手を出して火傷やけどをしないで済すむ相手ではない。


　以前、研究対象として狗牙を捕ほ獲かくしようという作戦が実じつ施しされたことがあったが、結局、人的損そん害がいばかりが膨ふくらんで何ら実じつ益えきが上がらなかった。


　生け捕どりにするだけでも大変な労力を要する。


　その上、生け捕りにできたところで狗牙には麻ま酔すいも睡すい眠みん薬やくも効きかないから、調査も実験もできやしない。


　以前に、捕獲した狗牙の調査を強行しようとして研究スタッフが皆みな殺ごろしになって以来、作戦は中止されたままだ。


　以来、国は狗牙の存在を秘密にすることにのみ注ちゆう力りよくするようになっていた。


　同時に、狗牙を狩る者たち──狗牙絶ち衆の手助けをする。


　それが「安保」の役割であり、存在理由だ。


　男が身分証を取りだして掲かかげ、遊眞に見せた。


「秦はた路じ、と言います」


「此こ処こに一匹ぴきな、出た」


　遊眞は男を部屋の中に入れ、自分が殺した狗牙の脱ぬけ殻がら、狗牙が着ていた服を指さし示す。


　男は無感動な態度でそちらに目をやった後、遊眞に視線を戻もどした。


「それを手引きしたのが、どうもウチの奴やつだったみたいでな」


　初めて男に感情の色が出た。


　表か情おが少しだけ変わっている。


「どういう……ことですか？」


　という声にも、僅わずかだが驚おどろきが籠こもっているように思える。


「どういうことかは、まだ判らないんだけどな。すまないが、此処の後あと始し末まつ、頼たのむわ」


「はい、それは」


「あと、車を一台、用意してもらえねえか？」


「少し時間がかかりますが」


「かまわないよ。あたしがレンタカー借かりに行くよりは早いだろ。それに、あたしは北海道に土と地ち勘かんねえからな、運転しようにも道がよく判らねえ」


「では別の部屋を用意します。そちらでお待ちいただけますか。此こ処こには清せい掃そうスタッフを入れますので」


　首肯うなずいた遊眞は、自分の荷物と狗牙絶ちの劔つるぎを入れた収納ケースを手に取り、


「案内してくれや」


　と秦路に言った。


「此方こちらです」


「車、なるべく急いでな」


「了りよう解かいしております」


　遊眞は男に導みちびかれてスイートルームを後にした。
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「わたし……死なないのです、姉あね様さま。こんな大おお怪け我が……をしてるのに」


　美玖の顔は蒼そう白はくだった。


　顔色だけではない。


　腕うでにも足にも血の気けが感じられない。


　蠟ろう細ざい工くの人形か何かのようだ。


　血液の大半が失うしなわれているのだろう。


　人は血液の五割を失えば確実に死に至いたるという。


　失った血液量が三、四割であっても、失しつ血けつ性せいショックで死んでしまう場合が多い。


　今の美玖はそれ以上の血液を失っているのは確実だ。


　あれほど大きな穴が腹に開いているのだから。


　臓器が激しく損そん傷しようしているのだから。


　たとえ致ち死し量りようの血液を失っていなかったとしても。


　まだ生きて動けているのが不思議なほどの致命傷を受けているのだ。


　普通なら動けるはずがない。


　歩けるはずがない。


　少なくとも人間であれば。


　美玖は顔を歪ゆがめている。


　傷が痛むのだろうか。
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　泣こうとしているのかもしれない。


　しかし、涙なみだは出てこない。


　血と同時に体液も失ったからなのか。


　僅わずかばかりの涙を流す、そんな水分さえも失ってしまったのか。


　それで生きているのは。


「大だい丈じよう夫ぶだよ、美玖ちゃん。直すぐに救急車を呼よんで病院で手当を受ければ」


　叫さけぶように言った駿のその言葉を、果はたして美玖は聞いていたかどうか。


　美玖の声は震ふるえていた。


「わたし……狗く牙がになってしまったですか、姉様」


「……そのようだな」


　そう応こたえた香月の声は、とてつもなく重く響ひびいた。


「なに言ってるんだよ、香月！　美玖ちゃんが狗牙であるわけ、ないだろ！　今だって、ちゃんと話をしているじゃないか！　何い時つもの美玖ちゃんと何も、少しも変わらないじゃないか！」


「泣いているのか、駿」


「俺はっ……」


「ありがとうです……駿様。でも」


　香月と美玖。


　ふたりの姉妹きようだい弟で子しの声が重なった。


「これは狗牙絶ち衆われわれの問題だから」


「これは狗牙絶ち衆わたしたちの問題ですから」


　駿は言葉を失った。


　ふたりにかける言葉を失った。


「姉様、殺して……ください。わたしがまだ……人の意識を保って……いるうちに」


「殺そう、美玖。おまえがまだ人の意識を保っているうちに」


「わたしが狗牙に……成なり果ててしまう前に」


「おまえが狗牙に成り果てる前に」


「殺してください」


「殺してやろう」


　香月は歯を食いしばり、強く唇くちびるを嚙かんだ。


　あまりに強く嚙みすぎて唇が破れ、血が流れでる。


　苦にがい苦い鉄の味を舌したで感じながら、香月は右手を刀の柄つかに置いた。


「姉様に殺される……なら本ほん望もうです」


「苦しまぬよう、一いつ瞬しゆんで終わらせる」


　香月が右手に力を込める寸前、駿が香月の腕に取りすがった。


「止やめろ、香月っっ」


「邪じや魔まをするな、駿」


「邪魔って、邪魔ってなんだよ!?　香月は本当に美玖ちゃんを殺す気か？」


「美玖は、もう美玖ではない。あれは狗牙だ」


「馬ば鹿かなこと言うな、香月！　美玖ちゃんじゃないか！　何ど処こから見たって、あれは美玖ちゃんじゃないかっ！」


「では、訊きくがな、駿」


　首を巡めぐらせた香月は、一瞬だけ駿を見た。


　その目に宿やどる光のあまりの強きよう烈れつさに、駿は目が眩くらみそうになる。


　香月は直すぐに顔を戻もどした。


　戻して、正面にいる美玖を見る。


「腹にあんな大きな穴を開けたまま歩ける人間がいるか。内臓が破は壊かいされて動ける人間がいるか。体中の血の大半を失っても生きている人間がいるか」


「でも……だって……」


「あれは狗牙に変わる寸前の姿すがただ。忘れたのか、駿？　公園で襲おそってきた狗牙のことを。狗牙は人の姿のまま狗牙に変わる。昨日きのうまでの姿形となんら変わらぬまま狗牙と成り果て、人を喰くらうようになるのだ」


「でも！　まだ！　まだ美玖ちゃんは狗牙じゃない！　そうだろ、香月!?」


　と訴うつたえる駿は本当に泣いている。


「自分を殺してくれなんて言う狗牙がいるのか？　今までにいたのか!?」


「いや、それは……人が狗牙に変わる瞬間を見た者などいないから、美玖が何い時つ、完全に狗牙になるのかなど判らない。しかし。今はまだ人であろうとも、いずれ狗牙に変わる。それは時間の問題でしかないんだ」


「でも今はまだ狗牙じゃない。まだ美玖ちゃんだ。殺せるのか、香月、君に美玖ちゃんが殺せるのか!?」


「殺せるか否いなかが問題ではない。わたしは殺さなくてはならないんだ。狗牙は殺さなくてはならないんだよ、駿。たとえ今は狗牙でなくても、いずれ狗牙となる者は殺さなくてはならないんだ」


「どうして!?　美玖ちゃんは香月にとって家族だろう!?」


「家族であろうと、親兄弟であろうと、殺す。人を喰らう狗牙は殺す」


「そんな……ことを……」


　よく言えるな。


　駿はそう言いたかった。


　だが、香月の顔を見てしまった駿に、続く言葉は出てこなかった。


　香月も泣いていた。


　滂ぼう沱だの涙なみだを流している。


　いちばん辛つらいのは香月なんだ。辛くても、己おのれの使命を果たすために鬼おにになろうとしているんだ。


　それは判る。


　判るが、しかし。


　それでも駿には理解できない。


　とうてい理解できない。


　昨日まで共に暮くらしていた。


　可愛かわいい妹同然の存在で。


　遊眞師し匠しようの姉妹きようだい弟で子しの。


　美玖を斬きろうとする香月の覚かく悟ごが。


　駿には判らない。


　少し近づいたかと思えた香月との距きよ離りが大きく広がったような気がする。


　ふたりの間には、暗くて深い大たい河がが流れているのではないかとさえ思える。


　もし本当に香月が美玖を斬ったら。


　その河かわは、ふたりには永遠に渡わたれぬ河になるかもしれない。


「いいのです……駿様」


　苦しそうな表か情おの美玖が声を振ふり絞しぼった。


「立場が反対なら、わたしが姉様を、斬ってましたです、から」


「わたしだって、逆の立場なら美玖に首を差しだしていただろう。あるいは……お師様に、かもしれないが」


　それが狗牙絶ち衆の掟おきてなのかもしれないが。


　それが狗牙絶ち衆の覚悟なのかもしれないが。


　それが狗牙絶ち衆の潔いさぎよさなのかもしれないが。


　狗牙絶ち衆ではない駿には関係のない話だ。


　いや。


　それが狗牙絶ち衆の覚悟なら。


　俺は俺の覚悟で、この事じ態たいに挑いどもうじゃないか。
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　駿は香月の横を擦すり抜ぬけ、美玖の前に立った。


「やっぱり駄だ目めだと思う」


「は？」


　香月が呆あつ気けに取られた表か情おになった。


　それとは対たい照しよう的に、駿は何かを思いつめた表か情おだ。


「香月は美玖ちゃんを殺しちゃ駄目だ。少なくとも、まだ人である美玖ちゃんを殺しちゃ駄目だ」


「駿、君は何を……」


「だって、そんなことをしたら、香月が人殺しになってしまうじゃないか」


　香月は何ど処こかおかしそうな、どこか哀かなしそうな、どこか呆あきれたような表か情おで応こたえた。


「忘れたのか、駿。わたしは秘密を守ろうとして君を殺そうとしたんだぞ。実際、鞘さやの体質でなければ君は死んでいた。あのとき、わたしは人を殺していたんだよ。わたしはもう既すでに人殺しなんだ。だから今さら……」


「でも、まだ俺は死んでいない。だから香月は人殺しなんかじゃない」


「駿がそう言ってくれるのはありがたいが……」


「俺は香月に人殺しになって欲ほしくはない。俺が死ななかったおかげで香月は人殺しにならずに済すんだのに、いま此こ処こで人殺しになる必要なんかないじゃないか」


「それとこれとは話が別だ」


「どう別なんだよ!?」


「狗牙は人を殺すんだぞ。放ほうっておけば何人もの犠ぎ牲せい者しやが出る。君は美玖が本物の狗牙になって人を殺したとき、その責任を取れるのか？」


　駿が、ふっと表ひよう情じようを崩くずした。


「いま、香月、『本物の狗牙になる』って言った。ってことは、美玖ちゃん、まだ本物の狗牙じゃないんだね」


　香月の眉まゆが跳はねあがる。


「なんだと!?　君はまたそういう屁へ理り屈くつを！」


「あの……姉様も駿様も……喧けん嘩かしないで……」


「ほら！　俺と香月のことをこんなふうに心配してくれる、そんな狗牙がいるかよ！」


　香月が少し上体を引いた。


「そ、それはそうかもだが」


　駿は、香月を押おし込んだと思った。


　もう一ひと押おし。


　だが、香月もそう簡単には退ひきはしない。鋭するどい反撃に出た。


「しかし、いずれは狗牙になるんだ。狗牙になったら人を襲おそうんだ。人を喰くい殺すんだ。狗牙になった者は元がただの人間であっても圧あつ倒とう的な肉体と恐おそるべき戦せん闘とう力を手に入れる。もしも狗牙絶だち衆のような、元々の戦闘力の高い者が狗牙の肉体と能力を手に入れたら、どうなると思う!?　狗牙絶ち衆でさえ敵かなわないような超ちよう強力な狗牙が誕たん生じようするのだ。狗牙となった美玖を誰だれが止める？　誰に止められる？　君こそ、美玖を人殺しにしたいのか？　美玖に人を喰わせたいのか!?」


　うっっ。


　今度は駿が上体を引いた。


「だいたい君は美玖をどうしようと言うのだ？　美玖に狗牙が感う染つっているのは確実だ。そんな怪け我がをして、それほど失しつ血けつして動ける人間などいはしない。今はまだ人であっても、いずれは狗牙になる。狗牙になってから殺せばいいと、君はそう言いたいのか？　狗牙になるまで生き存ながらえて、美玖に地じ獄ごくを味わえと!?」


　ううぅ……。


　今や駿が押され気味だった。


　香月の言うことは判わからないでもない。


　理屈としては。


　だが、感情は納なつ得とくしない。


　これまで駿は、割と論理的に生きてきた。


　目の前の現実をすんなりと受け容いれてきた。


　自分でなんとかできることはなんとかするが、なんともできないことは直すぐに諦あきらめる。


　そういう生き方をしてきた。


　だが、今回は。


　今回だけは目の前の現実を受け容れたくはなかった。


　香月の論理を認めたくはなかった。


　我われながら自分らしくない気はする。


　だが、そんな自分らしさはクソ喰らえだとも思う。


　しかし、とはいえ、どうするか。


　香月は本気だ。


　本気で美玖を殺そうとしている。


　本気の香月を駿に止められるのか。


　あるいは……やはり止めてはいけないのか。


　止めたせいで、もしもこの後、被ひ害がい者しやが出たら……。


　駿の心は千ち々ぢに揺ゆれている。


　駿からの反論が途と絶だえたのを、香月は駿が諦めたのだと受け取ったのか。


「さぁ、其そ処こを退のけ、駿」


　ゆっくりと体勢を戻もどした香月は、もう一度、刀の柄つかに手を乗せた。


　駿の背はい後ごから美玖の声が聞こえた。


「ありがとう……ございます、駿様。駿様に庇かばっていただけて……とても嬉うれしかったです。でも……いいんです。わたしも……人であるうちに……死にたい……です」


　彼女の声が震ふるえているのは泣いているのか、それとも。


「狗牙として……姉あね様さまやお師し様さまに斬きられるのは……嫌いやです」


　駿には判らない。


　香月の覚かく悟ごが。


　美玖の覚悟も。


　香月も美玖ちゃんも本当にそれでいいのか!?　俺は……俺は……俺は……。


「駿、諦めろ。狗牙を人に戻す薬などない。人に戻す方法など、ないんだ。だから其処を退どけ。わたしが。美玖を。狗牙になる前に。斬る」


　どうする、俺!?　考えろ、俺！　香月に美玖ちゃんを殺させてしまっていいのか!?


　駿は歯を食い縛しばる。


　いや、そうじゃない。結論は、もう出てるんじゃないか。後は俺がどうするかだけだ。香月や美玖ちゃんが覚悟を決めているのなら、俺も覚悟を決めるべきだろう。
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　今この瞬しゆん間かんこそが分ぶん岐き点だと、そう思う。


　ここで道を間ま違ちがえたら、もう二度と香月とは心が通かよい合えない気がする。


　選ぶべき道は。


　摑つかみ取るべき未来を切り開く選せん択たくは。


　俺が応こたえるべき言葉は。


　駿は大きく息を吸すって、一気に吐はきだした。


　決意と願いと希望を込めて。


「退かない」


　香月の眉まゆが跳はねあがった。


「なん……だと？」


「ああ、そうさ、退くものか。香月が美玖ちゃんを斬るなんて絶対許さない。どうしても美玖ちゃんを斬るって言うなら、俺を斬ってからにしろ、香月！」
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　駿しゆんは退ひかなかった。


　退くどころか、香か月づきをそれ以上美み玖くに近づけないようにと大きく両手を広げた。


　駿も覚かく悟ごを決めたのだ。


　美玖を救うと。


　その結果として、この先、美玖が狗く牙がになろうとも仕方がないと。


「駿、其そ処こを退のけ」


「絶対に嫌いやだ。俺おれは退どかないぞ。退くものか。美玖ちゃんを斬きるなんて許さない。どうしても斬るって言うなら、俺を斬ってからにしろ、香月！」


　駿は縋すがったのだ。


　微かすかな希望に。


　未いまだ狗牙になりきっていない美玖は、最後まで狗牙にならないかもしれないと。


　香月は苛いら立だたしげな表か情おになる。


　どうして判わかってくれないんだ、駿!?　君にそんなことをされたら、わたしの決意が……。
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「もう一度言う、駿。其処を、退け」


「もう一度応こたえるよ、香月。嫌だ。退かない。美玖ちゃんを斬るのなら、まず俺を斬ってからにしろ」


　香月は、ふっと口の端はしを吊つりあげた。


　見ようによっては、薄く笑ったような表か情おだ。


　そうして香月は左手の親指で鍔つばを押し、鯉こい口ぐちを切った。


　右手を刀の柄つかに乗せたまま。


　何い時つでも抜ばつ刀とうできる体勢で。


「そうか。では、そうする」


　そのまま香月は駿に向かって静かに一歩を踏ふみだした。


「え？」


「だから、まず駿を斬るよ」


　駿の顔がおかしなふうに歪ゆがんだ。


　驚おどろいているというか。


　呆あきれているというか。


　泣いているというか。


　名めい状じようしがたい情なさけない顔つきには違ちがいなかった。


「あれ？　ちょ、ちょっと香月サン!?」


「悪を助ける者は悪。狗牙を助ける者は狗牙。だから狗牙は、斬る」


「えええええ？　いやいやいやいや！　そういうのはアレだろ！　『君がそうまで言うのなら仕方ない。駿に免めんじて美玖を斬るのは止やめておこう』って言うのがお約束だろ！　というか、『冗じよう談だんだよ、駿』って言うんだよな？　言ってくれ！」


「今さらみっともないぞ、駿」


「うわぁ、マジだよ、こいつ」


　あれ、でも？


　駿は内心で首を捻ひねった。


　あいつがあの狗牙絶だちの劔つるぎで俺を斬ったり刺さしたりすればどうなるんだ？　玉たま響ゆらのときみたいに、俺が呑のみ込んでしまうのか？　それとも、あれは玉響限定の特とく殊しゆな事例だったのか？　そうじゃないのなら……？


　香月の凜りんとした声が駿の黙もつ考こうを破る。


「わたしが狗牙絶ちに臨のぞむ覚悟は、そんなことでは揺ゆるがない」


　それは駿に言い聞かせるというよりも己おのれに言い聞かせるための言葉だ。


　しかし、駿には香月の心の動きは判らない。


　うわ、考えてる場合じゃねえ。というか、俺の命いのち懸がけの決意を「そんなこと」って言いやがった!?


　香月は前に出ようとした体の動きををその場で止めた。


「というのは、半分冗談だが」


　半分かよっっ！


　半分でも「冗談」と言った割には、香月の表か情おはあまりにも真剣だった。


　右手を柄に乗せ、何い時つでも抜刀できる体勢を崩くずそうとしない。


　しかし、少なくとも駿には彼女が自分を斬ろうとしているようには見えない。


　ならば香月はどうして臨りん戦せん態たい勢せいを崩さない？


　それは。


　香月は美玖を用心しているのだ。


　いつ狗牙になりきってしまうのか判らないと香月は言った。


　ならば、いま此この瞬間に美玖が狗牙に変へん貌ぼうするかもしれない。


　香月はその危険を考えているに違いない。


　美玖ちゃんが……狗牙に……。


　そうなれば、真っ先に襲おそわれるのは美玖に背中を向けている駿だ。


　元々が狗牙絶だち衆として高い戦せん闘とう力を有している美玖が狗牙となれば。


　自分に背を向けている駿を殺すことなど、豆とう腐ふを壊こわすよりも簡単だろう。


　駿の掌てのひらに、脇わきの下に、じっとりと汗あせが滲にじむ。


　だけど……振り返っちゃ駄だ目めだ。恐こわがったら負けだ。美玖ちゃんはまだ人間だと言って香月を止めようとしている俺が、美玖ちゃんが狗牙に変かわるかもしれないなんて恐おそれたら説得力なんか欠片かけらもないじゃないか。


　駿も懸かけると決めたのだ。


　自分の信念を。


　自分の命さえも。


　だから。


　俺は命懸けで香月を止めるし、命懸けで美玖ちゃんを助ける。香月を止めることで美玖ちゃんと香月を救う。ふたりとも救うんだ。


　美玖が狗牙に変わらない確かく率りつはどの程度のものなのか。


　あるいは、そんな確率はないのか。


　狗牙絶ち衆であれば実例を知っているのだろう。


　知っているからこそ、ないと言い切るのかもしれない。


　だけど、今まで例がなかったとしても、これからも絶対にないとは言い切れないはず。過去に起きなかったことが未来永えい劫ごう起きないと誰だれに断言できる!?　確率はある。あるんだ。どれほど低くてもどれほど小さくても。それは絶対に零ぜろじゃない。


　駿は思いだす。


　あのときのことを。


　だって、俺に奇き跡せきは起きたのだから。


　香月に刺さし殺されたはずの駿が、そのまま香月の刀を呑み込んでしまい、今もこうして生きているという事実。


　こんな出で鱈たら目めな奇跡が起きたんだ。美玖ちゃんが、このまま狗牙にならない奇跡が起きたっていい。その兆ちよう候こうはある……んじゃないのか？　だって美玖ちゃん、まだ狗牙になってない。人間のままだ。このまま変わらず……なんて考えは甘あまいんだろうか。いや、甘くたっていい。俺はそれを信じたい。


　駿の瞳ひとみに浮うかんだ決意と覚悟の色を香月はどう見たのか。


「本気なんだな、駿」


「本気だ」


「退どく気はないんだな、駿」


「退かない」


　香月は小さくため息を吐ついた。


　君はそんなに判らず屋じゃなかったはずなのに。


　そのとき。


　香月の背はい後ごで誰かが動く気け配はいがした。


　微かすかな、そして弱々しい動き。


　だが香月は正面から視線を外はずさない。


　振ふり返るまでもない。これは明あきらだ。


　いま香月がいちばん注意しなくてはならないのが美玖だ。


　美玖の気配だ。


　美玖の動きだ。


　僅わずかな異い状じようも。


　微かな異変も。


　絶対に見み逃のがせない。


　もし此こ処こで美玖が狗牙に変われば、真っ先に駿が襲われるだろう。


　だから香月は、その前に美玖を斬きらなくてはならない。


　駿が襲われ、殺される前に。


　だが、香月と美玖の間には駿がいる。


　駿のいる位置は最悪の場所だ。


　美玖を斬るには駿が邪じや魔まになる。


　駿を助けようとすれば、狗牙となった美玖に襲われる。


　駿を助け、なおかつ狗牙となった美玖を斬る。


　それは天てん心しん無む明みよう流りゆう免めん許きよ皆かい伝でんの腕うでを誇ほこる香月にとっても難なん易い度どの高い仕事だった。


　わたしは、いま君に死んで欲ほしくないんだ。君が玉たま響ゆらを呑み込んでいるという理由からではない。ただ君に死んで欲しくないからだ。だからそこを退のけと言っているのに。親の心子知らずとはこのことだな！


　駿が聞いたら、いつ香月は俺の親になったんだよ!?　と突つっ込むこと請うけ合いだが、駿が香月の思いを知ることはないし、香月が駿の思いを知ることもない。


　互たがいが互いを助けようとしているはずなのに、ふたりは睨にらみ合ったまま身動きできなくなっている。


　このままでは埒らちがあかないな。


　香月は右手で柄つかを強く握にぎった。


　抜くためではない。


　抜ばつ刀とうするつもりなら、そんなふうに強くは握らない。


「君を斬りはしない。だが、このまま睨めっこをしていても埒があかない。だから、君を殴なぐりつけて蹴けりつけて気絶させてから」


　香月の眼光が鋭するどさを増ました。


「美玖を斬る」


「ちょ……」


「最後にもう一度問うよ、駿。君に覚悟はあるのか？」


「香月に美玖ちゃんを殺させない。そういう覚悟なら、あるよ」


　香月が眉まゆを顰ひそめた。


　またも苛いら立だちが表か情おに出ている。


「もし美玖が人を殺せば、君が殺したも同然なんだぞ。もし美玖が人を喰くい殺せば、君が喰い殺したも同然なんだぞ。それを承しよう知ちの上で美玖を殺すなと言うのだな？」


「判っているよ、香月。そして言うけれど。だからこそ言うけれど。もしも万が一、美玖ちゃんが人を殺したからって、そんなこと俺の知ったことか。俺には、いま美玖ちゃんを殺さないことのほうが。香月が美玖ちゃんを殺さないことのほうが！　ずっとずっと大事なんだよ！」


　香月は、ふっと表ひよう情じようを緩ゆるめた。


「君の本ほん音ねが聞けてよかった。綺き麗れい事ごとに終しゆう始ししようなどとしたら、君を軽けい蔑べつしていたかもしれない。だが……む？」


　誰かが後ろから近づいてくる。


　いや、此こ処こには明しかいないのだが。


　香月が僅わずかに視線を動かすと、蹌そう踉ろうとした足取りで、真まっ青さおな顔で、泣き腫はらした目で、歩ほを進めてくる明が視界の端はしに映うつった。


「どうした、明？」


「おい、明、大だい丈じよう夫ぶか？」


　明は香月と駿の呼びかけに応こたえない。


　狗牙絶ちの武器を手に提さげたまま、ふらふらと足を運び続けた明は香月の横を通り抜ぬけ、そして。


　駿の隣となりで足を止めた。


「あ……明？」


　顔を巡めぐらせた駿が明を見やる。


　視線が定まっていない。


　目が虚うつろだ。


　顔は涙なみだで濡ぬれている。


「おい、明ってば」


　明はその場にへたりと膝ひざをつき、そのまま崩くずれるように額ひたいを床ゆかにつけた。


「ごめん、美玖」


　それまで苦しそうに駿と香月のやり取りを見ていた美玖だが、目の前で土ど下げ座ざする明に対して戸と惑まどった表か情おになった。


「明……さん？」


「美玖がそんなになったのは、あたしのせいだ。あたしのしくじりはもう取り返せないのかもしれない。だけど」


　明が顔を上げた。彼女の目には意志の光が戻もどっている。


「美玖が人でいる間はあたしが護まもる。駿さんと一いつ緒しよに、あたしも護る！」


「明さん」


　美玖の表か情おにはっきりと驚おどろきの感情が浮うかんでいた。


「明！」


　駿が歓かん喜きの声を上げた。


　一方、香月は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたように顔を歪ゆがめるのだった。
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「明、狗く牙が絶だち衆である君までそんなことを言うのか」


　という香月の声には、腹の底から絞しぼりだすような悲痛な響ひびきが感じられた。


「もちろん、あたしは狗牙絶ち衆さ。でも、その前に、一人の人間なんだよ。友とも達だちがみすみす斬きられるのを、黙だまって見ていられるはずないじゃないか」


「明さん……」


「香月さん、あんたが美玖を斬るっていうのなら、あたしはこの槍やりに懸かけて美玖を護る」


「わたしに勝てると思うのか、明？」


「勝てるなんて思ってないよっ。でもさっ、勝ち負けじゃないんだよっ。美玖をこんなふうにしたのは、あたしのせいだ。あたしが臆おく病びようだったからだ。あたしが弱かったからだ。だから、いま取り戻すしかないんだっ。でないと、あたしは負け犬のままだっ。これは、あたしの矜きよう恃じの問題なんだよっっ！」


　明はそう怒ど鳴なった。


　香月に対してではない。


　明は自分自身に怒鳴ったのだ。


　美玖と共に狗牙と闘たたかっているときに、いま一歩を踏ふみだせなかった自分に。


　踏みだす勇気を持てなかった自分に。


　結果、美玖を見み殺ごろしにしてしまった自分に。


　美玖と明に何があったのか駿には判らない。


　本当に明が言うように、彼女のせいで美玖が狗牙に致ち命めい傷しようを負おわされたのかどうか。


　その場にいなかった駿には判らない。


　しかし、明の言動からは、彼女が大おお怪け我がをした美玖に対する責任感に支配され、罪ざい悪あく感で押し潰つぶされそうになっているのが感じられる。


　駿は美玖を救うことで香月を救おうとしている。
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　明は美玖を救うことで自分を救おうとしているのかもしれない。


　それでかまわないさ。動機なんかなんだっていい。美玖ちゃんを殺させないという目的こそが大事なんだ。そのためにも、今は明という援えん軍ぐんが何より心強いからな。


「まったく。これではわたしが。わたしだけが悪わる者ものではないか」


　吐はき捨すてるように香月はそう言った。


「わたしがどれだけの覚悟で美玖を斬ろうとしているのか判っているのか!?　君といい駿といい、正義の味方にでもなったつもりか!?　わたしを悪者にして、さぞかしいい気分なのだろうな？　もしもこの先、狗く牙がに変わった美玖が人を殺したら、君たちはどうやって責任を取るつもりだ!?」


「あたしは……」


　明は、ごくりと唾つばを呑のみ込んだ。


「もしも美玖が狗牙になったら、刺し違ちがえてでも止める。それが狗牙絶だち衆としてのあたしの覚悟だから」


　今は明のほうが強いのだとしても、美玖が狗牙になってしまえば、ふたりの戦闘力は逆転するだろう。


　そうなれば明には美玖を止められない。


　だからこそ彼女は「刺し違えてでも」と言った。


　どこまでも真剣な明の表か情おは、彼女の本気度を示している。


　駿は、明に比くらべれば落ち着いた表ひよう情じようと口調で応こたえた。


「俺が正義の味方なんかであるものか。俺はね香月、ただ単に美玖ちゃんが殺されるところを見たくないだけなんだ。香月が人を殺すところを見たくないだけなんだ。それだけさ。先のことなんか知らない。狗牙が人を襲おそうのを防ぐのは狗牙絶ち衆の仕事だ。俺の知ったことじゃない」


「駿、君は……」


　抑おさえた口調だったが、香月は駿の言葉に気け圧おされたように、ほんの少しだけ頭を引いた。


「それに俺は」


　駿は香月から視線を外し、美玖を見た。


　悲痛な瞳ひとみで。


　悲ひ愴そうな表か情おで。


「奇き跡せきを信じてる。俺みたいなどうでもいい奴やつにだって奇跡が起きたんだ。美玖ちゃんのようないい娘こに」


　香月に向き直った駿は最後の一言を叫さけんだ。


　絶ぜつ叫きようした。


「起きないわけがないじゃないかっ」


　誰かの啜すすり泣く声が聞こえる。


　誰の声だ。


　それは。


　美玖だ。


　美玖が泣いているのだ。


　苦しそうな表か情おで。


　哀かなしそうな表情で。


　美玖はこみ上げてくる何かを堪こらえるように泣いている。


　彼女の涙なみだには、どんな思いが籠こもっているのだろうか。


　それは死を諦てい観かんした涙か。


　人と決別することへの涙か。


　あるいは生への未み練れんの涙か。


　それとも人への執しゆう着ちやくの涙か。


　狗牙になることへの恐きよう怖ふの涙か。


「ありがとう……ございます……ありが……明さん、駿様……ありがとうござい……ます。嬉うれしいです。凄すごく嬉しいです。でも……もういいです。あたしのせいで……姉あね様さまと駿様や明さんが啀いがみ合うの……見たくない……」


　美玖は涙に濡ぬれた顔を上げた。


「……甘あまえてしまうから……優やさしい言葉をかけられると……自分が人のままでいられる気がしてしまうから……でも、わたしはもう狗牙に感う染つってるです……」


　彼女は覚かく悟ごを決めたのだ。


　死ぬことを。


　人のまま死ぬことを。


　決して狗牙には変わらないことを。


　最後の瞬しゆん間かんまで人でいようと。


　覚悟を決めたのだ。


　だったら、駿の口出しは……彼女にとって、ありがた迷めい惑わくではないのか!?


　いいさ、それでも。


　駿は決めたのだ。


　駿も、決めたのだ。


　美玖を救うと。


　人である美玖を救うと。


　美玖を救うことで、香月が人殺しになることを止めるのだと。


　たとえ美玖ちゃんに余よ計けいなことをするなって怒おこられても、俺はするよ。余計なことを。美玖ちゃんと香月を救うために。怒られたって殴なぐられたって、俺は俺の心が命ずるままに動くことにするよ。


　泣きながら、美玖は自分の体を見み下おろした。


　血ち塗まみれの自分の体を。


　大きな穴が開いた腹を。


　開いた穴からはみ出した臓ぞう物もつを。


「こんな……こんな怪け我がをして生きている人にん間げんは……いないです」


　確かに、そんな人間はいない。


　たとえまだ生きていたとしても、虫の息だろう。


　人ひ間とであるならば。


「覚悟は……決めたですから。狗牙にはなりたくない……ですから。心まで狗牙になってしまってから……姉様やお師し様さまに斬きられるのは嫌いやで……すから。姉様、早くわたしを……斬ってください。狗牙になる前に、わたしを……殺し……」


　美玖の弱々しい言葉を、駿は大声で遮さえぎった。


「諦あきらめるな、美玖ちゃん！」


　びくり、と美玖が肩かたを震ふるわせる。


「君はまだ人間だ、美玖ちゃん。人間として生きている。だったら。しがみついてでも這はいずってでも、最後の最後まで足あ搔がいて踠もがいて生きてみろ。俺は神様なんて信じちゃいないけど、こういう言葉だってあるだろ。『神は自みずから助くる者を助く』。だから、諦めるな。逃にげだすな。放ほうりだすな。そうすれば何かが起きることだってあるんだ」


「駿……様」


　美玖の頰ほおを伝う涙の量が一気に増えた。


　それは悲ひ嘆たんの涙でもなく。


　絶望の涙でもなく。


　怨えん嗟さの涙でもなく。


　きっと嬉うれし涙。


　自分を思ってくれる駿に対する感謝の涙。


「うぅがぁぁぁ～～～～っっ」


　唐とう突とつに香月が叫び声を上げた。


　なんだか未知の獣けものが吼ほえるような奇き妙みようで迫はく力りよくのある雄お叫たけびだった。


　びくぅっ、と明と駿が上体を引く。


　その場で九十度体を回した香月は、滑すべるように壁かべの前に移動した。


「か……香月？」


　訝いぶかしげな表か情おで見み守まもる駿と明の目の前で。


　香月は大きく腰こしを反そらせて反動をつけると、いきなり自分の頭を壁に叩たたきつけた。


　がつん。


　低くて鈍にぶい音が響ひびく。


　がつん、がつん、がつん。


　続けて、二度、三度と。


　ええぇぇえっっっ!?


　目を皿さらのように見開いて固まっている駿と明を見み向むきもせずに、香月はひたすら己おのれの頭を壁にぶつけている。


「なんでっ、なんでっ、なんでっ、君たちはっ、みんなしてっ、そういうっ、ことをっ、なんでっっっ」


　がつん、がつん、がつん、がつんっ。


　香月の頭が壁に激げき突とつする不ふ吉きつな音が、何度も何度も何度も廊下に響く。


　響き渡わたる。


「あの……香月サン？」


　駿が呼よびかけると、ぴたりと香月が動きを止めた。


　壁に正対していた香月がゆっくりと体を回して駿や明に向き直り、そして。


　爽さわやかな笑え顔がおで訊きいてきた。


「何かな、駿？」


　壁に激しく打ちつけた額ひたいは見み事ごとに割れていて。


　割れた額からは一筋すじ、二筋と鮮せん血けつが滴したたり落ちていて。


　にも拘かかわらず、極ごく上じようの笑顔を向ける香月。


　こ、恐こわいぃぃぃ。


　駿と明が震ふるえあがった。


　笑顔を消した香月は何い時つもの真ま面じ目めな表か情おに戻もどって言った。


「約束しろ、明」


「え？　なな、何を？」


「君が先ほど言ったことを。君はこう言った。『美玖が狗牙に変わったら刺し違えてでも止める』と。もう一度此こ処こで誓ちかえ。君の狗牙絶ちの劔つるぎに懸かけて誓え」


「うん、いいよ」


　明が一歩、進みでた。


　進みでて、手にした彼女の狗牙絶ちの劔、槍やりを掲かかげた。


「もしも美玖が狗牙に変わったら、あたしは命に代かえて美玖を阻そ止しする。この槍に誓って阻止する。たとえ美玖と刺し違えてでも」


　明の背はい後ごで美玖の微かすかな呟つぶやきが聞こえた。


「明さん……ありがとうございます、明さん」


　香月が大きく首肯うなずいた。


　明が元の位置に戻ると、香月は次に駿に顔を向けた。


「駿は何を約束してくれるんだ？」


　駿は戸と惑まどった表か情おで自分を指さした。


「俺？　えっと俺は……じゃあ、俺も命に代えて美玖ちゃんを阻止するよ」


　香月は両肩をすくめ、はんっと鼻で笑った。


「君が命を懸けたところで、美玖は小指一本で君を殺せるだろうな」


　駿は大きく仰のけ反ぞった。


「酷ひどっっっ」


「それが現実だ」


「相変わらず厳きびしいな、香月。もっとも香月がそうだからこそ、俺は香月のことが好きなんだけど」


「…………は？」


「うわっ？　なんかどさくさに紛まぎれて、いま告こくったぞ、この人っっ」


　明が驚おどろき呆あきれた表か情おで隣となりの駿を見上げた。


「あ？　ああ!?」


　駿は、明と香月の顔を交こう互ごに見ながら、激しく右の掌てのひらを振った。


「いや、そうじゃなくて。そういう意味じゃなくて。つまりこれはあれだ、香月のことを人として尊そん敬けいしていると、そういう意味であって……」


「そ、そうか。駿がそう評価してくれることは嬉うれしく思うが……」


　と応こたえる香月は、顔を赤らめ目を逸そらし気味だ。


　明がちらっと背後を見やると、美玖と目が合った。


　先ほどまで美玖は苦しそうな表か情おで泣いていた。


　今も泣いている。


　苦しそうな表か情おで泣いている。


　でも、笑ってもいた。


　泣きながら嬉しそうに笑っていた。


　明の顔にも、ほんの少しだけ笑顔が戻もどった。
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　香月が、はぁ、とため息を吐つく。


「もう……いいよ。駿は何も約束しなくてもいい。君たちにそうまで言われてしまえば、わたしが引きさがるしかないだろう。ああ、そうだとも。わたしが折れるよ。というか、わたしの心が折れたよ。信念が砕くだけたよ」


「香月……」


「わたしだって好きで美玖を斬きろうと言っているのではない。なのに君たちは……わたしだって、これ以上、悪者になりたくはないからな」


「いや、べつに香月が悪いとかって言ってるわけじゃないよ」


「駿、君は直すぐそうやって調子のいいことを言うが……」


「だからさ、これはどちらがよくてどちらが悪いって話じゃないと思うんだ、香月」


「…………」


「たぶん、これは」


　言葉を探さがすように駿はしばし宙を見上げたが、やがて顔を戻し、小さく笑って言った。


「価か値ち観かんの違い、あるいは優先順位プライオリテイの違い、かな」


「意味が……よく判らないな」


「うん、だから。香月の立場では美玖ちゃんを斬ろうと言うのは判るんだ。でも、それを俺が見み逃のがせないってことも判って欲ほしい。俺にとっては、狗く牙がになりそうな美玖ちゃんを香月が殺すことよりも、まだ人間である美玖ちゃんを香月が殺さないことのほうがずっと大事だから」


「わたしには……よく判らない。わたしにとって狗牙を狩かることがすべてだから。それがわたしが生きている意味だから」


　という香月の言葉は、駿の心に重く響ひびいた。


　彼女の言葉は、たまに駿が感じる疑問──香月の過去に何があったのか、どうして香月は遊あそ眞まさんの弟で子しとなって一いつ緒しよに暮くらすようになったのか──と直結しているのかもしれない。であれば、今その意味を問うことは無意味だろう。彼女が話す気になったときに聞けばいい。


「だけど」


　と香月は言葉を継ついだ。


「わたしの価値観がすべてではないこと。何い時つもわたしが正しいのではないこと。それは承しよう知ちしている。駿、君に出で会あったから。わたしの勝手な思い込みで、危あやうく君を殺しかけてしまったのだから」


　ふたりの過去の事情を知らない明が、不思議そうな表か情おで駿と香月を見み比くらべている。


「だからかな、折れる気になったのは」


　ふふ、と香月は小さく笑った。


「以前のわたしなら、問答無用で駿も明も斬っていたかもしれない」


「うん、俺もそう思うな」


「マジ？」


　びくっと明が首をすくめた。


「まぁ今回の判断をお師し様さまに報告したときに殴なぐり殺されるかもだが、それは甘あまんじて受け容いれるよ」


「いや、大だい丈じよう夫ぶ」


「何が？」


「遊眞さんが香月を殴り殺そうとしても、俺が香月を護まもるから。命いのち懸がけで護るから」


「駿が命を懸けても、そうだな、三秒、いや二秒と保もたないだろう」


「うわぁぁ、なんだか凄すごくリアリティ溢あふれる嫌いや～～な数字！」


　がっくりと肩を落とした駿は、力ない笑えみを浮うかべた。


「まぁでも、美玖ちゃんを助けるって言いだしたのは俺なんだし、香月を護れないのなら、せめて一緒に殴り殺されることにするよ」


「駿の申し出はありがたいが、それはお師様が来てからの話だな。今はそれより」


　香月が、駿と明の背はい後ごにへたり込んでいる美玖に声をかける。


「聞いていたな、美玖？」


「……はい……姉様」


「というわけだから、おまえを此こ処こで斬ることはしない」


「でも……でも……それでいい……のですか、姉様？」


「今さらいいも悪いもないな。このふたりがわたしの邪じや魔まをするんだから。わたしは仕方なく諦あきらめただけだ。かといって、わたしはおまえが狗牙に変わらないという希望的観かん測そくは、これっぽっちも持っていないからな。狗牙に変われば即そく座ざに斬る」


「はい姉様、お願い……します。わたしが狗牙になったら決して……逃にがさないで……」


「と、当然だ」


　ツンだな。香月さんはツンだ。正しよう真しん正しよう銘めいのツンだ。


　それでこそ修しゆう学がく院いん香月だよ。


　いつかデレるのかな。


　俺としては期待したいんだけど。


　見てみたいな、香月さんのデレ。駿さん、頑がん張ばりなよ。


　え？　いや、俺が頑張るとか頑張らないとか、そういう問題じゃ……。


　などと明と駿は、こっそりと囁ささやき合った。


「それより！」


　香月に睨にらまれ、ふたりは慌あわててそっぽを向く。


「どうだ、美玖、苦しいか？」


　ふたりの背後にへたり込んでいる美玖を香月が覗のぞき込む。


　美玖は恥はずかしそうに顔を伏ふせると、はみ出したままになっている臓ぞう物もつを自分の手で腹に押し込んだ。


「……苦しいのと……痛いのと。でも、さっきよりは少し……楽になってきたです」


「楽になってきた、か。出血も治おさまってきているようだし、少なくとも容よう態だいが悪化しているわけではないのだな」


　それは、やはり人間の為なせる業わざではないと、そう思う香月だが、しかし、今の美玖には狗牙に変わりそうな兆ちよう候こうも見られない。


　今まで、人が狗牙に変わった瞬間を見たという実例を香月は聞いたことがない。


　だが、狗牙が人を襲おそった場面に出くわした狗牙絶だち衆の過去の報告に依よるのなら、人が狗牙に変わるのに、それほど長い時間はかからないはずだった。


　今回の美玖の場合、そこが不思議というか、不お可か解しいというか、よく判らないところなんだが……。


「いずれにせよ、何い時つまでもこんな場所にいても仕方ない。美玖を何ど処こかの部屋のベッドに運ぼう。そうして美玖を見み張はりながら、お師様の来るのを待つしかない。缶かん詰づめやインスタント食品があるから、料理をしなくても食事はなんとかなるだろう。とはいえ、担たん架かもストレッチャーもないから、人じん力りきで美玖を運ぶしかないんだが」


「あ、俺がなんとかするよ」


「あたしも手て伝つだう。駿さんとふたりで抱だきかかえていけばなんとかなるんじゃないかな」


「いや、駿が抱きかかえるのは駄だ目めだな。わたしがやろう」


　と香月が応こたえると。


「そっちのほうが駄目だってば、香月さん」


「ん？」


「香月さんは、いざってときに備そなえて身軽でいてくれないと」


「あ……」


「美玖が狗牙に変わらないかを見張っているのと、変わったらその場で斬きるのと。それは香月さんにしかできない仕事だよ？」


「それは……しかし」


　明の表ひよう情じようにだいぶ生気が戻もどってきた。


　香月が美玖をこの場では斬らないと言ったことで、とりあえずは彼女の背せ負おった重おも荷にが緩かん和わされたということなのだろうか。


「あれれ？　ひょっとして香月さん、駿さんと美玖がくっついちゃったり、ぴったり寄り添そっちゃったりするのが嫌いやなの？」


　などと香月に対する反撃に出る。


「そっ、そんなことはない。わたしは駿が美玖にいやらしいことをしないか、純じゆん粋すいに心配しているだけだ」
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　すかさず駿が突つっ込んだ。


「純粋な心配じゃないだろ、それは！　邪じや推すいだよ、邪推！」


「いやいや、まぁまぁ、駿さん」


　と明が駿を宥なだめる。


「いくら駿さんでも、こんなときに美玖にスケベなことはしないだろ？」


「当たり前だっ。っていうか、こんなときでなくてもしないわっ」


「だったら、いいよね、香月さん？」


「ああ、まぁ、そうだな」


　香月が不ふ承しよう不ぶ承しようといった体ていで首肯うなずいたので、明は腰こしを曲げて美玖の顔を覗のぞき込む。


「なぁ美玖、平気か？」


「はい……大だい丈じよう夫ぶです」


「あんまり大丈夫って感じでもないけど。ほら、手ぇ貸かすから。立てるか」


　明が手を差しだした。


　その手を握にぎる前に、美玖はのろのろと手を動かし、はだけた道どう着ぎをかき合わせた。


「あ、ちょっと待って、美玖ちゃん」


　駿は身に着けていたジャケットを脱ぬいで美玖の肩かたにかけてやる。


「道着、あっちこっち破やぶけちゃってるもんな」


「あ……ありがとう……ございます、駿様」


「おお？　駿さん、意外と紳しん士し!?」


「意外とって言うな、意外とって！」


　駿が明を睨にらみつけると、彼女は微び妙みように視線を逸そらせながら、改あらためて美玖に向かって手を伸のばした。


　美玖はその手を握ったが。


「ちょっと……上う手まく体に力が入らない……です」


「じゃあ、無理やり起こすしか。駿さん、手伝って」


「ああ」


　その場に跪ひざまずいた駿と明が、美玖の両りよう脇わきからそれぞれ肩を入れて美玖の体を支ささえ、そのまま立ちあがろうとする。


　明は立ちあがる直前に、床ゆかに置いてあった自分の武器、繫つなげて一本にしてある槍やりを左手で拾ひろいあげた。


　ふたりに支えられた美玖は、なんとか体を起こすことができた。


　その様子を香月がどことなく不ふ機き嫌げんそうに見ている。


「香月さん、美玖と駿さんがひっついているから、ヤキモチ焼いてるんじゃない？」


　と明が囁ささやくと。


「わたしも……そう思う……です」


　と美玖も囁き。


　負けずに駿も聞こえるか聞こえないかの小さな声で応こたえた。


「え？　いや、それはないだろ？」


「ないかなぁ」


　それにしても。改めて近くで見ると、美玖ちゃんの怪け我が、凄すごいな。


　美玖の体を左肩で支えながら、駿は彼女の腹部に目をやった。


　彼が与あたえたジャケットは羽は織おっているだけだから、腹部の怪我が覗のぞけてしまう。


　道着も袴はかまも血ち塗まみれで、出血の激しさを物語っている。


　こんな大怪我をしてるのに、意識があって、しかも他人と話せるなんてな。あり得ないと言われれば、まぁ言い返せないな。


　やはりこれは人の限界を超こえているのは確実で。


　つまり美玖が人ではなくなったことの裏返しで。


　でも、まだ違う。まだ美玖ちゃんは人間だ。絶対に人間だ。


　自分にそう言い聞かせながら、駿はゆっくりと歩を進める。


　なるべく美玖の体を揺ゆらさないようにと気をつけながら。


　ふたりに体を支えられ、美玖はなんとか足を前後に動かしているが、それはただ動かしているだけで、自分の体重を支えていないのは明白だ。


　美玖の狗く牙が絶だちの劔つるぎ──無む明みよう刀とうの四番、常とこ闇やみを拾った香月が、三人の直すぐ後からついてくる。


「二階まで連れていくのは厳きびしそうだから、一階の部屋の何ど処こかでいいよね、香月さん」


　のろのろと歩く三人を見守りながら、香月が応えた。


「そうだな。此方こちら側の部屋は使われていないから、玄げん関かんホールの向こう側の部屋だな」


「……あのさ、香月さん」


「なんだ、明？」


「いま美玖が狗牙になったら……だけどさ」


「…………」


「あたしは、このまま美玖に抱だきつくから。抱きついてしがみついて、美玖の動きを邪じや魔まするから、あたしと美玖を一いつ緒しよに刺さし貫つらぬいていいからね」


「判っているよ、明」


　うわ、香月、あっさりと言うなぁ。まぁ、何い時つもの香月ならそうなんだろうけど。でも、こんなときは、もう少し違う言い方があるだろうに。


　香月の応え方に少しだけむっとした駿だが。


「けれど、そんなことにならないよう祈いのっている」


　と香月がつけ足たしてくれたので駿は嬉うれしくなった。


　嬉しくなって、ちょっと調子に乗ってしまった。


「じゃあさ、俺も美玖ちゃんに抱きつくから。思い切り抱きついてしがみつくから、美玖ちゃんと一緒に俺を刺しても……」


　駿にみなまで言わせず、強い調子で香月が遮さえぎった。


「いや、駿は駄だ目めだ」


　なんですとっっ!?


「駿が抱きつく前に、駿だけを斬る」


「なんだよ、それはっ!?　どうして俺にだけ厳しいんだ、香月はっっ!?」


「だから、嫉しつ妬と、嫉妬」


　と明が囁ささやき。


　美玖がくすっと笑って。


　しかしそれが腹の傷に響ひびいたのか、美玖は顔を歪ゆがめ、小さく呻うめいて腹部を手で押さえた。


　すでに出血は止まりつつあった。


　体中の血をほとんど失うしなってしまい、流れでる血がなくなっただけかもしれないが。


　美玖が痛そうにしたので、駿と明は思わず足を止める。


「大だい丈じよう夫ぶか、美玖？」


「はい大丈夫……です、明さん」


「じゃあ、行こ……」


　顔を上げた明が、ぎくりと固まる。


　廊ろう下かの先に誰だれかがいた。
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「……なぁんだ、一いち乗じよう寺じさんか」


　四人の行く手を塞ふさぐように廊下の真ん中に立ちはだかっていたのは一乗寺善よし樹きだった。


　彼の後ろには棚たな倉くら兄妹きようだいもいる。


　一乗寺は例によって上下とも白い学生服で、兄妹も見み慣なれた制服姿すがただ。


　相手を確認して、明が小さく安あん堵どの息を吐はいた。


　だが。


「其奴そいつを連れて何ど処こへ行く気だ!?」


　と問う一乗寺の声は、思いの外ほか冷たく厳きびしかった。


　香月が三人を追い越こして前に出る。


「其奴とは？　一乗寺さん」


「其奴だ、修学院」


　一乗寺は、両脇わきから駿と明に支えられている美玖に険けわしい視線を向けた。


「死んでもおかしくないほどの怪け我がをしているのに、死ぬどころか気を失うことさえない、其奴だよ」


「立ち聞きしていたのか、一乗寺さん。あまりいい趣しゆ味みではないな。それに其奴ではない。彼女の名は桃もも山やま美玖だ。ちゃんと名前を呼よんでくれないと話が通り難にくい」


「あれだけ大きな声を出せば嫌いやでも聞こえるぞ。だから様子を見に来たのだ。そうしたらおまえたちの話が聞こえた。それだけだ」


「聞こえたからといって、黙だまって聞いているのは、やはり盗ぬすみ聞きという」


「黙だまれ、修学院。そんなことはどうでもいい。それより、其奴、桃山は、狗く牙がが感う染つったんだな？　そうなんだな!?」


「……のようだな。それが？」


「それがだと!?　貴き様さま、自分が何を言ってるか判っているのか!?　自分が何をしているか判っているのか!?」


「室内であまり大きな声を出すものではない、一乗寺さん」


　先ほど絶ぜつ叫きようしながら自分の頭を壁かべに打ちつけていた者の言葉としてはどうだろうと思わないでもない駿であるが、しかし、香月が一乗寺の追つい及きゆうから積極的に美玖を庇かばってくれるとは少し意外だった。


　美玖ちゃんを助けようという俺たちの選せん択たく肢しを一乗寺さんが非難するなら、香月はその意見に与くみするかも、なんて思ったんだけどな。


　一度決めたらそれを押し通すという香月の強い意志の表あらわれと見ていいのだろうか。


　だとすると、心強いんだけど。


「先ほど聞こえたいちばん大きな声は、修学院、おまえのだったようだが」


　という一乗寺の反撃にも臆おくすることなく、香月は開き直った。


「さっきはさっき、今は今だ」


　一乗寺は、ふふん、とひとつ鼻を鳴らした。


「まぁ、それはどうでもいい。今の問題は」


　一乗寺は左手に提さげた刀の鞘さや尻じりを持ちあげて美玖を指さす。


「其奴だ。其奴をどうする気かと訊きいている、修学院」


「怪け我が人にんは助けるものだよ、一乗寺さん。さっき、そう決めた」


「そいつは、怪け我が・人にん、ではない。そうだな、修学院!?」


「美玖はまだ怪け我が・人にんだよ」


「そんな詭き弁べんが許されると思っているのか、修学院！」


「詭弁ではない。あるがままを言っているだけだ」


「それが詭弁だと言っているんだ！　其奴が狗牙となって人を襲おそったら、貴様、どうするつもりだ!?」


　香月が一乗寺から視線を外はずして床ゆかに目を落とし、右手を持ちあげて頭を搔かくような恰かつ好こうをする。


「さっきは、わたしもそう主張したんだが」


　香月は右手を下ろし、再ふたたび顔を上げ、一乗寺を見み据すえた。


「あのふたり、駿と明に言い負かされてしまったのでね。今のわたしは、美玖がまだ人間だという前提で行動する。そして、人を斬きることは許されない」


「香月さん……」


　明が目を潤うるませて呟つぶやいた。


「いいなぁ、ツン香月さん、凄すごくいいよなぁ」


　なんだか明は恋こいする乙女おとめのような目つきで、駿としては苦笑するしかない。


　だが、冷ひえ冷びえとした一乗寺の声が駿の笑えみを凍こおらせる。


「そんな戯たわ言ごとが通用すると思うのか、修学院!?」


「いや、思わないな」


「そうか。ならば話が早い」


　一乗寺が刀の柄つかを右手で握にぎった。


「其奴を置いて行け、修学院」


「美玖をどうするつもりだ、一乗寺さん？」


「狗牙は斬る」


「美玖は人だ。まだ人間だ。わたしたちはそう認めた」


　一乗寺と香月の視線が激しく空中で絡からまり火花が散った。


　駿にはそう思えた。


「狗牙を庇かばうような奴やつは、たとえおまえでも許さんぞ、修学院」


「人を斬るような行こう為いは断だん固こ阻そ止しする。その相手が貴男あなたでもだ、一乗寺さん」


　飛びちった火花が建物に引いん火かするのではないか。


　思わず駿がそう恐おそれたほど、ふたりの睨にらみ合いは迫はく力りよく満点だった。


「其処を退どけ、修学院」


「貴男こそ道を空あけろ、一乗寺さん」


「俺は俺の信念に懸かけて狗牙を斬る。邪じや魔まをする奴は許さん」


「わたしはわたしの信念に懸けて人を救う。邪魔する者は全力で排はい除じよする」


「交こう渉しよう決けつ裂れつだな」


「そのようだ」


「ならば、この後は狗牙絶だちの劔つるぎに懸けるしかあるまい。互たがいの信念を貫つらぬくために」


「致いたし方ない」


　ふたりの体から闘とう氣きが噴ふきだした。


　一乗寺が鯉こい口ぐちを切り。


　香月が右手を柄に乗せ。


　じりっ、と一乗寺が前に出た。
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「構かまえろ、棚倉」


「ああ、うん、え～と」


　顔を見み合あわせていた棚倉兄妹だが、やがて自分たちの刀に手をかけた。


「駿さん、美玖を頼たのんだ」


「ああ」


　ひとりで美玖を支ささえるのは厳きびしいので、駿はゆっくり慎しん重ちように美玖をその場に座すわらせた。


　座らせてから彼女の肩かたを支えてやると、美玖は力なく駿に体を預あずけてきた。


　駿は羽は織おらせたジャケットの前を合わせてやる。


　美玖が微かすかに唇くちびるを動かした。


「駿様は……優やさしいです……」


「え？　そ、そう、かな？」


「はいです。姉あね様さまが………………」


　美玖の言葉の後半部はよく聞こえなかった。


　彼女が何を言ったのか気になった駿だが、目の前の睨にらみ合いのほうがもっと気になる。


　香月と一乗寺の、殺気の籠こもった睨み合い。


　駿は美玖から視線を外はずして顔を上げた。


　槍やりを手にした明が、確かな足取りで香月の横まで進みでた。


「手伝うよ、香月さん」


「うむ」


　と応こたえた香月だが。


　さすがに拙まずいなと思わざるを得ない。


　香月はどうするべきかを考える。


　邪じや魔まする者は全力で排はい除じよするなどと言ってはみたものの、立場的に一乗寺を斬るわけにはいかない。


　しかし、彼のほうは本気で香月を斬ろうとするだろう。


　一乗寺と香月の戦せん闘とう力は拮きつ抗こうしている。


　いや、天てん心しん無む明みよう流りゆう免めん許きよ皆かい伝でんである香月が、やや上か。


　であれば、一乗寺が美玖を斬ることを阻そ止しするだけなら可能だ。


　しかし、それでは美玖をベッドのある部屋まで運べない。


　人間離ばなれした耐たい久きゆう力りよくを見せている美玖だが、彼女の辛つらそうな表か情おは見ている香月のほうが切せつなくなるほどだ。


　早くベッドに寝ねかせてやりたいと思う。


　それに、棚倉兄妹の存在がある。


　あのふたりが一乗寺に加勢すれば、香月ひとりでは対応し切れなくなる。


　現状、此方こちらは明に期待するしかないのだが……明ひとりで棚倉兄妹を抑おさえられるのか。


　兄妹の腕うでも明の腕も把は握あくしていない香月としては、なんともいえない部分だった。


　もしも明がふたりによって退しりぞけられたり、あるいは最悪、怪け我がをしたりすれば、香月も一乗寺だけにかまってはいられなくなる。


　どうするかな。


　油断なく身構えたまま、香月はいろいろと思案を巡めぐらせる。


　だが、いい解決法は浮うかばなかった。


　とそのとき。


　棚倉兄妹が動いた。


　その動きに反はん応のうして明も動く。


　明は立てていた槍やりを両手で持ちあげ、水平に構えて臨りん戦せん態勢に移行し……ようとしたのだが。


　次の瞬間。


　棚倉兄妹のどことなく緊きん張ちよう感に欠かけた声が辺あたりに響ひびいた。


「ごめんね、一乗寺さん～～」


「わたしたち、あっちがいい～～」


「……は？」


　呆あつ気けに取られている一乗寺を後しり目めに、兄妹はすたすたと歩み寄ってきた。


　もちろん、右手は刀の柄つかから離している。


「ぼくたち、こっちに来てもいい？」


「ああ……いや……」


　思わぬ展開に香月が戸と惑まどっていると。


「あ、信用できないかな？　だったら、雅まさ美みを人ひと質じちに差しだすから。わたしが裏切ったら雅美を斬り殺していいわよ。それはもう、思い切り残ざん酷こくで残ざん虐ぎやくな方法で」


　と妹──暁あき壬みが言った。


「え～～？」


　雅美が不満そうに頰ほおを膨ふくらませた。


「なんで僕ぼくだけ～～？」


　まぁ、人質を取るなんてことをしなくても、このふたりなら、こちらを油断させてその隙すきに……などという陰いん険けんな手段は採とらないだろうが。


　香月が首肯うなずくと、槍の穂ほ先さきを下ろした明が左手を槍から離し、兄妹に向けて挙あげた。


「ようこそ、我わが軍へ」


　うふ、とほくそ笑えむように笑った暁壬が、


「これで曹そう操そう軍は、大たい将しようの曹操ひとりだけになったわね」


　と言った。


「あっちは曹操軍なのか。じゃあ、こっちは何だろ？」


　そう明が問うと。


「こっちは劉りゆう備び軍ね」


　と暁壬が答える。


「なるほど～～。じゃあ、香月さんは誰だれ？」


「関かん羽うじゃないかしら」


「そんなわけ、あるかっっ」


　と香月が怒ど鳴なっても、暁壬はまったく悪わる怯びれる様子がない。


「うぅん、髭ひげ面づら武ぶ将しようのほうじゃなくて、ほら、『一いつ騎き当とう千せん』のほうの」


「ああ、あるある」


　明は納なつ得とく顔で首肯うなずいた。


　その場を支配していた緊張感や悲ひ壮そう感やシリアスな雰ふん囲い気きが、いつの間まにか霧む散さんして、影も形もなくなっていた。


　こ、これがこのふたりの能力なのか。


　呆あきれるやら感心するやらの香月である。


　一乗寺までもが毒どつ気けを抜かれたように茫ぼう然ぜん自じ失しつの体ていで香月や棚倉兄妹を見ている。


　そんな一乗寺に兄妹が向き直り、そして頭を下げた。


「ごめんね～～、一乗寺さん」


「実際のところはよく判らないんだけど～～、本当に美玖がまだ人であるのなら、わたしたち彼女を斬りたくはないの」


「まだ人っぽいよね～～？」


　ふたりの言葉で一乗寺が我われに返った。


「貴様ら、そんなことが許されると思っているのか!?」


「ん～～、まぁ怒られたら怒られたときのことだし～～」


「馬ば鹿か共どもがっ」


　と吐はき捨すてると、一乗寺はその場で回れ右をした。


「おまえたちにはつき合ってられん。勝手にするがいい」


「何ど処こへ行くんだ、一乗寺さん!?」


「おまえたちはおまえたちで勝手にすればいいさ。俺は俺で勝手にさせてもらう」


　その場から歩きだした一乗寺の背中へ香月が声をかけた。


「ひとりでは危ないぞ」


「もうこれ以上、狗く牙がの襲しゆう撃げきはないと俺は踏ふんでいる。べつにひとりでも危なくはない」


　確かに彼の言うとおりだと駿も思う。


　狗牙の目的が此こ処こにいる狗牙絶だち衆の殲せん滅めつであるのなら──事実そうだろう──兵力を小分けにして投入するのは愚ぐの骨こつ頂ちようだ。


　一気に全兵力を投入して勝敗を決するのが常道で、そうしない理由は見いだせない。


　此方こちらからの攻こう勢せいが予想されるなら本ほん陣じんに予備兵力を残す意味はあるのだが、此方からは攻勢に出られないのだから。


　だって、敵てきの本陣が何処なのか、俺たちには判らないんだもんな。


　であれば、これ以上の狗牙は此この周辺にいないと考えても間違いではない。


　だから一乗寺の読みは外はずれていない。


　しかし。


　しかし、だ。


　一乗寺の想定外のものがある。


　いや、者がいるというべきか。


　それは。


　だが、今それを一乗寺に告げたところで、彼が素す直なおに言うことを聞くとは思えない。


　どころか、激げき昂こうした彼が、もう一度、香月や駿に突っかかってくる虞おそれだってある。


　そんな事じ態たいだけは避さけなくてはならない。


　ことさら藪やぶを突っついて蛇へびを出す必要はない……か。


　後から振り返れば、このとき、もう少し強く一乗寺に迫せまってもよかったのではないかと思わないでもない。


　だが、後から振り返る場合、それはたいてい結果論でしかないのだ。


　玄関ホールのほうへと去っていく一乗寺を見み送おくっていた駿たちだが、彼の姿が消えると、香月が振り返って皆を見た。


「では、行こうか。早く美玖を寝かせてやりたい」


「そうだな」


　首肯うなずいた駿が、足あし腰こしに力を入れて美玖を支ささえたまま立ちあがろうとすると。


「というわけで、駿は暁壬と交こう代たいだ」


「え？」


「当然だろう？　それとも駿は、どうしても美玖と密着したいと？　そんなに美玖の体にくっついていたいと？」


「いやいや、そんなことは全然言わないけど」


「だったら、交代。ほら、早く」


　渋しぶ々しぶといった表か情おで駿は美玖から離れた。


　すると反対側に体を入れた明がくすっと笑い、駿と交代した暁壬も、うふふと笑った。
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　先頭を雅美が歩き。


　その後を、美玖を支えた明と暁壬が歩き。


　最後に香月と駿が並んで歩いた。


　香月の視線は美玖に注そそがれたままだ。


　ほんの僅わずかな変化も見み逃のがすまいと、鋭するどい視線を美玖から外すことなく歩いていて。


　そうして玄関ホールを通りすぎ、六人は手近の客室に入った。


　その部屋は使える状態になっていたので、ようやく駿たちは、美玖をベッドに横たえることができた。


　これで美玖はしばらく大だい丈じよう夫ぶだろうと思われる。


　根こん本ぽん的な治ち療りようをどうするのかという問題はあるが、これ以上容よう態だいが悪化することはなさそうだ。


　むしろ、少しずつ傷口が塞ふさがっているような気さえする。


　このまま横になって安あん静せいにしていれば、もしかすると傷は治なおってしまうかもしれない。


　それを素直に喜んでいいのかどうか微び妙みようではある。


　そんな治ち癒ゆ力は人間にはないのだから。


　しかし、今は。


　今この場では。


　そのことを悩なやんでいる暇ひまはない。


　駿には他ほかに考えるべきことがあった。


　ベッドに横たわる美玖から視線を外した駿は、無理やり思考を切り替かえる。


　一乗寺が言ったように、もう狗く牙がの襲撃はないと駿も読んでいる。


　でも、それは雑ざ魚こ敵てきの襲撃がないというだけで、此このステージのボスがまだ残っているんだよな。


　いるだろうか。


　いる。


　きっといる。


　ステージクリアのためには、そのボスをなんとかしなくてはならない。


　今のうちに対応策を練ねっておいたほうがいいな。予あらかじめ香月と相談しておくか……。


　駿が考えるステージのボス。


　この後、対決することになるであろう最後の敵。


　それは。
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　駿しゆんや香か月づきは一階の手近の部屋に入って美み玖くをベッドに横たえた。


　ベッドがふたつ置いてある。


　従したがって其そ処こはツインの部屋だが、奥のベッドの向こう側、窓に近い場所に置かれているソファは、ベッドに早はや変がわりするタイプだ。


　客の多い時期には三人部屋になると、そういうことなのだろう。


　ソファの横、窓まど際ぎわには丸テーブルと木製の椅い子すが二脚きやく置いてある。


　ベッドの足あし下もと側の壁かべにライティングデスクとして使えるカウンターが設しつらえてあり、液えき晶しようテレビが載のっていた。


　奥のベッドにぐったりと横たわった美玖の体に、駿は掛かけ布ぶ団とんをかけてやる。


　そんなことをして何かの役に立つのかは判わからないが、血ち塗まみれの彼女の姿すがたを見ているのは辛つらかったのだ。


　美玖は駿に対して微笑ほほえむと、そのまま目を瞑つぶった。


　呼吸はそれほど荒あらくなく、少し前までの苦しそうな様子も薄うすらいでいる。


　駿、香月、明あきら、棚たな倉くら雅まさ美み、暁あき壬み兄妹きようだいの五人は空あいたベッドや椅子を選んで適当に腰こしを下ろした。


　手前のベッドに腰を下ろした駿が心配そうな表か情おで美玖を覗のぞき込んでいる。


　それを見て、香月の心に小さな苛いら立だちが湧わいた。


　そのことに自分でも驚おどろいてしまう。


　先ほど明たちは「嫉しつ妬と」だなどと揶や揄ゆしていたが。


　嫉妬？　わたしが？　美玖に？


　香月は、そっと駿の横顔を窺うかがった。


　自分が殺そうとして、そして殺し損そこねた少年。


　そのせいで彼は日常の生活を捨すて、非日常の危険な世界に足を踏ふみ入れることになってしまった。


　今回の合がつ宿しゆくにしてもそうだ。


　駿が香月の鞘さやかもしれないという可能性があるからこそ、遊あそ眞まは彼を香月に同行させた。


　結果として、駿はこのように危険な目に遭あうことになってしまった。


　だから。


　香月には駿に対する罪ざい悪あく感かんはある。


　彼を護まもらなくてはならないという使命感もある。


　だが、さて、どうだろう。


　わたしは駿のことを男として意識しているのだろうか。


　見た感じ、適当でいい加か減げんで、その実、適当でいい加減な男、葛かつら城ぎ駿は、意外に決断力に富とんでいて人を思い遣やる優やさしさがあって、基本的に善いい奴やつだった。


　そして時々、吃驚びつくりするような鋭するどさをみせる。


　すけべぇだけど。


　だが「男子高校生などという生き物は基本的にすけべぇで本質的にすけべぇで根本的にすけべぇ」（舘かん山ざん寺じ遊眞談）なのだから、それはしようがないと思う。


　意識しているのかもしれない。


　意識しているような気がするだけかもしれない。


　正しよう直じきなところ、香月には自分の気持ちがよく判らなかった。


　だが、少なくとも過去にこれほど男子を近づけたことはないし、彼が自分を見る視線にも不快感はなかった。


　これだけ近くに男子がいて、その存在に身み構がまえることがないというのは、香月自身にも意外なことだった。


　いや、今はそんなことを考えている場合ではないな。


　小さく頭かぶりを振ふった香月は無理やり思考を切り替かえ、密ひそかに駿に向けていた視線をそっと移動させる。


　視線の先には美玖が横たわっていた。


　可愛かわいい妹いもうと弟で子しの桃もも山やま美玖が。


　美玖はいい娘こだ。わたしのように屈くつ折せつしていなくて、明るく朗ほがらかで素す直なおないい娘だ。


　孤こ児じである香月にとって、やはり孤児である美玖は本当の妹のような存在だった。


　ここで美玖を喪うしなうようなことがあったら、どれほど後こう悔かいしてもしきれない。


　美玖を殺した自分を恨うらみ。


　美玖が狗く牙がとなる場面に立ち会ってしまった運命を呪のろい。


　狗牙となった者は親兄弟でさえ殺せと教え込んだ師し匠しようの遊眞を憎にくんだかもしれない。


　だからこそ、いま香月は駿の決断に感かん謝しやしたいと、素直にそう思った。


　必死の形ぎよう相そうで自分の前に立ち塞ふさがった駿を思いだして、香月は微笑ほほえましい気分になる。


　同時に、どうしてあんな無茶なことができるのか、不思議な気分にもなる。


　以前の自分なら、たぶん駿を斬きっていただろう。もし斬らなかったとしても、殴なぐりつけていたのは確実だな。そして……きっと美玖も斬っていた。


　香月が彼処あそこで踏ふみ留とどまったというのは。


　踏み留まれたというのは。


　駿のおかげなのかもしれない。


　駿を殺し損そこねたという経験と、殺してしまいそうになったことへの悔かい恨こん。


　その後、共に過ごす時間が増ふえた駿から受けた影えい響きよう。


　それらが複雑に絡からみ合って、あの場で作用していたのは確実だ。


　わたしが殺そうとした駿が美玖を救って、その結果、わたしも駿に救われた……のかもしれないな。


　香月は小さなため息を吐ついて、もう一度、美玖に視線を向けた。


　蒼そう白はくな顔で横たわっている彼女の容よう態だいは、あまり変化がないように見み受うけられた。


　よくなるわけでもなく、かといって悪化するでもなく。


　これほどの大おお怪け我がを負おって悪化しないというだけで、それはもう人間離れしているわけだが、しかし狗牙であるならとうに治なおっているはずで、そこが香月には不思議であり不ふ審しんでもあった。


　不思議であり不審であるといえば、襲おそってきた狗牙が狗牙独特の気け配はいを放はなっていなかったことも同様だ。


　どういうことだろう。どうも今までとは違ちがうものを感じるのだが……。


　しばし考え込んだ香月は、何かが鳴る音で我われに返った。


「ん……？」


　香月が顔を上げると。


　全員がこちらを見ていた。


　それほど大きな音ではなかったと思うのだが、静まり返った部屋では予想外に響ひびいたらしい。


　なんの音だったんだろう？


　と香月が内心で首を傾かしげると。


　もう一度、その音が鳴った。


　ぐるるきゅぅぅぅ。


　香月のお腹なかが鳴る音だった。


「あ……」


「香月、お腹減へってるの？」


「だから！」


　香月が、びしぃっと駿を指さした。


「無神経だな、駿。そういうときはスルーするのが女子に対するエチケットだよ。聞こえていても聞こえない振ふりをするものだ」


「あ、そっか。そうだね。ごめんよ、香月」


「いや……そう正面切って謝しや罪ざいされても困こまるんだが」


「これからは香月がお腹の虫を鳴かせても気づかない振りをするから」


「駄だ目め押ししているよ！」


　明や棚倉兄妹が、くすくすと笑っている。


　香月はひとつ咳せき払ばらいをしてから、ゆっくりと立ちあがった。


「言われてみれば、確かにお腹は減っている。みんなはどうなのだ？」


「あ～～、あたしもあたしも」


　と明が手を挙あげた。


「っても、お腹が盛せい大だいに鳴るほどじゃないけどさ」


　うっっ、と香月が小さく仰のけ反ぞった。


「僕ぼくも減ったかなぁ。暁壬は？」


「そうね。少し」


「駿はどうだ？」


「うん、お腹、空すいたね」


「そうか。では、何か食料を調ちよう達たつしてくるとしようか。台所に行けば何かあったはずだ。最悪、お湯さえ沸わかせばカップ麵めんでも」


「あ、俺おれが行ってこようか？」


「そうだな……」


　香月は駿を、それから明や棚倉兄妹を交こう互ごに見やった。


「駿だけでは不安かな」


「え？　なんで？　俺が勝手に摘つまみ食いするとでも？」


「そうではなくて」


　香月は思わず苦笑する。


「万が一、狗く牙がが出たら困るだろう？」


「あ、そうか。でも」


　もう狗牙は出ないだろうと思うが、確かにこの状じよう況きようで独ひとり歩きはしないほうがいいかもしれないな、と駿は思い直す。


「かといって、わたしは美玖の側そばを離れられないし」


「じゃあ、あたしも行くよ」


　と明が手を挙あげると。


「そうしてもらえるか。あと、棚倉兄妹からもひとり出してくれるとありがたいのだが」


　雅美と暁壬は一いつ瞬しゆん、顔を見み合あわせが、すぐに香月に向き直った。


「ごめんね～～」


「あたしたち、ふたり揃そろっていないと駄だ目めなのよ」


「……ん？」


「僕たち、ふたりでひとりなんだ」


「そういう闘たたかい方なの」


「ああ……そうか。そう言っていたっけな」


「だから、狗牙に襲おそわれたとき、美玖ちゃんや明ちゃんを助けにいけなくて」


「ごめんね～～」


　棚倉兄妹が申し訳わけなさそうな表か情おで明を見やった。


「いや、気にしなくてもいいよ。あんな状じよう況きようになれば自分のことで手て一いつ杯ぱいになるのは当然だもん。あたしだって……」


　明は俯うつむき加か減げんになって声を落とした。


「……美玖を助けてやれなかった」


「ほら、いいから、明。食べ物を取りに行こうぜ」


　駿が大きな声で呼よばわった。


「ああ、うん、そうだね」


　明は右手で目を擦こすってから立ちあがった。


　泣いてたのか、明。やっぱいい奴やつじゃん、こいつ。


　あのとき美玖のために泣いていた明を見て、駿は明のことを信用できると思った。


　今その思いを強くした。


「では、ふたりにも一いつ緒しよに行ってもらおうか。ここはわたしひとりで間に合うから」


　と香月が兄妹に呼びかけた。


「うん、いいけど」


　ふたりは自分たちの狗牙絶だちの武器に手を伸のばした。


「じゃあ、香月、さくっと行ってさくっと戻もどってくる。何か希望はある？　といったって、それこそカップ麵かパン類かレトルト物になるだろうけど」


「レトルトはカレーの類たぐいだろうな。それは、ちょっと飽あきたかな」


　と香月が応こたえたので、駿は小さく肩かたをすくめた。


「そうだな」


「わたしはカップ麵か何かでいいよ」


「うん、了りよう解かい」


　それぞれの狗牙絶ちの劔つるぎを手にした明と棚倉兄妹、それに駿が部屋から出ていくのを見送った香月は、ふぅとため息を吐ついた。


　狗牙が伝う染つった美玖。


　なのに狗牙になっていない美玖。


　その美玖を殺そうとした自分。


　自分を止めた駿。


　駿を殺そうとした自分。


　秘密を守ろうとして駿を。


　狗牙は許せないと美玖を。


　殺そうとして。


　自分は。


　それほど偉えらい人間なのだろうか。


　駿が体を張って止めてくれなければ、自分は今いま頃ごろ……。


　香月は今度は大きなため息を吐いた。


　ああ、駄目だな。何か思考がぐるぐると同じところを回ってる感じだ。


　ベッドに下ろしていた腰を上げ、香月はゆっくりと窓まど際ぎわに進んだ。


　美玖と外を同時に見られる角度で窓際に立つと、香月は無意識のうちに左手で刀の鞘さやを強く握にぎった。


　外はまだ暗かった。


　香月はベッドサイドのデジタル時ど計けいの数字にちらっと目をやった。


　四時過ぎか。もうじき夜が明けるな。襲しゆう撃げきがあるとすれば今日きようの中うちだ。明あ日すになれば、お師し様さまたち宿老おとな衆しゆうがここに来るかもしれない。それは……困るはず。


　そのときのことを考えると自然と緊きん張ちよう感が身を包つつむ。


　だが。


　わたしがやるしかない。わたしが。


　駿を護まもるため。


　こんな騒そう動どうに巻き込んでしまった駿を護るために、香月は闘わなくてはならないのだ。


　香月は刀の鞘を握る左手に、さらに強く力を込めた。


　そのとき。


　弱々しい声が香月の耳に届とどいた。


「……さま」


　香月が視線を巡めぐらせる。


「姉あね……様さま」


　美玖が横たわっているベッドの傍かたわらに、香月は足早に引き返していった。


　足を止め、上から美玖の顔を覗のぞき込む。


　彼女の顔には相変わらず血の気けがなくて、蠟ろうのように蒼そう白はくだ。


　あの出血ではそれも当然か。普通なら失しつ血けつ死ししているだろうからな。だから……それだけに……。


　という思いとは裏うら腹はらに、香月は優やさしく声をかけた。


「美玖、気がついたのか？」


「姉様ごめんな……さい」


「馬ば鹿かな。どうしておまえが謝あやまるんだ」


「わたしのせい……で姉様や駿様を……苦しめてしまい……ました。だから……」


「違ちがう。違うよ、美玖。苦しんだのはおまえだろう。いや、そうではない。わたしがおまえを苦しめたのだ。謝るのは……謝るのは、わたしのほうだ」


「姉様……」


「なんだ？」


「ありがとう……ございます。わたしは姉様のこと……少しも恨うらんではいません。今でも姉様が……大好きです」


「美玖……」


　この娘こが狗牙であるはずがない。美玖が狗牙になったのではないかと疑うたがった自分が恥はずかしい。


　人を信じることは弱さではない。


　むしろ、それは強さだ。


　美玖を信じることで美玖を救い、そしてこのわたしまでも救った駿が、それを教えてくれたではないか。ならば。わたしも信じるべきではないだろうか。美玖を。駿を。彼らを信じて、わたしを預あずけてもいいのではないのか。


「だから姉様……自分を責せめないで……」


　ああ、そうだとも。この娘こは狗牙ではない。ここで美玖が狗牙に変わらないかどうかを見張るより、わたしにはやるべきことがあるはずだ。美玖が狗牙に変わることなど、もうあり得ないのだ。それを信じよう。


　天てん井じようを見上げた香月の頰ほおを熱い涙なみだが伝った。


　よかった。美玖を殺さないでよかった。駿がいてくれてよかった。駿が止めてくれてよかった。本当に……駿には感かん謝しやしたい。


　香月は声を押し殺し、嗚お咽えつするように泣いた。


　目の前で家族を狗牙に喰くい殺されたときですら泣かなかったのに。


　遊眞に泣かされたときは別として、自みずからの感情に突つき動かされて泣いたことなど、これまで香月は経験したことがなかった。


　人は嬉うれしくても泣けるものなのだな。


　香月は初めてそのことを知った。


「姉……様？」


　わたしが負けたら、みんな死ぬ。駿も。美玖も。明たちも。誰だれも生き残れないだろう。だから。何が何でも勝たなくてはならない。


　泣きながら、香月は決意と覚かく悟ごを新たにするのだった。





　　　　２




　一階の奥にある台所を目め指ざして廊ろう下かを歩いていた明が首だけを巡らせた。


「ねえ、おふたりさん」


　すぐ後ろに続いている雅美と暁壬が明に顔を向ける。


「「なぁに？」」


　顔を向けるタイミングも同じなら、声も綺き麗れいに重かさなっている。


　一いち卵らん性せい双そう生せい児じでもこうはいかないんじゃないか？


　と思う駿である。


「さっき言ってた、あれ、どういうこと？」


「さっきのあれって？」


　兄の雅美が、そう明に訊きき返した。


「だから、ふたりでひとりとかいう話。香月さんは、それで納なつ得とくしたみたいだけど」


「ああ、それはね。つまり」


　雅美と暁壬は前後に並び直し、それぞれが刀を右手に持って、何やら戦隊物のヒーローのようにポーズをつけた。


「僕たち、相手の考えてることが判るっていうか」


「わたしたち、相手がどう動くか読めるっていうか」


「だから、連れん係けいプレーが得とく意いなの」


「それはもう人並なみ外はずれてね」


　ふたりは刀を抜ぬいて、右手に抜き身を持ち、その場でくるくると回ってみせた。


「三さん面めん六ろつ臂ぴじゃないけれど」


「二に面めん四よん臂ぴみたいな～～？」


　そうして、くるくるとその場で回転しながら刀を振ったり鞘さやを上下させたり。


　そして、唐とう突とつに背中を離して向き合って、互たがいの刀と鞘を交差させ、ぴたりと動きを止めた。


「だからふたりでひとり」


「ひとりだけどふたり」


「「ね～～～～？」」


　呆あつ気けに取られて見ていた明が我われに返る。


「あ～～、もう判った判った。はいはい、ご苦労様でした」


「判ってもらえたみたいだよ、暁壬」


「よかったね～～、雅美」


　ふたりは抜いた刀を鞘に収おさめながら笑った。


「あ、だからなのかな？」
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　と駿が言うと。


「え？　なに、葛城さん？」


「いや、君たちの刀、香月や美玖ちゃんのに比くらべると、ちょっと短いなって思ったんだ。つまり、ふたりがすぐ側そばで離れずに闘たたかうから短め……ってこと？」


「あ、正解～～」


「葛城さん、素人しろうとなのにいいところ見ているよね」


「うん、まぁ。素人だけど遊眞師し匠しようにそれなりにしごかれたからさ、間合いとか切っ先の届とどく範はん囲いとか、そういうのには敏びん感かんなんだ、俺」


「なるほどね～～」


「体で覚おぼえろとか言って模も造ぞう刀とうを叩たたきつけてくるからな、あの人の場合。最初の頃ころなんか、体中、痣あざだらけになったよ。よく骨こつ折せつしなかったものだと我ながら感心する」


　あれって、もしかすると遊眞さんなりに手て加か減げんしてくれてたのかな？


「やっぱり凄すごい女ひと？」


　と雅美に訊かれ、駿は重々しく頷うなずいた。


「凄いと思うよ。だって、香月が『超ちよう人じん』って言うくらいだから」


「一度、この目で実物を見てみたいものだね、暁壬」


「そうね、雅美。こっちにとばっちりが来ない場所でね」


「ほら、そんな話は後で後で。早く食べ物確保して戻もどろうよ。お腹を空すかした香月さんが今か今かと待ってるよ、きっと」


　と明が急せかした。


「そうだね～～。あんなに盛大にお腹の虫が鳴ってたものね～～」


「棚倉妹、それ、香月の前では言わないほうがいいと思うぞ」


　と駿が忠告すると。


「あたしのことは暁壬でいいわよ？」


「僕も雅美でいいよ」


「そうか。じゃあ、俺のことも駿でいいよ」


　うふ、と暁壬が笑った。


「じゃあ、駿さん。もちろん、修しゆう学がく院いんさんの前じゃ言わないわよ。あたし、駿さんよりは女子に対するエチケットを知ってるもの」


「ああ……そう」


「僕に対するエチケットは、あんまり知らないよね、暁壬」


「雅美には必要ないでしょ～～。お風ふ呂ろまで一いつ緒しよに入ってる仲なんだし」


　駿が目を見開く。


「え？　それって冗じよう談だんじゃなくて!?」


「マジで!?」


　明も吃驚びつくりしている。


「冗談じゃないよねぇ、雅美」


「マジだよねぇ、暁壬」


「一緒に服を脱ぬいでぇ」


「お互たがい全ぜん裸らになって浴室に入ってぇ」


「ボディソープを全身に塗ぬりたくってぇ」


「もう、体中、隅すみから隅まで洗いっこするよねぇ」


　なんだかいけない妄もう想そうが駿の脳のう裏りにもやもやと浮うかんでくる。


「そういうスキンシップが、ふたりのシンパシーを高めるんだよね、暁壬」


「そういうスキンシップが、ふたりのシンクロニシティを深めるのよね、雅美」


「そういうスキンシップが、ふたりのシムシティを高めるんだよねぇ、暁壬」


　意味不明な雅美の一言で、駿の妄想は吹ふっ飛んだ。


　ボケか？　今のはボケたのか!?　だったら、ここで何か突つっ込むべきなのか!?


　駿がどうしようか迷まよっているうちに、暁壬があっさりと流してしまった。


「だから駿さんも、もっとスキンシップを積極的に取ったほうがいいんじゃないかな？」


　雅美も知らん顔をしている。


　どうやらさっきの一言、ふたりの間ではなかったことになったらしい。


　仕方なく駿もスルーを決め込み、改あらためてふたりに尋たずねる。


「スキンシップって、なんのことだ？」


　雅美が真まっ直すぐに立てた右の人指し指を、ちっちっと振った。


「いやだなぁ、修学院さんのことに決まってるでしょ」


「決まってるって言われても……」


「ねえ、暁壬もそう思うよね」


「そうね。もっと積極的に出ないと。修学院さん、割とそういうのに鈍どん感かんっぽいから」


　駿は疑い深そうな目で暁壬を見た。


「積極的って、じゃあ、どうしろと？」


「あるでしょう、いろいろと。さり気げな～く手を握にぎるとか、さり気な～く肩かたを抱だくとか、さり気な～くキスするとか、さり気な～く服を脱がすとか」


「いやいや、さり気なく服なんか脱がせられないよ。っていうか、キスしようとしただけで刺さされてるから、俺」


　一瞬、なんの躊躇ためらいもなく香月が自分の左胸むねに刀を突き刺した、あのとてつもなく恐おそろしい光景が脳裏に甦よみがえってきて、駿はぶるっと身み震ぶるいした。


　あれ、でも。


　またもや駿は、そのことを思いだす。


　もう一度、香月に狗く牙が絶だちの劔つるぎで刺されたら俺はどうなるんだろう。また狗牙絶ちの劔を呑のみ込んでしまうのだろうか。


　という駿の思いなど関知せず、しれっとした表か情おで暁壬が言った。


「そんなことだから駄だ目めなの、駿さんは。女の子はね、ロマンチックが止まらなくなると服を脱がされたことになんか気がつかないものなのよ？　だからね、こういうのは押しの一手なの」


「え？　え？」


　思考を中断された駿が顔を上げる。


「ねえ、雅美？」


「だよねぇ。修学院さん、待ってると思うんだけど」


「えええ？　何を？」


「だから、駿さんが押してくるのを。っていうか、押し倒たおしにくるのを」


「いやいやいや。そんなことしたら秒びよう殺さつだってば」


「そんなことないってば。明ちゃんはどう思う？」


「うん、あたしもふたりはいい雰ふん囲い気きだと感じたんだよね。すっかりてっきり、ふたりは恋人同士かと思った」


「ほら、ね。そういう雰囲気は周まわりの人間には判わかるものなの。駿さんが強く押せば、拒こばまないわよ、修学院さん」


　と暁壬が言うと、雅美も追つい随ずいした。


「こういうのはさ、男のほうが強く出ないとなかなか進展しないものだと思うんだな」


　高一と中三の兄妹きようだいに、したり顔でそんなことを言われてもな。


「そうだよね。今度、あたし目を瞑つぶってるからさ、駿さん、思い切って突とつ撃げきしたらどう？　意外と上う手まくいくかもよ」


「だから何を？　っていうか、何に突撃するんだよ、明？」


「そんなの決まってるじゃん。あたし見て見ぬ振りしてあげるから、香月さんがシャワー浴あびてるときに、思い切ってバスルームに突撃をしてみたらいいんじゃないかな？　っていう話」


「駄目駄目駄目、却きやつ下か却下却下。それは確実に死し亡ぼうフラグだよ」


　駿は首も折れよとばかりに激しく顔を左右に振った。


「そうかなぁ。誠せい意いと情熱を見せて迫れば、受け容いれてくれるかもしれないじゃん」


「あり得ないって。っていうか、女の子がシャワーを浴びてるところに乱入しておいて、何ど処こに誠意があるのだと俺は問いたい！」


「情熱はありそうだけどね」


　と雅美が口を挟はさむと、暁壬も続いた。


「好きな女の子の裸はだかを見たいという情熱は、若い男子たるもの、持っていて当然よね」


　だから、中三女子がしたり顔で語ることじゃないってば。


「仮に上手くいかなくても、香月さんの裸を見られるんだから、駿さんとしてはどっちに転ころんでも損そんはないでしょ」


　と言った明が、ぱちりと指を鳴らした。


「やったね！」


「何が『やったね』だ！　大損だよ。確実に刺されてるから、俺。よくて病院送り、下へ手たすりゃあの世送りになってるって」


「それはそれで進展があるんだからＯＫじゃない？　入院した駿さんの看かん病びように香月さん、来るだろうしさ」


　と、あくまで明が言い張ると、またもや脇わきから兄妹が参戦してきた。


「あ、それ、いいよね～～」


「リンゴの皮とか剝むいてくれたり」


「看かん護ご師しさんの衣い装しようとか着てくれたり」


「採さい尿にようなんかもされちゃったり」


「浣かん腸ちようなんかもされちゃったり」


「徹てつ夜やで看病してくれたり」


「夜中に個室でふたりっきり。駿さん、大おお怪け我がで身動きできないから、修学院さんのほうから迫ってきたりして」


「もう大だい興こう奮ふんよね～～」


　なんの話をしている、君たち。


「ほらほら、もういいから。っていうか、廊ろう下かで立ち話するようなことじゃないだろ」


「でも～～」


　盛もりあがっていた兄妹と明が不満そうに頰ほおを膨ふくらませる。


「それに、早く食べ物持って戻らないと、腹を空すかせて気が立った香月に、みんなも襲おそわれるぞ。言っておくけど、気が立っている香月は羆ひぐまよりも恐こわいからな」


「ちぇ～～っ」


　舌した打うちした明が方向転換して、台所のほうへと歩きだそうとすると。


「明」


「ん？　何、駿さん？」


「何も感じないか？　おかしな気け配はいとか、敵てき意いとか」


「んん……」


　振り返った明が目を細めて廊下の先の様子を窺うかがう。


「特には感じないな。ふたりは？」


「僕たちも特に」


「感じないわね～～」


「何か気になることが？」


　と明に訊きかれ、駿は曖あい昧まいな表か情おで首を横に振った。


「いや……そういうわけではないんだけど」


　明は駿を見つめているが、彼がそれ以上何も言わないので、小さく肩をすくめた。


「ま、いいや。じゃ、行こうよ」
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　食堂の奥の厨ちゆう房ぼうの一角に大きな戸と棚だながあって、その中にパスタや乾かんパンや密みつ閉ぺいご飯──電子レンジで温あたためるタイプだ──やレトルトのカレーやシチューやカップ麵めんやカップ焼きそばやカップスープや缶かん詰づめなどが並んでいたのを食事当番のときに見て覚おぼえていたから、四人はそれを取りに来たのだ。


　しかし。


　食堂に入ったところで、厨房から出てきた一いち乗じよう寺じと鉢はち合あわせしてしまった。


　というか、食堂をねぐらにしていたんだから鉢合わせするのが当然か。迂う闊かつだったな。


　立ち止まった駿が、さてどうしようかと迷まよっていると。


　明が、さっと駿の背はい後ごに隠かくれ。


　棚倉兄妹も前後に列つらなって明の背後に隠れた。


　駿を先頭に、明、雅美、暁壬が縦たて一列に並んだ恰かつ好こうだ。


　おい、君たち！


　駿は首を巡めぐらせ背後を覗のぞき込むが。


　三人は身を縮ちぢめて出てこようとしない。


　一列縦じゆう隊たいの先頭にいる駿は、単独で一乗寺と向き合う形になってしまった。


「…………」


「…………」


　無言の睨にらみ合いが続く。


　き、気まずい～～。


　何か言わなくちゃと思い、こちらを睨んでいる一乗寺に駿は声をかける。


「あの、一乗寺さん」


「……なんだ」


「俺たちのところに来ませんか？　ひとりより大勢でいたほうが安心です」


「先ほども言ったが、俺はもう狗く牙がの襲しゆう撃げきはないと思っている」


「それは、ええ、俺もそう思います。でも」


「でも？」


「いえ……その、万が一、ということもありますし」


　一乗寺は、ふん、と鼻を鳴らした。


「そのときはそのとき。俺はそう簡単に殺やられはしないよ」


「同じ部屋が気にくわないというのなら、せめて隣となりの部屋にでも」


「くどいな、葛城。俺は貴き様さまらと連つるむつもりはない」


「……判りました。でも、気は抜かないでください。遊眞さんが来るまでは絶対に」


　其そ処こでようやく一乗寺の表か情おに変化が出た。


　険けわしい目つきで睨むのを止やめ、少し怪け訝げんそうな表か情おになっている。


「君は……君は何か知っているのか？」


　俺がいま考えていることを話してしまえば、一乗寺さんは納なつ得とくしてくれるだろうか……と思った駿だが、すぐに内心で駄だ目め出だしをした。


　それはできない……か。後ろには明と棚倉兄妹がいるんだ。此こ処こで三人に聞かせるには刺し激げきが強すぎる。いや、一乗寺さん相手でも強すぎるかもしれない。彼がすんなり信じてくれるかどうかも心こころ許もとないし。明たちに話すにしても、それなりのタイミングでないと。


　駿は黙だまって首を横に振るしかなかった。


「食い物が欲ほしいのなら勝手に持って行け」


　とだけ言うと、一乗寺は食堂の隅すみに行って椅い子すに腰こしを下ろし、持ちだしてきた食べ物をテーブルに広げ始めた。


　駿は軽く頭を下げると、三人を促うながし、厨房に入っていった。
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　四人で適当に食べ物と飲み物を漁あさる。


　香月には温あたたかい物を食べさせてやりたいけど、昨日きのうとその前がシチューとカレーだったものなぁ。俺も飽あきたし。本人が言うようにカップ麵めんでいいか。


　結局、駿は自分の分と香月の分とふたつ、カップ麵を選んだ。


　美玖ちゃんは食べられないだろうな。でも、何か飲み物はあったほうがいいよな。あと、あの部屋には電気ポットがなかったような。


　駿はペットボトル入りのミネラルウォーターを二本と、厨房の片かた隅すみに転ころがっていた電気ポットを手に取った。


　けっこうな荷物だな。


　ペットボトル二本を左手に、電気ポットを右手に持ち、その両手で抱だきかかえるようにカップ麵を保持して駿が厨房を出ようとしたところで明が声をかけてきた。


「ありゃ、大変そうだね、駿さん。何か持とうか？」


「悪いな。じゃあ、ペットボトルを一本持ってくれる？」


「了りよう解かい～～」


　明は電子レンジで温めたご飯はんとカレーの載のった皿さら──スプーン付き──を右手に持っていた。


「明は、またカレーかよ」


「あはは、あたし、カレー好きだから」


「なら、いいんだけどさ」


　棚倉兄妹は乾かんパンにインスタントの野や菜さいスープにヨーグルトを持ちだしていた。


　ヨーグルトは冷蔵庫に入っていたらしい。


「賞しよう味み期限は平気なのか？」


　と駿が訊きいたところ。


「昨日きのうまでだから、平気」


　という頼たのもしい言葉が雅美から返ってきた。


「いや、昨日までってことは、もう期限切れてるじゃないか」


「一日くらい平気だよ」


「そうそう。賞味期限なんて単なる目め安やすよ。期限が切れた途と端たんに駄目になるってものではないでしょう？」


　女子のくせに、暁壬もそんなことを言って平然としている。


「中あたっても知らないぞ」


「大だい丈じよう夫ぶ。トイレットペーパーは山ほどあったから。それに正せい露ろ丸がんもあったみたい」


　と応こたえ、暁壬はけらけらと笑った。


　相変わらず変な奴やつら。


「ま、いいや。じゃあ、戻もどろう。あんまり遅おそくなると、香月が本気で怒おこりそうだ」


　食堂を通り抜けるとき、ちらっと一乗寺に視線を向けたが、彼は黙もく々もくと何かを食べているだけで、此方こちらを見ようとしなかった。
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「お待たせ、香月。変わったことはない？」


　と声をかけながら駿が部屋に足を踏ふみ入れると。


　腰に手を当て仁に王おう立だちになった香月が駿を睨にらみつけてきた。


　駿が、びくぅっと上体を引く。


「あっ、ごめん。思ったよりも時間がかかっちゃってさ」


　駿に続いて部屋に入った明もフォローを入れてくれた。


「ごめんねごめんね、香月さん」


　部屋に入ってきた明が手にした荷物を置くと、拝おがむように謝あやまった。


「ちょっと途と中ちゆうで話が盛もりあがっちゃって」


「なんの話をしていたんだ、明は？」


「ちょっとね、兄妹きようだいと三人で恋こい話ばなを」


「なんだ、それは」


　香月が怪け訝げんそうな表か情おになっている。


　あまり深く突つっ込まれると拙まずいと焦あせった駿だが、香月はそちらには気を取られなかったらしく、怪訝そうな表か情おのまま訊きいてきた。


「というより、どうして君たちはおどおどしているんだ？」


「いや……香月が怒ってるんじゃないかと思って」


「香月さん、怒ってない？」


「だから、どうしてわたしが怒る？」


「だって、ほら、随ずい分ぶんと待たせちゃったみたいだから」


「一時間も二時間も待たされればともかく、この程度では怒らないよ」


「でも、部屋に入ってきたとき、凄すごく不ふ機き嫌げんそうだったし」


「不機嫌だったのではない。君たちがいない間にちょっと考え事をしていて、それで思い詰つめたというか決意したというか」


「決意？」


　駿は香月の一言に引っかかったが。


「「あ～～、よかったぁ」」


　廊ろう下かに控ひかえていた棚倉兄妹が、駿と明の脇わきを通り過ぎ、部屋の中へと入っていった。


　二人は香月の前も通り過ぎ、部屋の奥まで行くと、言わなくてもいいことを言いだしたので、駿はそれどころではなくなった。


「お腹を空すかせて気が立っている修学院さんは……」


　あ、馬ば鹿か馬鹿馬鹿！


　兄妹を睨みつけた駿と明が、止やめろ止めろと手で合図を送ったが、ふたりにはさっぱり通じなかった。


　あるいは、通じたのに無視したのか。


「冬とう眠みん前の羆ひぐまよりも恐ろしいって言うから、ちょっとびびっていたの」


「ほほう、そうなのか。で、それは誰だれが言ったのかな？」


　香月の表か情おがにこやかになっているのが却かえって恐こわい。


「誰って」


「駿さんよね？」


　こめかみに血けつ管かんを浮うき立たせて、なおかつにこやかに笑ったまま、香月はゆっくり首を巡めぐらせ、駿に向き直った。


　恐こわっっ。


「駿、君のわたしに対する評ひよう価かは、よ～～く判ったよ」


　駿だけでなく、隣となりにいた明も震ふるえあがった。


　羆よりも恐っっ。


〈おい、明。おまえはこれでもバスルームに突とつ撃げきしろなんて言うか!?〉


　と駿が明の耳みみ許もとで囁ささやくと。


〈うん、ごめん。やっぱ無理だね。香月さんの裸はだかを見る前に駿さんの両目が潰つぶされてるよ、きっと〉


〈あんまり考えたくはないが、大おお方かた、そのとおりだと思うぞ〉


「駿！」


　と香月が右手を差しだしてきた。


「え？　何？」


「だから、わたしのカップ麵めん。待たされたことを怒ってはいないけど、お腹が減へっているのは事実なんだからな」


「ああ、ごめんごめん」


　駿は慌あわてて香月のほうへカップ麵を差しだした。


「こ、こんなのでよかった？」


「こういう状じよう況きようだ。我が慢まんするよ。少なくとも明の物よりはマシだな」


「なんで!?　カレー、美お味いしいでしょ」


「いや、夕べも一昨日おとといもカレーだったじゃないか」


「あたし、三日連続でカレーでも平気だし。それに昨日はシチューだよ」


「中身は同じだろう」


「味が違ちがえば違う料理だ。そう言ったのは香月さんじゃん」


「そ、それはそうだが……わたしは味も中身も違う物が食べたい気分なんだ」


「って言いながらカップ麵なの？」


「今は非常事じ態たいだから、これでいいんだ」


「まあ、いいけどさ～～。あたしは冷さめないうちに食べよっと」


　カレーの載のった皿さらを手にした明はカウンター席に腰こしを下ろし、早くもカレーをぱくつき始めた。


　駿は電気ポットのコードをコンセントに繫つないで、お湯を沸わかす。


「ちょっと待っててね、香月。すぐ沸くと思うけど」


「ああ、かまわないよ、駿」


　そんなふたりを交こう互ごに見やって、暁壬と雅美が首肯うなずき合っている。


　ほらね。


　だよね。


　さっき怒ったのだって。


　本気じゃなかったよね。


　そんなふうに唇くちびるが動いたのが判った。


　駿は、黙だまれ、というように右手の人差し指を自分の唇に当てる。


　にやっと笑ったふたりは、そのまま窓まど際ぎわまで移動し、椅い子すに腰掛かけて自分たちの食事に取りかかるのだった。


「美玖ちゃん、喉のどが渇かわいてないかな」


　と駿が香月に訊きくと。


「そうだな。何か飲ませてやったほうがいいかもしれないな」


「っても、体は起こせないだろうし。ペットボトルのまま飲めるかな？」


「大だい丈じよう夫ぶ。わたしに任まかせておけ」


　どうやって飲ませる気だ？


　と駿が見ている前でペットボトルの蓋ふたを開けた香月は、ボトルを持ちあげ、自分の口に中身を流し込んだ。


　そして、そのまま上体を折り曲げ、美玖の上に被かぶさるようにして顔を近づけ。


　えぇぇっっ!?


　口移しで水を飲ませた。


　うわ、なんか色っぺ～～。


　駿の脳のう裏りに「百ゆ合り」という単語が意味もなく浮うかんだ。


「うわ～～～～」


「きゃ～～～～」


「恰かつ好こいい～～」


　いきなり部屋の中で歓かん声せいが沸わいた。


　駿が振り返ると。


　食事の手を止めた明、雅美、暁壬が、香月に見入っていた。


「ん？　どうかしたのか？」


　上体を戻もどした香月が、きょとんとした表か情おで三人を見ている。


　こいつ、天てん然ねんというか、自然というか……。受け狙ねらいでやったとか、そういうんじゃないんだよな。


「君たちだって、溺おぼれた人間がいたら人じん工こう呼こ吸きゆうくらい、するだろう？」


「そ、そう言われると、そうかもだけど」


　明が上体を引くと。


「でも、人工呼吸じゃ、あんなに色っぽくはならないわよね～～」


「そうだよねぇ。僕、部屋の空気がピンク色に染そまった気がしたよ」


「そんなわけ、あるか！」


　香月に恐ろしい形ぎよう相そうで睨にらまれた三人は、そそくさと体勢を戻して食事を再開させた。


「まったく、もう」


　香月は憤ふん然ぜんとした目つきと態度で、まだ三人を睨んでいる。


「ほら、香月、お湯が沸いたよ」


　と駿が声をかけると、ようやく彼女は表か情おを緩ゆるめて自分のカップ麵めんを差しだしてきた。


　香月と自分の分のカップ麵にお湯を注そそいだ駿は、蓋をして腕うで時ど計けいを見守る。


　およそ三分。


　駿は食堂から持ってきた箸はしと共に、カップ麵を香月に返した。


「ありがとう」


　二人はベッドに並んで腰を下ろし、カップ麵を食べる。


　香月は目の前に横たわる美玖を見つめながら箸を動かしているが。


　駿は美玖を見ながら食べる気にはなれない──どうしてもあの大おお怪け我がの映像が甦よみがえってしまう──から視線は床ゆかのほうへ落とし気味にして、ときどき隣となりの香月を盗ぬすみ見るようにしながらカップ麵を口に運んでいる。


　ん？　なんだろ？


　美玖を見る香月の視線から、先ほどまでのような鋭するどさ、あるいは険けわしさが消えている。


　駿にはそんなふうに感じられた。


　そういえば香月の奴やつ、さっき考え事をしていて決断がどうしたとかって言ってたけど、何かあったのかな。


　すると。


　箸を止めた香月が、隣にいる駿にだけ聞こえるくらいの小声で言った。


「駿、君は何い時つ来ると思う？」


「あ……」


　駿も箸を止めて首を巡めぐらせた。


　香月が訊きいているのは「ラスボス」がいつ襲おそってくるのは何い時つなのかということだ。


「おそらく今夜じゃないかな。いや、昼間に来る可能性もあるけど。というか、そちらを否ひ定ていする根こん拠きよはないな」


「そうだな。夜のほうが可能性は高いと思うけれど、昼間に来ることだって充じゆう分ぶんにあると思う」


　駿は思いきって訊いてみる。


「勝てる？」


「やってみなくては判らない」


　香月は無表情のままそう応こたえた。


　心こころ許もとない返事だな。


「けれど、少しでも勝つ可能性を高められるのならそうしたい。だから、こうなった以上、みんなの協力を仰あおぎたいと思うんだ」


　あれ？　やっぱり香月、少し変わった？


　以前の香月ならすべてを自分で背し負よい込んで、勝っても負けてもひとりで闘たたかっていたに違いない。それなのに。


「協力って？」


「みんなに話をしておくべきではないかと、そう思うんだ、駿」


「……そうだな。でも、いいのか？」


「いいも悪いも、そうしないと、予あらかじめ備そなえられないからな。敵てきを知り己おのれを知れば百戦危あやうからずと言うじゃないか、駿」


「それは……そうかもだけど。でも、信じてくれるかな、明たち」


「信じてもらうんだよ。みんなで協力して立ち向かわないと、勝つのは難むずかしい」


「そうだな。そのほうがいいよな」


　そうだ。こっちには明や棚倉兄妹もいるんだ。全員で向かえばなんとかなる……よな。いくらなんでも遊眞さんを相手にするわけじゃないのだし。


　であれば、香月たちにも勝機はある。あるはずだ。


「食べ終わったら、三人に話してみよう。詳くわしい部分は駿から頼たのむ」


「あ、ああ、いいけど」


　香月は恐おそろしいほど真剣な表か情おでカップ麵の残りを一気に口に運んだ。





　　　　６




「みんな、ちょっと聞いてくれないか」


　明と棚倉兄妹があらかた食べ終わったところで、香月が三人に呼びかけた。


「ん？　なに、香月さん？」


「大事な話があるんだ」


「わぁ、なになに？」


「いよいよついにとうとう『ふたりは恋人』宣せん言げんかしらね？」


　雅美と暁壬はいつもの軽いノリで応じてきたが、応える香月は重く険しく厳きびしい表か情おのままだった。


「今日が最後の決戦になると思う」


　たちまち雅美と暁壬の顔からも浮うかれた様子が消えた。


「え？　それって……」


　明の顔には戸と惑まどいが色いろ濃こく浮かんでいる。


「まだ狗く牙がの襲しゆう撃げきがあるってこと？　でも、一乗寺さんが『もうない』って言ったとき、駿さんも『そう思う』って言ってなかったっけ？」


　香月が駿に顔を向け、後は頼んだ、というように駿に向かって首肯うなずいた。


　駿は香月に向かって小さく首肯き返すと、首を巡めぐらせ三人に向き直った。


「狗牙の襲撃はもうないと思う。でも、ラスボスがいるよ、明」


「ど、どういう意味……」


「この合がつ宿しゆく、最初から不お可か解しかっただろう、明？」


「それは、まぁ……うん」


「携けい帯たいも通じないような森の奥へ連つれて来られて、外界と隔かく絶ぜつした状態で狗牙に襲おそわれた。つまり、ある目的の下もとにこういう状じよう況きようが作りだされたんだ」


「目的って？」


「君たちを殺すためだよ。今では俺も殺す対象になってるのかもしれないけど……当初の目的は君たち若わか手て狗牙絶だち衆を殺すため。そのために君たちを此こ処こに集めた」


「え？　ちょ、ちょっと待ってよ、駿さん。だってこの合宿、宿老おとな衆しゆうの発案で始まったんだよ？」


「だったら、明。宿老衆の中に裏切り者がいたんじゃないのか」


「えぇえぇぇ？」
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　明は顎あごが落ちそうなほど驚おどろいている。


　棚倉兄妹は顔を見合わせたまま何も言わない。


　普ふ段だんのふたりの様子を思えば、ここで何も言わないのは、かなり驚いていることの裏返しだろう。


「だから、これ以上の狗牙の襲撃はなくても、君たちを殺そうとする者の襲撃があることは考えられる。いや、確実にある」


「そんな……でも……だって……」


　明は混乱しているが、それに比くらべれば棚倉兄妹はまだ落ち着いているように見えた。


「じゃあ、駿さん、あなたが言う『僕たちを殺そうとする者』っていうのは、いったい誰だれなの？　それは判っているの？」


　と雅美が訊きいてきた。


「それはね」


　駿は静かに息を吸すって間まを取った後、ふう～～っと長く息を吐はいた。


「君たちが……いや、今では俺たちが、か。俺もみんなと一いち蓮れん托たく生しようだからな」


　と言って薄く笑った駿は、すぐに言葉を継ついだ。


「俺たちが此こ処こで最後に闘たたかうべき相手はね」


　駿がその名を口にしたとたん、明、雅美、暁壬の三人が動きを止めた。


　みな息をすることさえ止やめてしまったようだ。





　　　　７




　駿が「最後に闘うべき相手」として明や棚倉兄妹に告げた、その名は!?




狗牙絶ちの掟【書き下ろし短編】




第１章　舘山寺遊眞、狗牙絶ちの実戦を提案す











　　　　０




　これは修しゆう学がく院いん香か月づきが葛かつら城ぎ駿しゆんと出会う前のお話。


　そう、ちょうど香月が高校に進学して少し経たった頃ころ──。





　　　　１




　年度が改あらたまった春四月。


　関東の平野よりも季節の歩みが遅おそい秩ちち父ぶ地方だが、この頃には桜の花も咲さき始めていて、春の足音は確実に聞こえていた。


　四月から香月も高校生となった。


　新しい制服に身を包つつめばそれなりに身も心も引き締しまろうというものだ。


　とはいえ、此こ処こ、遊あそ眞まの家での生活にさしたる変化は見られない。


　早朝、日の出と共に起きだして、天てん心しん無む明みよう流りゆう師し範はんである遊眞と妹いもうと弟で子しである桃もも山やま美み玖くの三人で朝あさ稽げい古こをし、その後、美玖とふたりで朝食の支し度たくをして、朝食を食べたら山を下おり、バスで学校まで通かよう。


　高校が終われば直すぐに帰宅して、再ふたたび遊眞に稽古をつけてもらう。


　それが終われば夕食の支度。


　そして食後の団だん欒らん。


　学校の予習復習。


　朝が早いから夜よ更ふかしすることもなく布ふ団とんに入り。


　高校生になったからといって毎日の生活が劇的に変化するはずもなく、昨日きのうまでと同じ一日が過ぎていくことが多い。


　しかし、そうだとしても。


　小さいながらも変化はゆっくりと、そして確実に訪おとずれるものだ。


　香月本人が、まだそのことに気がついていなくとも。





　　　　２




　その日も特に変わりはなかった。


　遊眞があの一言を言うまでは、なんの変わりもなかった。


　何い時つものように夕食が終わり、何い時つものように香月と美玖は片付けをするために台所へ食器を運んでいった。


　ふたりは学校指定のジャージを着ている。


　色気も情じよう緒ちよもあったものではないが、此こ処こには色気や情緒を披ひ露ろうするべき相手がいないのだから仕方がない。


　抑そもそも、この家の主あるじである遊眞からして。


　片付けを終えた香月と美玖が居い間まに戻もどってくると、座ざ椅い子すの背もたれを思い切り倒たおした遊眞が、怠たい惰だな体勢でテレビゲームを遊んでいた。


　下した着ぎ姿すがたで。


　食事中はちゃんと服を着ていたから、ふたりが片付けをしている最中に脱ぬいだらしい。


　香月も美玖も慣なれたもので今さら目くじらを立てることもないのだが、それでも香月としては、ちょっと一言くらい釘くぎを刺さしておきたい。


「お師し様さま」


「なんだ？」


「いくら家の中とはいえ、もう少しまともな恰かつ好こうができませんか。というか、そんな恰好で恥はずかしくないのですか？」


　コントローラーを操あやつる手を止め、遊眞がむっくりと起おきあがる。


「いや、飯めし食ったらちょっと暑くなってな。やっぱ四月に鍋なべ物ものは暑いわ。もう汗あせだく」


「だからといって、そうほいほいと服を脱ぐのは止やめていただけませんか」


「べつにいいじゃねえかよ。どうせ此こ処こにはおまえらしかいないんだしよ」


「それはそうですが」


「おまえら相手に気取ったってしようがないしな」


「それもそうですが」


「あたしの家で、あたしがどんな恰好しようと、それはあたしの勝手だろ。大きなお世話だっつ～の」


「仰おつしやることは判わかりますが。ですが、美玖の教育上、悪あく影えい響きようが……」


「そんな柔やわな娘こじゃねえぞ、美玖は。なあ？」


「ああ、はい、わたし平気ですよ。お師様が下着姿で転ころがっていても全ぜん裸らで家の中を徘はい徊かいしていても」


「おい、さすがのあたしも全裸で徘徊はしねえぞ」


「でも、夏になると、ときどき全裸です」


「あれは風ふ呂ろから上がった後、服を着るまでに少し時間がかかってるだけだろ。風呂から出て直すぐに服着たら、汗で濡ぬれて気持ち悪いじゃないか」


「それもそうですね」


「夏にまっぱで床ゆかに寝ね転ころがると、気ん持ちいいぞ～～」


「いいですか!?」


「最高だ」


「今度、あたしもやってみていいですか？」


「いいわけないだろっっっ」


　香月が思いきり突つっ込んでいた。


「なんだよ、うるさい奴やつだな、香月は」


「小学六年生相手にまっぱって、なに考えてるんですか、お師様は！」


「べつにいいじゃんかよ～～、女同士なんだし」


「よくはありません。全然よくはありません」


「おまえもやってみるか、まっぱ。気持ちいいから。真夏にまっぱになって大の字に寝転んで夕ゆう涼すずみ。女だけの家ならではの夏の風ふう物ぶつ詩しだな」


「絶対にしません。そんな風物詩は、要い、り、ま、せ、ん！」


「面おも白しろみのない奴だな～～」


「お師様の面白みが人並なみ外はずれて過か剰じようなだけです。むしろお師様にこそ、もっと常識というものを弁わきまえて欲ほしいのですが」


「まぁまぁ、姉あね様さま。お師様に正論とか常識とか説といても意味ないですから」


「……おまえ、美玖、なんかさらっと、凄すんごく酷ひどいこと言ってね？」


「え？　ぜんぜん言ってませんよ。わたし、お師様のこと尊そん敬けいしてますですから」


「だから美玖、おまえがそうやって甘あまやかすから、お師様がどんどん駄だ目めな子になっていくんだ。もっとびしっと言わないと」


「こら。あたしは何ど処この中学生だ!?　そして美玖は何処の母親だ!?」


　今どきの中学生でも、もう少しお行ぎよう儀ぎがいいです。


　という言葉を、香月はかろうじて呑のみ込んだ。


「ま、いいや」


　遊眞は再ふたたび仰あお向むけに寝転んだ。


　寝転んで、コントローラーを手に取り、ゲームを再開させる。


「それより、香月、温泉行くか、温泉」


「は？　いきなりどうしたのですか？」


「おまえもそろそろ初はつ体たい験けんを済すませてもいい頃だろう？」


「な……いったいなんの話ですかっっ!?」


「だって、おまえ、まだ経験してないだろうが」


「し、してませんよ、もちろん」


「だったら、そろそろ経験しとこうやって話さ」


「どうしてお師様にそんなことを言われなくてはならないのです!?　それこそ大きなお世話というものです」


　遊眞が凄く怪け訝げんそうな表か情おで香月を見上げた。


「…………は？」


「…………え？」


「おまえ……なに考えてやがる」


　香月の隣となりで、美玖が声を押し殺して笑っている。


「いえ……あの……」


「あたしが言ってるのは、そろそろ狗く牙が絶だちの経験をしておこうやって話だぞ」


「あ……ああ、そうですよね。もちろんです。お師様の仰おつしやるとおりだと思います」


「それが、なんで『大きなお世話』なんだよ!?」


「いえ、その……」


「はは～～ん。おまえ、『初体験』を文も字じ通どおりの意味に解しちゃったわけ？」


「そ……そんなことは……」


「香月ちゃんてば、そういうのに興きよう味み津しん々しんなお年とし頃ごろなんだ～～？」


「ちっ、違ちがいますっっ」


「もう高校生だもんなぁ、香月ちゃん。興味があって当然だよな」


「ですから違うと！」


「でもだからって、夜中にネットでエロ画像とか拾ひろったりしたら駄目だぜ？」


「してません。お師様じゃあるまいし」


「なんだとう？」


「知ってますよ。お師様が夜中にひとりでこっそりとエロＤＶＤ見ているのを。あんな物買わないでください。それこそ美玖の教育上、よくないです」


「あれは師し匠しようが残してった物だ。あたしが買ったわけじゃねえ」


「先代様の？」


「そうだよ。だいたい、あたしはもう大人おとなだ。成せい人じんだ。エロだろうがグロだろうがゲロだろうが見ていいんだよ。けどな、尻しりの青い成り立て女子高生が見るにはまだ早い」


「だから、そんなものは見てません！」
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　というか、たとえ見ていいと言われても、ゲロだけは絶対に見たくないですが。


「本当かぁ？　もし見てやがったら、尻を百叩たたきだからな」


「だから。見てませんてば。それを言うなら美玖こそ注意してやってくださいよ」


「美玖がどうかしたか？」


　姉様、姉様！


　それまでにこにことふたりのやりとりを聞いていた美玖が、わたわたと腕うでを振ふり回した。


「美玖の奴、最近、ＢＬとやらの同人誌をネット通つう販はんで大量に買い漁あさっているんですよ」


「わ～～、それ言っちゃ駄目です～～」


　上体を乗りだした美玖が、両手で香月の口を塞ふさぐ真ま似ねをする。


「最近、と○のあなとかいう店からやけに荷物が届とどくと思ってたが……それか」


　遊眞が呆あきれた表か情おで美玖を見やった。


「あっあのその、それは……」


「調子に乗って買いすぎんじゃねえぞ、美玖。小こ遣づかいなくなったって知らねえからな」


「あ……はい、注意するです」


　香月が、びしぃっと遊眞を指さした。


「どうしてっ!?　どうしてわたしは『お尻を百叩き』で、美玖は『小遣いなくなったって知らないぞ』なんですかっ!?　差別だ！」


「それはな、香月」


　遊眞が何かを哀あわれむような目を向けてきたので、香月は小さく上体を引いた。


「な、なんですか」


「美玖は限度ってものを知ってるからだよ。逆に言えば、おまえは知っていない。そこが心配なんだよ」


　香月は不満そうに頰ほおを膨ふくらませた。


「い……意味が判りません」


「例たとえばだな、おまえは嫌きらいなものができると、それ憎にくしで凝こり固まっちまう。反対に好きなものができると、其奴そいつしか見えなくなっちまう。そこが少し心配だって話だよ」


「そんなことは……ありません」


「だからな、エッチなことに興味を持つのはいいが、もう少し大人になって、心に余よ裕ゆうができてからにしようや、香月。そうだな、おまえが大学に入ったら、幾いくらでもエロＤＶＤ見ていいから。なんだったら師匠が置いてった奴、全部おまえに譲ゆずるわ」


「要いりません、そんな物っっ！　というか、親が子供に優やさしく諭さとすような口ぶりでそんなこと言われてましてもっ」


「だって、あたしは今じゃおまえの親代がわりだもんよ。だから心配してんの」


「あ……はい、それは……ありがとうございます。でも、そんなことに興味は持ってませんからご安心ください」


「なら、いいけどな」


　遊眞は再びテレビ画面に顔を向け、忙せわしなく手を動かし始める。


「あの、お師様」


「なんだ？」


「先ほどの話の続きはどうなったのですか？」


「さっきの続きって、なんだ？」


　かくっと、香月が軽くずっこけた。


「ですから。わたしが狗く牙が絶だちの経験をするとかいうお話でしたが。その前に『温泉に行くか？』とも仰おつしやいましたが、関連が判りません」


「ああ、それか。それはな……」


「はい、それは」


「一時間後に風ふ呂ろに集合。そのときに話すわ」


　香月が今度は大きくずっこけた。


　遊眞がコントローラーを持ちあげてみせる。


「いや、これ、切りのいいところまで進めたいからさ。な？」


「な？　って言われましても……」


　香月は、は～～っとため息を吐ついて振ふり返った。


「仕方がない。美玖、部屋に戻もどって先に宿題を片付けようか」


「はい、姉様」





　　　　３




　遊眞の家の風呂は壁かべも床ゆかも風呂桶おけも木製だ。


　大きな湯船は檜ひのき製で、独特のいい薫かおりが浴室に充じゆう満まんしている。


　窓は大きく取ってあり、木の格こう子しが嵌はまっているものの、外がよく見える。


　もっとも今は夜。


　外は真っ暗で何も見えないのだが。


　山全体が遊眞の持ち物で私有地だから、入ってくる者などいない。


　たとえ不ふ心こころ得え者ものがいたとしても、武術の達たつ人じんである遊眞と彼女の愛まな弟で子したちなら、誰だれかが近づいてくれば直すぐに気がつくから、覗のぞかれる心配などない。


　湯船に浸つかった遊眞と美玖は、思い切り体を伸のばしてくつろいでいる。


　一方、香月は洗い場で髪かみの毛を洗っていた。


「香月ぃ」


　湯船の中から遊眞が呑のん気きな声をかけてきた。


「なんですか？」


「髪の毛、伸びたなぁ。それだけ長いと大変だろ」


「ええ、まぁ。ですが、もう慣なれました」


「あたしみたいに短いと、楽だぞ？」


「今ではこの髪の毛も自分の体の一部、そんな感覚が強くてですね」


「いやまぁ、そりゃ一部なんだろうが」


「髪の毛を切るのが、なんとなく腕や足を切るのと同じ気がして、切れません」


「そんなもんかね」


　遊眞は湯船の中で体を動かして、湯船の縁へりに両りよう腕うでを載のせ、香月のほうへ上体を乗りだすようにした。


「おまえのおっぱい、でかくなったなぁ」


　髪の毛にコンディショナーを擦すり込んでいた香月が、ぶっっ、と噴ふいた。


「そんなにでかいと、いろいろ大変だろ」


「べ、べつに大変では」


「あたしみたいにノーマルサイズだと、楽だぞ？」


「お師様のは、ノーマルサイズと言うには少し控ひかえ目なのではありませんか」


「なんだとぉ!?　てめぇ、あたしの胸むねが貧ない乳ちちだと!?」


「誰もそんなことは言っていません」


　遊眞が、ちっと舌した打うちした。


「そんなとこだけあたしを追い抜ぬいて大人おとなになりやがって、こんちくしょう。どうしたらそんなにでかくなれるんだ？　なぁ、美玖」


「はい、羨うらやましいです。秘ひ訣けつがあれば知りたいです」


「しっ、知りませんよ、そんなこと」


「尻しり揉もめませんよ？」


「知りませんよ、と言ったのです。耳まで腐くさりましたか、お師様は！」


「んだと、こら！　あたしのどこが腐ってるってんだ!?」


「心とか心とか心とかですよ。あと脳味み噌そも」


「こいつめ、言わせておけば……」


「それより、お師様」


　コンディショナーを洗い流すと、香月は手で軽く髪かみを絞しぼってから振り返った。


「先ほどのお話の続きは、どうなったのですか？　お風呂でしてくださるのではありませんでしたか？」


「先ほどの話……ああ、おまえの初体験の話な」


「ですから！　そういう言い方が誤ご解かいを招まねくのだと」


「おまえが勝手に誤解しただけだろうが」


「違います。お師様の言い方が、ことさら誤解を招くような言い方なのです」


「いやいや、言い訳わけしなくったっていいんだよ、香月。おまえくらいの年とし頃ごろだと、そういうのに興きよう味みが湧わくのは当然だからな。あたしはべつに目くじら立てないよ？」


「納なつ得とく顔で首肯うなずかないでください。それよりも！　早く本題に！」


「あ～～、判った判った。怒ど鳴なるなよ、近所迷めい惑わくだから」


「ここから半はん径けい数キロに亘わたって人家はないと思いますが」


「洒落しやれの通じねえ奴やつだな」


「お師様が巫ふ山ざ戯けすぎなのです」


　やれやれだな、と天を仰あおいでため息を吐ついた遊眞は、お湯の中から静かに立ちあがり、湯船の縁へりに腰こしを下ろした。


　ちょうど窓のほうを向く体勢だ。


　遊眞が窓の外に目を向ける。


　外には闇やみが広がっているだけだが、森の梢こずえが夜風に揺ゆれる音がはっきりと伝わってくる。


　それだけ静かなのだ、山の中は。


「ほれ、湯に入れ、香月。いつまでもそんなとこにいると体が冷えちまうぞ」


「あ……はい」


　そっと立ちあがった香月は、そっと湯船の縁を跨またいで、そっとお湯に足を入れ、そっとお湯に体を沈しずめた。


　視線を戻もどした遊眞は、香月と美玖を見下ろしながら、ぽつりと呟つぶやいた。


「大きくなったな、香月」


　香月はさっと両手で胸を隠かくす。


「お師様、いい加か減げんに其そ処こから離れて……」


「おまえが此こ処こに来たのは、幾いくつのときだっけかなぁ」


　遊眞のしみじみとした口調に、香月は抗議の声を止めた。


「あの頃は、あたしよりずっと小さかったのにな」


「あの……お師様？」


「いろいろと成長したもんだ。特に胸とか腰とか、あたしを完全に置き去りにしやがって。生なま意い気きな奴だ」


「やっぱりその話題ですか。いい加減にしてくださいよ、もう」


「おまけに、あたしが何か言う度たびに口答えしやがるし。反はん抗こう期真まっ盛さかりだな、おまえは」


「なんの話ですかっ!?」


「だからさ」


　という遊眞の口調には何な故ぜか一いち抹まつの寂さびしさが感じられる。


「おまえもそろそろ狗く牙が絶だちを経験してもいい年頃だろうって話だよ」


　遊眞の表情にはどこか翳かげがある。


　声にも愁うれいが含ふくまれている。


　何い時つもの遊眞との落差に戸と惑まどいながら香月は応こたえる。


「……あの……はい、お師様が必要だと認めるのであれば、わたしにはなんの異い存ぞんもありませんが」


「おまえにはまだ少し早いのかもしれねえ。だけど、いずれ経験しなくちゃならないことだからな。それにおまえには、いずれあたしの跡あとを継ついでもらわなくちゃならないんだ。早めに経験しておくほうがいいだろうと、そういう判断だ」


「ええ、ですから、お師様がそう考えるのなら、わたしは従したがうだけですので」


「まぁ最初はちょっと痛いかもしれねえけど、我が慢まんしてれば、そのうち慣なれるから」


「ですからっっ！　何の話ですかっっ!?」


「いやいや、マジな話だ、香月」


「……はあ？」


「痛いのは体じゃない。心だ」


「え……ええ？」


「こればっかりはな、やってみないと判らないんだよ。あたしも師匠に連つれていかれて、初めての経験をしたときは泣いた。痛くて泣いた。だからおまえも……あ、ちょと覚かく悟ごをしておけ♪」


「どうして最後、歌ってるんですかっ!?　というか……仰おつしやってることの意味が、さっぱり判らないのですけれど？」


「経験すりゃ判る。まぁ、何もないなら何もないでいいんだがな」


　湯船の縁へりに腰を下ろしていた遊眞は、上体を曲げ、お湯に浸つかっているふたりに向かって手を伸のばした。


　右手を香月の頭に、左手を美玖の頭に置くと、遊眞はふたりの頭を撫なでるように優やさしく叩たたいた。


「ふたりともいい娘こに育ったな。親代がわりのあたしとしちゃあ、随ずい分ぶんと誇ほこらしい気分だ」


「あ……はぁ……どうも」


「……ありがとうございますです」


「ですが、それを言うなら、お師様こそお若いのに、わたしと美玖の親代わりなど務つとめていただいたわけですから。感謝の言葉もありません」


「ま、ちょっと前までは父親もいたしな」


「先代様ですか」


「あんまりいい父親じゃなかったが」


「そ、それはあの、なんとも……」


　ははは、と笑う遊眞の笑い声が、浴室内に響ひびいた。


　おまえたちには、できればそのまま真まっ直すぐに育っていってもらいたいものだが……。さて、どうなるかな。心の痛みに負けなければそれも可能なんだが。まぁ、乗り越こえられなきゃ所しよ詮せんそこまでだ。哀かなしいけど、そんときゃそんときだな。


「そろそろ出るか。出たら晩ばん酌しやくだ。今夜は……そうだな、とっておきの八はつ海かい山さん大だい吟ぎん醸じようを飲やるとするかな。詳しよう細さいについちゃあ、そんときだ、香月」


「……はい、判りました」


　遊眞はふたりの頭から手を離して立ちあがると、ふたりを残して浴室から出ていってしまった。


　今日のお師様、いつもと少し違う……ような。


　遊眞が消えた浴室のドアを見つめながら、香月はそんなことを考えた。


「姉様」


　と言う美玖の声で香月の思考は破られる。


「ん？　なんだ、美玖？」


「狗く牙が絶だちの実戦、頑がん張ばってくださいです」


「そう……だな」


　お湯の中で美玖が香月に、そっと体を寄せてきた。


「美玖？」


「わたし、姉様のことが大好きです。もちろん、お師様も。おふたりはわたしの憧あこがれなのです。わたしもいつか姉様のように、お師様のように、華か麗れいに刀を振ふるってみたいです。人に仇あだ為なす狗牙を狩かっていきたいです」


「お師様はともかく、わたしくらいなら直すぐに追いつくさ。ま、そのためにはもっと修しゆ業ぎよう、さらなる精しよう進じんだ」


「はいです、姉様」


「さて、わたしたちも出ようか。あまりお師様を待たせると、飲み過ぎて酔よっぱらうかもしれない。酔っぱらったお師様から話を聞きだすのは一苦労だ」


　くすっ、と小さく笑って、美玖は香月の背中から静かに体を離した。


　ふたりは同時にお湯の中で立ちあがり、並んで浴室を後にした。





　　　　４




　髪かみの毛を乾かわかした香月と美玖が居い間まに戻もどると、甚じん兵べ衛え姿すがたで座ざ椅い子すの背もたれに背中を預あずけた遊眞が、手て酌じやくで日本酒を飲んでいた。


　陶とう製せいのぐい飲みの横に一いつ升しよう瓶びんが置いてある。


「お、やっと戻ったか。髪が長いと乾かすのが大変だな」


「ええ、まぁ」




[image: ]


「美玖、おまえは部屋で宿題でもしてろ」


「はい、お師様」


　狗牙絶ちの詳細を、遊眞は自分に聞かせたくないのだろうと、美玖はそう判断した。


　だから彼女は、おとなしく二階へ上がっていった。


　ぐい飲みを手にした遊眞は、器うつわの中の透とう明めいな液体を一気に飲み干ほした。


「は～～美う味まいっっ。やっぱ日本酒は辛から口くちを冷ひやで飲やるに限るな」


「そうですね。ええ、仰おつしやるとおりだと思います」


「なんだよ、その無責任かつ気のない肯こう定ていの返事は。だいたいおまえ、酒の味なんか判らないだろうが」


「お師様のことを見ていればだいたい判りますよ」


「どういう意味だ!?」


「それよりも。依い頼らいがあった狗牙絶ちについて詳くわしく教えてください」


　むくりと上体を起こした遊眞は、座椅子を回して、卓たくの上に載のせてあった地図帳を手に取った。


「狗牙絡がらみと思われる事件の情報が入ってな、宿老おとな衆しゆうから依頼が回ってきた」


　香月は居い住ずまいを正して、座ざ卓たくを挟はさんで遊眞の正面に座すわる。


　地図帳を広げた遊眞は、それを香月のほうに押しやった。


「ほれ、ここだ。長なが野の県軽かる井い沢ざわ町ちよう」


「長野県ですか。ですが、確か長野にも狗牙絶ち衆がいたはずでは？」


「タッちゃんな。でも、長野県、広いからな。あいつがいるのは木き曽そで、軽井沢となると、むしろあたしらのほうが近いくらいだ」


「そうなんですか？」


「おまえ、意外と地理に明るくないんだよな」


「意外とって、どういう意味ですか。ふつう、女の子は地理に弱いものです」


「そんなときだけ女の子を強調してるんじゃねえぞ、こら。っていうか、まるであたしが女の子じゃないみたいだな、おい」


「お師様はもう、女の子ではないのではありませんか。さっき、大人だからどうとかって仰ってましたけど。というか、女の子はそんな恰かつ好こうで日本酒を飲んだりはしません」


「ちっっ、ああ言えばこう言う奴やつだな、おまえは。そんな屁へ理り屈くつばっか捏こねてると、彼氏できねえぞ」


「大きなお世話です。当分、彼氏を作る気などありませんから、ご心配なく。それより、此こ処このほうが近いと言うのは本当なのですか？　軽井沢なら高速を使うのですよね？」


「ん、まぁ、それでもいいんだけどよ」


「他ほかにルートがあるのですか？」


「これ見てみ」


　遊眞は、ぱらぱらと地図帳のページをめくった。


「ここが秩ちち父ぶだ。で、こっから国道２９９号を走って志し賀が坂さか峠とうげを越こえる」


　遊眞は説明するルートを指でなぞっていく。


「そのまま十じつ石こく峠方面に走り、途と中ちゆうで右に折れ、塩しおノの沢さわ峠経けい由ゆで下しも仁に田たに抜ける……って、ああ、そうか、今はトンネルで峠をアンダーパスできるんだっけな。昔に比くらべれば随ずい分ぶんと楽になったもんだ。その代かわり情じよう緒ちよもへったくれもないけどな。まぁ、それはさておき。国道２５４号に出たら佐さ久く方面に走り、途中で右折する」


　遊眞はさらに指を進める。


「ほれ、和わ美み峠を越こえりゃ、もう長野県だ」


「ああ、そういうルートなんですね。高速は使わないのか」


「花はな園ぞのインターから関かん越えつ乗るとか下仁田から乗るとか、使おうと思えば使えるんだけどな。高速走ったって楽しくないだろ」


「そう……ですかね」


「峠のワインディング走ったほうが絶対楽しいって」


「仰おつしやりたいことは判らないでもないのですが、その前に車を何とかしてください」


「なんでえ。あれが不満なのかよ」


「というかですね、軽トラックで峠のワインディング走るって、いろいろ無理がありすぎだと思います」


「じゃあ、香月が買ってくれよ、新車。四よん駆くがいいな、四駆。スバルのインプレッサとかレガシィ辺あたりでいいや」


「な、何を無茶なことを。お師様にならともかく、わたしにそんなお金があるはずがないでしょう」


「判ってるって。ちょっとした冗じよう談だんだって。いちいち本気に取るなよ」


　不満そうに遊眞を睨にらんで、もごもごと口を動かした香月だが、結局、それ以上は何も言わなかった。


「で」


　地図帳に目を落とした香月が、軽井沢駅の辺りを指さした。


「此こ処こに温泉があると？」


「……は？　いや、あるけどな、温泉」


「すみません、間ま違ちがえました。此処に狗く牙ががいると？」


「なあ、香月」


「……はい」


「今の洒落しやれ？　冗談？　あたし、突つっ込むべき？」


「いいです、もうスルーしてください。自分でも失敗したと思っているのですから」


　遊眞は、くすっと笑って言った。


「あんまり無理すんな、香月。似に合あわないことやったって疲つかれるだけだぞ」


「ええ、そうですね。もうしません」


　くすくすと笑いながら遊眞は地図帳に指を這はわせた。


「それらしい情報があったのはもうちょっと上の、ほら、北軽井沢との境きよう界かい近い山の奥のほうなんだけどな。正式な町名で言うと長なが野の原はら町まちの北軽井沢になるんだが」


　顔を上げた遊眞が。知ってるか？　と言った。


「北軽井沢って、軽井沢のくせに群ぐん馬ま県なんだぜ」


　香月が、きょとんとした表か情おを遊眞に向ける。


「それが何か？」


「……いや、いい。おまえと地理談だん義ぎしようと思ったあたしが馬ば鹿かだったよ」


「あ。なんだか、いま凄すごく馬鹿にされた気分なのですが」


「せめて浜はま名な湖こと田た沢ざわ湖の区別くらいつけてくれよ」


「お師様、わたしを舐なめすぎですね」


「じゃあ、田沢湖って何ど処こだよ!?」


　遊眞が地図帳の最初にある日本の全国図を示すと、香月は自信満々の表か情おで、右手の人指さし指を地図上の一点に下ろした。


「此こ処こです」


「…………おまえ、其それは猪い苗なわ代しろ湖だ」


　こいつ、絶対、宮みや崎ざき県が判らないクチだな。あの県知事が泣いて悔くやしがるぜ。


　呆あきれた表情で見ている遊眞の目の前で、顔を赤らめた香月は地図帳の上から素す早ばやく指を引っ込め、そしてそのまま地図帳を閉じてしまった。


「で、狗牙がいるという情報は確実なのですか？」


「香月、おまえ、今の失しつ態たいをなかったことにしようと思っているようだが」


「な、なんのことでしょう」


「あたしの脳内メモリーにしっかりと保存されたかんな！」


　お師様のメモリーはＲＯＭロムじゃなくＲＡＭラムだから大だい丈じよう夫ぶ。


　と密ひそかに思う香月だった。


　ちなみにＲＡＭとはランダム アクセス メモリーの略りやくで、ＲＯＭとはリード オンリー メモリーの略だ。


　ＲＡＭは電源を落とせばリセットされてしまうから、保存されていたデータは消えてなくなる。


　遊眞は直すぐに忘れてしまうだろうと香月は見み抜ぬいているわけだ。


　お師様の脳のう味み噌そはＲＡＭですから大丈夫、と嫌いやみのひとつも返してやりたいところだが、返してしまえばまた遊眞から何か攻こう撃げきを受けそうだ。


　そこで香月はぐっと我が慢まんをして、


「地理なんか知らなくても生きていけます」


　と強がってみせるに留とどめた。


「お？　とうとう開き直りやがったぞ、此奴こいつ」


「それよりも、お師様、事件の話を！」


「ああ、判った判った」


　苦笑した遊眞は、空からになっているぐい飲みに一いつ升しよう瓶びんから酒を注つぎ、一口舐めてから酒器を置いた。


「その北きた軽かるとの町まち境ざかい……というか県境でもあるわけだが、そこに近い山の中で四し肢しをバラバラにされた首無し遺い体たいが見つかったんだとよ。警察の発表だと熊くまに襲おそわれたんじゃないかって言うんだけどな」


「それだけじゃないんですね」


「ああ、そうだ。バラバラで首無しの上に、内臓が抜かれていたんだと。こっちは正式に発表されちゃいないがな」


　見る間に香月の表か情おが強こわばった。


「それは！」


「異様な死体だったんで検死したわけだが、その結果、熊の仕し業わざとは思えないってことになってな。その情報が宿老おとな衆しゆうのところに回ってきた。まぁ、そんなわけで『おまえが近いから調べに行け』ってなってな」


「何か不ふ審しんな者の目もく撃げき情報とかは出ていないのですか？」


「今のところ特にないらしい。狗牙は普通に人に紛まぎれているから、現地に行って調べてみないとなんとも言えないが。とりあえず明あ日す、現地入りするから、朝のうちに学校に電話入れておけ」


「了りよう解かいです……が、お師様」


「なんだ？」


「わたしも同道してしまうと、美玖が一人になってしまいます」


「ああ、明日の午後に東京からヨッコが来てくれるってよ」


「あ、そうなんですか」


「しっかし、師し匠しようが引いん退たいなんかしやがるから、仕事がやり難にくくていけねえな」


「先代様ですか」


「おまえになら充じゆう分ぶん務つとまるとか勝手なこと言いやがって。自分だけ楽すんなってぇの」


「それは先代様がお師様を信しん頼らいしているということでしょう」


「そうかぁ？　ただ単に仕事が面めん倒どうくさくなっただけだぜ、あの野や郎ろう。というか、一ひと所ところに落ち着いてるのが嫌いやになっただけかもしれねえけどな」


「旅の好きなお方でしたものね」


「まぁ、それはいいんだけどよ。これからはあたしとおまえが組んで動くことが増ふえる。師匠がいればなんの問題もないのによ」


「そう……ですね。今回のように他県まで出で張ばるとなると、現地で何日もかかるのは確実でしょうし」


「その間、美玖を一人でここに残しておくのも気が引けるからな。しばらくの間、誰だれかに来てもらうかなぁ」


「そのほうがいいと思います」


「まったく、あの不ぶ精しよう者もののせいで面倒ばかり増えやがる」


「お師様、先代様のことをそんな……」


　容よう赦しやのない遊眞の評価に香月は苦笑するしかない。


「ま、いい。それは先の話だ。とりあえず今回はヨッコが来てくれるからな」


「はい」


「ってことで、明日は朝早くに出るぞ。朝あさ練れんもなしだ。今日はとっとと寝ねちまえ」


「はい、判りました」


　腰こしを浮うかせかけた香月を、ああそうだ、と遊眞が呼よび止める。


「なんでしょう？」


「おまえ、どれを持って行く？」


「どれ……とは、狗く牙が絶だちの劔つるぎのことですか？」


「そうだよ。相手が狗牙の可能性があるんだからよ、狗牙絶ちの劔でないとな」


「では、玉たま響ゆらを」


「おまえ、あの刀が好きだな」


「はい。なんというか、こう、手に馴な染じむ感がいちばん強いのです。よろしいですか？」


「ああ、いいよ」


「お師様は亢こう竜りゆうですね？」


「いや、今回はもちっと短いのにしようと思ってな。伍ご番ばんの寄ご居う虫なでも持って行くかな」


　香月が、ぼそりと呟つぶやいた。


「お師様にはお似に合あいの刀だ」


「はあ？　今なんつった!?」


　ちなみに、寄居虫とは「やどかり」のことだ。


「いえ何も言ってませんが。それより、どうして亢竜じゃないのですか？」


「軽トラだと、運転席に収おさまらねえし」


「あ！」


「まさか、荷台に積つんで走るわけにもいかねえもんな」


「お師様、やっぱり車、買いましょうよ。四よん駆く、いいじゃないですか。四駆のワゴンだったら、亢竜だってカーゴルームに積めますよ」


「そうだな。考えとくか」


「ベンツのワゴンとか、頑がん丈じようそうでいいのでは？」


「そんな高い車買えるか！　っていうか、抑そもそも、ベンツにゃ四駆のワゴンなんかないだろ」


「あれ？　そうでしたっけ」


「ま、車の話はまたにして。あたしはもう少し飲んでから寝る。おまえは早く寝ろ」


「はい」


　首肯うなずいて、香月が立ちあがる。


　居い間まを出るところで改あらためて師匠に一礼した香月は、足音も立てずに二階への階段を上がっていった。


　一いつ升しよう瓶びんを持ちあげ、ぐい飲みに酒を注ついだ遊眞は、酒器を持ちあげ、一気に酒を喉のどに流し込んだ。


　手にしたぐい飲みを静かに卓たくの上に戻もどすと、遊眞は小さなため息を吐つく。


　初体験……初体験か。大だい丈じよう夫ぶかな、香月の奴やつ。ま、狗く牙が絶だち衆なら誰もがいつかは通る道だ。痛くて泣こうが喚わめこうが逃にげられねえわけだが……。


　遊眞はまたも一升瓶に手を伸のばす。


　あいつ、剣の腕はとびきりなんだが、どうにもこうにも生き真ま面じ目めだからな。真面目すぎるっつ～か、心に余よ裕ゆうがないっつ～か。いつか、ぽっきりと折れそうで、こっちとしちゃそこが心配なんだわな。あいつに男でもできりゃあ、もう少し余裕ができるだろうに。


「ありゃ、もう残りが少ねえな」


　遊眞は持ちあげた一升瓶の重さを確かめるように軽く上下に振ふった。


「ここで全部飲んじまうのはもったいない。八はつ海かい山さん大だい吟ぎん醸じようなんて、滅めつ多たなことじゃ手に入らないもんな。残りは先の楽しみに取っておくとするか」


　瓶を床ゆかに戻した遊眞は、くすっと思いだし笑いをする。


　男……男か。あいつに彼氏なんかできんのかね、本当に。つか、できたらできたで見み物ものだがな。あいつの彼氏になる奴、きっと苦労すんだろうな。


　遊眞は静かに滑なめらかに立ちあがった。


「さて、明日も早いし、あたしもとっとと寝るとする……か？」


　大画面テレビにコードで繫つながっている小さな黒い箱のような物が遊眞の目に入ってきた。


「その前に、ちょっとだけ続きをするかな」


　遊眞が寝たのは、結局、夜明けに近い午前三時過ぎだった。




第２章　香月、狗牙絶ちの実戦に挑む
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「ふわぁぁあ～～～～」


「お師し様さま、生なま欠伸あくびしながらハンドル握にぎるのは止やめてください」


「そんなこと言ったって眠ねむいんだもんよ～～」


　遊あそ眞まは助手席の香か月づきに赤く充じゆう血けつした目を向けてきた。


　今日の遊眞は黒のミニスカドレスに白いブラウスという出いで立ちだ。


　いわゆるゴスロリ系けい……といえようか。


　小こ柄がらで可愛かわいい見た目の遊眞には割と似に合あっているのだが、軽トラックの運転席に座すわるには違い和わ感かんがありすぎだった。


　信号で止まっているときに、擦すれ違ちがう車の運転手がぎょっとした顔で仰のけ反ぞったりするほどだ。


　その度たびに香月は、恥はずかしくて顔を伏ふせてしまうのだった。


　その香月は新しい高校の制服──紺こん色いろのセーラー服に紺色の長めのスカート──に身を包つつんでいる。


「わ～～、前見てください。前！　脇わき見み運転反対！」


「五う月る蠅せぇなぁ。文もん句くがあるならおまえが運転しろよ」


「わたしは免めん許きよを持っていません」


「こんな山ん中の道、パトカーなんか走ってやしねえよ。検けん問もんもやってねえ……って、何難むずかしい顔して眉み間けんに皺しわ寄せてやがるんだ？」


「いえ、無免許のわたしが運転するのと、寝ね不ぶ足そくのお師様が運転するのと、どちらがより危険だろうと考えているのです」


「で、結論は？」


「わたしの運転のほうが危険です。特にこんな山道では」


「だろうなぁ。おまえ、運転下へ手たくそだもんなぁ」


　香月が少しむっとした表か情おになる。


「下手も何も、わたしはまだ免許を持っていないのですから当然でしょう」


「美み玖くも免許ねえけど、もうちょっと上う手まいぜ？」


　ぐぅ、と呻うめいた香月は、静かに右手を持ちあげ、顔の前で握にぎり拳こぶしを作った。


「運転が下手くそなわたしとしては、お師様が寝ないようにしっかりと見張って、もしも寝そうになったら拳げん骨こつで殴なぐって起こすのがよいと思いました」


「いいわけあるか、馬ば鹿か！」


「ほらほら、余よ所そ見みしないでくださいってば！」


「あ～～、も～～、眠いし香月五う月る蠅さいし運転面めん倒どうだし。仕事放ほう棄きして帰ろっかな」


「んなわけにいきますかっっ」


「判わかってるよ。冗じよう談だんだよ。あたしもそこまで無責任じゃねえ」


「それを聞いて安心しました」


「あ～～、ようやく峠とうげに着いたわ。つ～か、まだこんなとこか」


「え？」


「やれやれ先は遠いな。やっぱ高速使ったほうが早かったかな。でも、高速退たい屈くつだから、もっと眠くなるしなぁ」


　右に左に軽トラックをぶん回しながら曲がりくねった国道を運転してきた遊眞がアクセルから足を離し、路ろ肩かたに車を止めた。


「その先が志し賀が坂さか峠だ。ちょっと一いつ服ぷくな」


　峠には小さなトンネルがあるだけで、そこから先は下りになっている。


　シートベルトを外はずした遊眞がドアを開けて車外へ出た。


　ミニスカドレスであっても、左腰こしの部分は刀を差させるように魔ま改かい造ぞうされている。


　車から持ちだした厚あつ手でのコートを羽は織おった遊眞は、フロント部に背中を寄りかからせてよく晴れた青い空を見上げた。


「寝不足の目には、お日様が眩まぶしいな」


　香月もシートベルトを外し、遊眞に倣ならって車を降おりた。


　車外に出ると、遊眞同様、持ちだしたコートを羽織る。


　もっとも、コート自体は遊眞の物とは違って薄うす手での春物だ。


「あまり見み晴はらしはないんですね」


　周囲をひとしきり見渡した香月がそう呟つぶやくと。


「まぁ、たかだか標ひよう高こう八百メートルかそこらの峠だからな」


「あれ？　お師様、煙草たばこを？」


「ああ、基本、吸すわないんだけど、今日は眠ねむ気け覚ざましだ。だからメンソール」


　咥くわえた煙草にポシェットから取りだしたライターで火を点つけると、遊眞は大きく吸い込んだ。


　さぁて、今回の狗く牙が絶だち、どうなるかな。早いほうがいいと思って香月の奴やつを連つれてきてはみたものの……吉きちと出るか凶きようと出るか。いや、鬼おにが出るか蛇じやが出るか、か。


　遊眞は何度か息を吸い、その度たびに紫し煙えんを吐はきだしていたが、やがて。


「やっぱ、美う味まいもんじゃねえな。師し匠しようは美味そうに吸ってたがよ」


　煙草を口から離すと携けい帯たい灰はい皿ざらに押し込んでしまった。


　春の風が遊眞と香月の髪かみを揺ゆらす。


　たかだか標高八百メートルとはいえ、やはり里さとの空気に比くらべれば此こ処こは冷えている。


　確か軽井沢も標高が千メートルくらいあったような。


　もう少し厚いコートにすればよかったかと、香月は少し後こう悔かいした。


「よし、眠気も覚めた。そろそろ行くか。向こうじゃ内ない諜ちようの安あん保ぽの人間が待ってるだろうからな、あんまり遅おくれるわけにもいかねえ」


「内諜の安保……ですか」


　内諜の安保とは内ない閣かく諜ちよう報ほう部ぶの安全保ほ障しよう室のことだ。


　香月は今日が初めての実戦だからまだ内諜の安保の要員に会ったことはないが、話には聞いている。


　狗牙を狩かる狗牙絶ち衆に協力して動いている政府の組そ織しきだ。


　内諜の安保は、各地から上がってくる怪かい事じ件けんや変死体の情報を集めている。


　その中に、これはと思えるケースがあると、狗牙絶ちの宿老おとな衆しゆうに連絡を入れ、情報を提供することになっているのだ。


　また狗牙絶ち衆が現地で動くのを陰かげからサポートする役目も負おっている。


「会って楽しい連中じゃないがな」


　大きく伸のびをしてから、遊眞は車のドアの前でコートを脱ぬいだ。


　香月も羽織ったばかりのコートを脱いで、再ふたたび助手席のドアを開ける。


　運転席に乗り込んだ遊眞がキーを捻ひねると、いかにも軽という甲かん高だかいエンジン音が響ひびき、車体が震ふるえた。


「じゃ、行くぞ。あたしが眠ねむりそうになったら優やさしく起こせ」


「お任まかせください」


「おい。なんで拳こぶしに息いき吹ふきかけてんだよ!?」


「あまり気にされないほうが」


「気にするわっ」


　遊眞がアクセルを踏ふみながらラフにクラッチを繫つなぐと、軽トラックはタイヤのスキッド音を響かせ、車体後部を僅わずかに左右に振りながら急発進した。


　遊眞運転の軽トラックは、国道２９９号から塩しおノ沢さわトンネル経けい由ゆで国道２５４号に出て、主要地方道下しも仁に田た軽井沢線で和わ美み峠を越こえ、ノンストップで軽井沢町に入っていく。


　ふたりを乗せた軽トラックは軽井沢の街まち並なみを抜け、警けい察さつ署しよの駐ちゆう車しや場じように乗り入れた。
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　警察署の受うけ付つけで「警視庁の薄すすき田ださん」を呼よんでもらうと、直すぐに黒っぽいスーツに身を包つつんだ男がやって来た。


　内諜の安保の要員は警察にも身分を明あかさないから、このように地方の警察に顔を出すときは警視庁の人間だと名乗ることが多い。


　もちろん、警視庁には薄田という警部がいることになっている。


「舘かん山ざん寺じさんですね」


「薄田警部さんか。舘山寺遊眞だ」


「遠いところをようこそ。薄田です」


　名乗った男は、黒っぽいスーツに薄い色合いながらサングラスをかけ、警官というよりヤクザといったほうがお似に合あいだ。


　あるいは公安か。


　いずれにせよ、地方の警察署の中では浮ういた存在であることは間ま違ちがいない。


　遊眞の背はい後ごにいる香月に目を留とめた薄田が、小声で訊きいてきた。


「其方そちらは？」


　遊眞も声を落として応こたえる。


「あたしの弟で子しだ。修しゆう学がく院いん香月という。今回の件の手て伝つだいとして連れてきた」


「そうですか」


　女子高生を連れてくるなんて仕事を舐なめてるのか!?　というのが普通の反はん応のうだと思うのだが、薄田という男はまったくなんの感情も見せないままに首肯うなずいた。


　まるで香月に関心がないかのようだ。


　それとも。


　女子高生であろうと女子中学生であろうと、狗く牙がが狩かれるのなら誰だれでもいいということなのか。


　あるいは。


　子供を連れ込んで狗牙に殺されても、それは狗牙絶だち衆の勝手ということか。


　薄田は無表情のまま体を回すと、


「どうぞ、此方こちらへ」


　とふたりを招まねいた。


　遊眞も香月も、手ぶらである。


　さすがに警察署に乗り込むのに狗牙絶ちの劔つるぎは持ってこない。


　霊れい性が高く、常人には視認しづらい刀とはいえ、警官が相手となると気を遣つかわざるを得ない。


　日ひ頃ごろから鵜うの目鷹たかの目で犯罪者を追い求めている警察官の中には、並外はずれて目め利ききの優すぐれた者もいるのだ。


　もしも気づかれたら確実に一ひと騒そう動どう持ちあがる。


　此こ処こではそんな危険を冒おかす必要もない。


　ふたりは薄田の先せん導どうで霊れい安あん室しつへ足を運んだ。


　霊安室。


　言い換かえれば、死体置き場である。





　　　　３




　霊安室には若い女がひとりいた。


　こんな場所にひとり平然と立っているのは大したものだ。


　自分が此処にひとりで取り残されたら、あまりいい気分はしないだろう。


　香月はそう思う。


　紺色のスーツに白いブラウス、タイトなミニスカートを穿はいて眼鏡めがねをかけている女は、遊眞に対して内諜安保の今いま出で川がわだと名乗った。


　警察署では薄田の部下の今出川巡じゆん査さ長ちようになっているのだそうだ。


　薄田に比くらべると受け答えもはきはきとしていて、遊眞は彼女に対して好こう印いん象しようを持った。


　こいつもいずれ薄田みたいに、無感情の冷れい血けつロボになっちまうのか……。いかにも惜おしいな。美人なのに。


　美人だから惜しいという遊眞の評ひよう価かはどうかと思うが、しかし、確かに今出川は初うい々ういしさ全開だった。


　入りたてなんだろうな、きっと。薄田の奴やつ、経けい験けん値ち稼かせぎに連れだしたか。まぁ、あたしも同様に香月を連れだしてるから文句を言う筋すじ合あいじゃねえが。


「これが問題の遺い体たいです」


　今出川が遺体にかかっているシートを捲めくった。


　うっっ。


　香月は寝しん台だいに横たわった無む残ざんな全ぜん裸らの遺体を直視できずに思わず目を逸そらせた。


　そしてそのまま、あらぬ方向を見続ける。


　愛まな弟で子しにちらっと目を走らせた遊眞は、香月とは逆に視線を遺体に向け、冷れい徹てつな目で遺体の検分を開始した。


　遊眞にとって、遺体はもはや単なる物体だ。


　首から上が無く。


　両腕うでは肩かたの先から無く。


　両足は太ふと腿ももから下が無く。


　腹には大きな穴が開き。


　赤い空くう洞どうがぽっかりと口を開けている。


　両胸むねにも、何かが毟むしり取られたような赤黒い二つの穴が。


　遺体からはすでに腐ふ臭しゆうも漂ただよってきている。


「……女か」


　薄田が部下の女を見た。


「はい、そうです」


　今出川は手元の書類と遺体を交こう互ごに見ながら応こたえた。


　無残な遺体を間ま近ぢかに見ても、驚おどろきも怯おびえもしないのはさすがだった。


　初々しい今出川であっても、内諜の人間はやはり内諜の人間ということか。


「軽井沢に遊びに来ていた女子大生がひとり行方ゆくえ不明になっていますので、たぶん、被害者は彼女ではないかと思われます」


「他に行方不明者は？」


「今のところ、おりません」


　今出川の乾かわいた声が、冷ひえ冷びえとした霊安室に響ひびく。


「死し亡ぼう推すい定てい時じ刻こくは四日前の夜遅おそく、あるいは夜中ではないかということです。発見されたのが昨さく日じつの早朝。何せあちこち無くなっていますし、遺体の発見が遅おくれましたので、正確な時刻を割りだすのは難むずかしいようです」


　薄田が口を挟はさんできた。


「此方こちらの見み立たてでは、九十九％、狗く牙がの仕し業わざだと思うのですが」


「九十九％？　馬ば鹿か言うな。こりゃ百一％の確率で狗牙の仕業だ」


「そうですか」


　狗牙絡がらみの事件だと断定されても、薄田の声にはなんの変化も現あらわれなかった。


「事件発生は四日前な……もう逃にげた可能性もあるが、しかし、奴やつら、一度美お味いしい目を見ると、しばらくその場に留とどまる傾けい向こうもある」


「いちおう警察による警けい戒かい網もうは敷しいてありますが、そう簡単に職しよく質しつに引っかかるとも思えません。舘山寺様は如何いかがなされますか？」


　と今出川が訊きいてきた。


「そうだな。ここは観光地だ。地元以外の人間が大勢歩いている。余よ所そ者ものがいても目立たないから、奴らにとっちゃ、案外、居い易やすい場所かもしれねえな。もっとも、狗牙が仕事を持ってる奴だとすると、そうそう長なが居いもできねえはずだが……よし、今日から二、三日、近くに宿やど取って泊とまるわ。あたしらも近ちか場ばを歩いてみるが行動範はん囲いには限界があるしな。そっちで何かあったら直すぐに連絡をくれ。あたしの携けい帯たいの番号は知っているな？」


「はい、存じあげております」


「山の中で携帯が繫つながらない可能性もあるか。その場合は……宿が決まったら、あんたのほうに報しらせるから、携帯が繫がらない場合は、其方そちらに伝言を残してくれ」


「承知しました」


「何ど処こか、いい宿はあるか？」


「署の人間に訊いてみましょうか？」


「ああ、そうか。あんたら、此こ処この人間じゃなかったっけな。いや、いい。駅前の案内所で探さがすわ」


「では、よろしくお願いします」


「よろしくお願いします」


　今出川は丁てい寧ねいに、薄田は慇いん懃ぎん無ぶ礼れいともいえるような態度で、共に頭を下げた。


「おい、香月、行くぞ」


　呼よばれて香月が、はっと顔を上げる。


「どうしたい？　気分でも悪くなったか？」


「いえ、そんなことは」


「だったら、しゃんとしろ、しゃんと」


　遊眞の叱しつ咤たで、香月は背せ筋すじを伸のばした。


　そして、ちらっと寝台の上に視線を走らせ。


　だが、直すぐに逸そらせてしまう。


　う～～ん、やっぱり香月にはまだ刺し激げきが強かったか？　けど、あたしの初体験なんか、十三のときだからな。あんときの遺体は、もっと酷ひどかった。っていうか。中一の女の子にあんなモン平気で見せるなんて、うちの師し匠しようもどうかしてやがるぜ。おかげで、しばらく飯めしが食えなかったもんな。


　それに比くらべれば、いま見た遺体はまだましだと遊眞は思う。


　思うが、香月にはかなり衝しよう撃げき的だったのも判わかる。


　問題は遺体がどんな状じよう況きようかではなくて、狗牙がどんな奴かということだ。


　そこが最大の問題だと遊眞は考えている。


　危き惧ぐしている。


　外はずれてくれればいいんだが。


　遊眞はそう願いながら、薄暗い警察署の建たて物ものの中から明るい陽光の降ふり注そそぐ戸こ外がいへと足を踏ふみだした。
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　雑ぞう木き林ばやしの中の小こ径みちを黒くろ塗ぬりのセダンが猛もうスピードで走ってきて、そして急停車した。


　このクラスの高級車になるとみなＡＢＳ──アンチロックブレーキシステム付きだ。


　どれほど強くブレーキを踏んでもタイヤが滑すべることはない。


　停とまったセダンのドアが乱暴に開けられ、後部座席から遊眞と香月が飛びだしてきた。


　当然の如ごとく、ふたりは狗牙絶だちの劔つるぎを抱かかえている。


　運転席からは黒の上下の薄田が、助手席からは紺色のスーツにタイトなミニスカートの女性──今出川だ──が降りてきた。


　薄田のほうは相変わらず感情が抜ぬけ落ちたような表情だが、今出川のほうには感情が現れている。


　不安の色が、はっきりと。


　経けい験けん値ち稼かせぎはいいんだけどよ。こっちの足だけは引っ張ぱらないようにしてもらわないと困こまるぜ。


　と思いつつ、遊眞は冷たく言い放はなつ。


「あんたらはここで待たい機き。不ふ審しんな奴が近づいてきたら、即そく座ざに待たい避ひしろ。待避してから、あたしを呼よびだせ。仕し留とめようなんて思うな」


「了りよう解かいしております」


「りょ、了解です」


　今け朝さ方がた、たまたま近くを散歩に通りかかった近所の人から「人の悲鳴のような叫さけび声のようなものを聞いた」という連れん絡らくが警察に入ったのだ。


　情報は直ただちに薄田に報しらされ、彼は遊眞を呼びだした。


　車を遊眞と香月が泊とまっている宿に回した薄田と今出川は、ふたりを拾ひろって現場に急行してきた。


　まだ狗牙がいると決まったわけではないが、万が一のことを考え、警察官は現場に近づかないように手配してある。


　黒白のミニのドレスの左腰こしに刀を差した遊眞の出いで立ちは、知らない者が見たら笑ってしまいそうなアンバランスさだったが、薄田も今出川も真剣な表か情おを崩くずさない。


　香月も左腰に狗牙絶ちの劔を差し、下さげ緒おを結むすんだ。


「香月、行くぞ」


「はい」


　ふたりは雑木林の中を滑るように駆かけだした。


　軽井沢の別べつ荘そう地ちの中でも、此こ処こは外れのほうだ。


　別荘の数も少なく、一棟とうあたりの敷しき地ち面積も広く、人通りもないため、辺あたりは深しん閑かんとしている。


　目的の建物は、直ぐに現れた。


　大きなテラス付きの、いかにも別荘というウッディな作りの平屋の建物。


　敷地の周囲は緑の生け垣がきで囲かこまれていた。


　遊眞は走る勢いきおいを殺さずに背の低い生け垣をひらりと跳とび越こえた。


　戸口へ回ろうとした香月が、慌あわてて方向転換をする。


　遊眞の後を追って香月も生け垣を跳び越えた。


　高々と跳んだ香月の長いスカートが翻ひるがえる。


　別荘のウッドデッキに不審な影が現れた。


　遊眞には直ぐに判わかった。


　あの影は狗牙であることが。


「ビンゴ！」


　狗牙絶ち衆は狗牙の臭におい、気け配はいに敏びん感かんだ。


　どれほど上う手まく人を装よそおっても、近くに立てば狗牙であることを感じ取れる。


　逆に言えば、それができないと狗牙絶ち衆は務つとまらない。


　いま遊眞には、はっきりと感じられる。


　狗牙の臭いが。


　嫌けん悪お感を催もよおす腐ふ臭しゆうのようなその臭いが。


　走りながら、遊眞は左の親指で鍔つばを押して鯉こい口ぐちを切り。


　同時に右手を柄つかに乗のせた。


　狗牙が跳んだ。


　人にはあり得ないような跳ちよう躍やく力で高々と跳んだ。


　遊眞が足を止め、頭上を越えていく狗牙を見上げた。


　現れた狗牙はジーンズにＴシャツとパーカー、頭には野や球きゆう帽ぼうという出で立ちだった。


　なるほど、これなら観光地を歩いていてもそれほど目立たない。


　狗牙は遊眞の背はい後ご数メートルの地点に着地し。


　着地した瞬しゆん間かん、斜ななめ後方に跳んだ。


　さすがの遊眞も完全に背後を取られた……かと思ったが、既に彼女は迫せまり来る敵てきに正せい対たいしていた。


　狗牙は相手の素す早ばやい応対に驚おどろきながらも、攻こう撃げきを止めなかった。


　いや、もう止められなかった。


　勢いのまま遊眞に向かって飛びかかり、右みぎ腕うでを振りあげる。


　狗牙が振るう右手には鋭するどく長い爪つめがあった。


　人の体など軽々と切り裂さきそうな爪だが、しかし切り裂いたのはただの空間だった。


　最小の足捌さばきで相手の攻撃範はん囲いから外れた遊眞は、相手が空から振ぶった瞬間に左手を引いた。


　刀とう身しんが煌きらめき。


　遊眞が右の手首を返すと。


　抜き身が宙を走った。


「ぐっがぁあぁぁあっっ」


　地面に転ころがった狗牙は、しかし直すぐに立ちあがる。


　奴やつは右腕の肘ひじから先を無くしている。


　それなのに、ほとんど出血が見られない。


「香月、止とどめを刺さしてみろ」


　それまで参戦の機会を摑つかめず、ただ狗牙と遊眞の闘たたかいを見守るだけだった香月が一歩を踏ふみだした。


　左手で鞘さやを握にぎり。


　左の親指を鍔にかけ。


　右手を柄に乗せ。


　滑すべるように狗牙との距きよ離りを縮ちぢめていく。


　自分に向かってくる新たな敵に対して、またも狗牙が跳んだ。


　香月の頭上から渾こん身しんの力を込めて残った左腕を振りおろす狗牙。


　しかし。


　実戦経験がないとはいえ、天てん心しん無む明みよう流りゆうの修しゆう練れんを積つんでいる修学院香月。


　狗牙のリーチを見切り、軌き道どうを見切り、簡単に体たいをかわす。


　必ひつ殺さつの一撃を軽々とかわされ、狗牙の体勢が崩くずれた。


　バランスを崩しながら着地したその瞬間を、香月は見み逃のがさない。


　一気に相手との間合いを詰つめ。


　凄すさまじい速さで鞘引きをし。


　刀身が鞘走った。


　香月が右手を返すと。


　刀身は水平に走り。


　狗牙の首が飛んだ。


　すぐに両手持ちに変えた香月は静かに刀を引き。


　鋭く一歩を踏みだしながら。


　両手で刀を突つく。


　水平になった刀の切っ先が狗牙の胸に潜もぐり込み。


　心臓を貫つらぬくと。


　狗牙は小さく跳はねるように痙けい攣れんし。


　直後に、その場に頽くずおれた。


　心臓を貫いた香月は、刀を引いて一歩、二歩と後あと退ずさり、そこで残ざん心しんの構かまえを示す。


　ふぅん。初めて狗牙を前にしたにしちゃあ、刀に迷まよいが見られねえな。大したもんだ。こりゃ、心配することもなかったか？
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　香月の堂々たる闘いぶりを見た遊眞は、自分の心配が杞き憂ゆうに終わりそうなことに思わず安あん堵どの息を吐はいた。


　やがて狗牙の肉体はぐずぐずと崩れだし。


　そのうち砂さ塵じんのような細こまかな粒りゆう子しとなって。


　林を吹ふき抜ける風に舞まった。


　それを見み届とどけてから、香月は残心を解とき、滑なめらかな所しよ作さで納のう刀とうした。


　そのとき。


　吹ふき渡わたる風に乗って血の臭においが漂ただよってきた。


　気づいた遊眞が眉まゆを顰ひそめる。


　狗牙はほとんど血を流さない。


　これほどの血の臭いがするのなら。


　遊眞は首を巡めぐらせ、建物を見た。


　ちっ。やっぱり犠ぎ牲せい者しやがいやがったか。


「香月、ついてこい」


　遊眞は重い足取りで建物へ通じる登りの小こ径みちを歩きだした。
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　建物の中は血ち塗まみれだった。


　一階の居い間まには鮮せん血けつが飛び散り。


　壁かべも床ゆかも天てん井じようも。


　ソファもテレビもダイニングテーブルも。


　すべてが赤く赤く染そまり。


　しかし、その赤は急速に色を失うしなってどす黒く退たい色しよくしつつあった。


　濃のう厚こうな鉄てつ錆さびの臭いが鼻を衝つく。


　床の血溜だまりの上に遺い体たいが転ころがっていた。


　いや、違ちがう。


　それは遺体ではなく。


　残ざん骸がいだ。


　かつて人であった者の残骸。


　胴どう体たいの一部に手首から先と膝ひざ下しただけ。


　残りの部分は見当たらない。


　では、何ど処こにいったのか。


　それは。


　喰くったのだ。


　先ほど襲おそってきた狗く牙がが喰ってしまったのだ。


　ここで起きた惨さん劇げきを脳のう裏りに描えがいた香月は、胃の腑ふからこみ上げてくるものを感じて思わず手で口を押さえた。


「ん？」


　遊眞が気がついた。


　部屋の片かた隅すみにあるのは。


　いや、いるのは。


　体の一部ではない。


　全身が揃そろっている。


　子供だ。


　可愛かわいいキャラクターがプリントされた寝ね間ま着きを着ている女の子だ。


　寝間着は血に染まり。


　腹に大きな怪け我がをしているように見える。


　女の子が微かすかに身動きをした。


「生きて……いる？」


　遊眞の眉まゆがぴくりと跳はねた。


　香月も気がついたようだ。


「お師し様さま、あの子、まだ生きてますよ！」


　子供に向かって一歩を踏ふみだそうとする香月。


　しかし。


「動くな、香月！」


　遊眞の声は部屋の中が一気に冷れい凍とう庫こと化すほど冷ひえ冷びえとして鋭するどかった。


　香月は瞬しゆん間かん冷凍でもされたかのように足を止める。


「迂う闊かつに動くな。何度も言っただろう、香月。狗牙に襲われてなお生き残った者が、どういう可能性を孕はらんでいるのかを」


「ま、まさか、お師様……」


　低く呻うめいた香月は、そのまま絶句した。


　ゆらり。


　女の子が立ちあがった。


　体の何ど処こにも力が入っていないように見えるのに。


　喩たとえるなら糸の切れた操あやつり人形。


　彼女の左腕うでの肘ひじから先は無く。


　腹には無む残ざんな穴が開き。


　血塗れの臓ぞう物もつがはみ出している。


　女の子は、ふらりと一歩を踏みだした。


　圧おされるように香月が下がる。


　遊眞は柄つかに手を乗せ、すっと左へ動いた。


「美お味いしい？」


　女の子が言った。


「お姉ちゃん、美味しい？」


　香月に視線を留とめた女児は、無む邪じや気きな表か情おでそう言った。


「あのおじちゃんとね、一いつ緒しよに食べたの。パパとママを。ママは美味しかったよ。でも、パパはあんまり美味しくなかった」


　香月の顔がん面めんが蒼そう白はくになり、額ひたいに脂あぶら汗あせが浮うかぶ。


「やっぱり女の人のほうが美味しいよね？」


　女の子は可愛かわいらしい仕草で小首を傾かしげる。


「だからお姉ちゃんも美味しいよね？」


　くくっ、くくっ、くくっ。


　女の子が口の端はを吊つりあげて笑う。


　赤く可愛らしい唇くちびるから覗のぞく物は鋭い牙きばだ。


　人にはあり得ない長く鋭く尖とがった牙だ。


「ママはねぇ、お肉も内臓も美味しかったのよ。とっても美味しかったの。でも、あたし、まだ食べたりないな。だって、ほとんどあのおじさんが食べちゃったんだもの。あたし、もっとお肉食べたい。内臓も食べたい。お姉ちゃんを食べてもいい？　お姉ちゃん、凄すごく美味しそうなんだもの。いいよね？」


　女の子が大きく口を開けた。


　唇が赤いのは血に濡ぬれているからだ。


　笑う口から覗く舌したも歯も、赤く染まっていた。


　香月は正視できなかった。


　女の子を見ていられなかった。


　我われ知らず目を瞑つぶってしまう。


「あんの馬ば鹿かがっっ」


　女の子が香月に向かって鋭く長い爪の生はえた左手を伸のばした。


　その瞬間、遊眞は刀を上段に振ふりあげ、そのまま振りおろす。


　女の子の左腕の肘から先が消えた。


　残った左腕までもなくした女の子は、バランスを崩くずしてよろめく。


「香月っっ！」


　遊眞の怒ど声せいで香月は瞑っていた目を開く。


「そいつは狗牙だ。そいつが狗牙だ。おまえの両親を殺したのと同じ、狗牙だ。おまえが止とどめを刺させ！」


　香月の形ぎよう相そうが変わった。


「うわぁぁぁっ」


　一声吼ほえた香月は刀を水平に薙ないだ。


　次の瞬間、女の子の首が宙に飛んでいた。


　香月はなおも叫さけびながら、切っ先を女の子の左胸に突つき刺した。


　突き刺して。


　抜いて。


　また突き刺す。


　左胸だけでなく。


　右胸にも。


　肩かたにも。


　腹にも。


　太ふと腿ももにも。


　ありとあらゆるところに刀を突き刺す。


　既に女の子の体は崩れ、形を喪なくし。


　それでも香月は刀を振るうのを止やめない。


　ちっ、やっぱ刺し激げきが強かったか。


　意味不明の言葉を叫びながら、何もなくなった空間に向けて、ひたすら刀を突き立てている香月。


　そんな彼女に向かって静かに近ちか寄よった遊眞は、無言のまま右の手しゆ刀とうを香月の首くび筋すじに叩たたき込んだ。


　香月は動きを止め。


　その場に頽くずおれた。


　主あるじを無くした床ゆかの上の子供用のパジャマと。


　意識を無くして横たわる修学院香月を。


　冷さめた目で見下ろしながら遊眞は携けい帯たい電話を取りだした。


「薄田さんか。舘山寺だ。終わった。もう大だい丈じよう夫ぶだ。別荘まで来てくれ」


　携帯電話の通話終しゆう了りようボタンを押すと、遊眞は小さくため息を吐ついた。


　とにもかくにも香月の初体験は済すんだ。これで此奴こいつが変わっちまうのか。あるいは変わらないのか。それはあたしにも判らねえが……まぁ誰だれもが一度は通る道だ。誰もがな。


　遊眞は身じろぎもしないまま、薄田と今出川が来るのを待った。




第３章　遊眞が香月に望むもの




　香か月づきは遊あそ眞まが思ったほどには変わらなかった。


　とはいえ、変化がなかったわけではない。


　以前から自分を抑おさえ気味な香月ではあったが、この事件以来、よりいっそう自分を抑えるようになった。


　以前と変わらず遊眞や美み玖くと話をしても、以前のように笑うことは少なくなった。


　その後、何度も遊眞に付き従したがい、臆おくすることなく狗く牙が絶だちの実戦を重かさねた香月だったが、遊眞には彼女が無理をしているのが判わかる。


　まるで鋼こう鉄てつ製せいの分ぶ厚く頑がん丈じような鎧よろいを着き込こんだまま飛んだり跳はねたりしているようだと、遊眞はそう思う。


　だが、今なら。


　遊眞はこうも思うのだ。


　駿しゆんちゃんなら、香月の重い鎧を脱ぬがせることができるんじゃないだろうか、と。


　まぁ、鎧を脱がしたついでに香月の制服まで脱がせられるかどうかは駿ちゃんの腕うで次し第だいなわけだが。


　今の香月には余よ裕ゆうがない。


　鋼鉄だけで鍛きたえた刀のようなものだ。


　斬きれるには斬れるが、折れ易やすくもある。


　鋼鉄だけではなく、一いつ緒しよに軟なん鉄てつも使ってこその日に本ほん刀とうだ。


　それでこそ切れ味が鋭するどく、なおかつ折れ難にくくなる。


　葛かつら城ぎ駿という少年が、香月の鞘さやであろうとなかろうと。


　彼の存在が修しゆう学がく院いん香月に心の余裕をもたらしてくれるなら。


　遊眞としては歓かん迎げいすべきことだ。


　そして、最近、香月は少しずつだが確実に変わり始めているように思える。


　感情を露あらわにし。


　以前のように怒おこったり笑ったりすることがある。


　これはいい傾けい向こうだ。


　いい兆ちよう候こうだ。


　元々、切れ味は抜ばつ群ぐんなのだ。


　これで折れ難くなれば、修学院香月は何ど処こに出しても恥はずかしくない名めい刀とうになるだろう。


　そうなってもらわないとな。


　だから遊眞は、若いふたりの行く末すえを見守ろうと思っている。


　何かあれば後ろから支ささえてやろうとも思っている。


　それは香月と駿に対する遊眞の期待の大きさの裏返しだ。


　まるで母親みたいだな、あたしは。まぁ、いいけどよ。将来ある若者を育てるのもあたしらの仕事だ。だから、このまま真まっ直すぐに育ってくれて、無ぶ事じに巣す立だってくれりゃぁ、お姉ねえさんは……いや、お母かあさんか、お母さんは満足だぜ。


　狗く牙が絶だち衆である以上、狗牙を狩からなければいけない。


　どれほど苦にがくても。


　どれほど辛つらくても。


　それが狗牙絶ちの掟おきて。


　それが狗牙絶ち衆の存在理由レゾンデートル。


「なあ、香月、そうだろ？」


「え？」


　居い間まのローソファで静かに本を読んでいた香月が顔を上げた。


「な、なんですか、お師し様さま？」


「ははは、なんでもねえよ」


「あ……はぁ」


　少しの間、香月は不思議そうに遊眞を見ていたが、やがて顔を戻もどし、開いた本のページに視線を落とした。


　狗牙絶ち衆として狗牙を狩り始めちまったら、なかなか心の底から笑うのは難むずかしいだろうが、おまえには以前のように笑って欲ほしいと思ってるんだ、あたしは。


　遊眞は端たん整せいな香月の横顔に目をやった。


　だって、おまえの笑顔、凄すごく可愛かわいいんだぜ。自分じゃ気がついてないかもしれねえがな。






　あとがき







　本作品は「選せん択たく肢しを提てい示じし、読者投票の結果によって物語の先が変わる」などという、かなり際きわどい（無む謀ぼうな？）ことに挑ちよう戦せんした連れん載さいだったため、内容的にも作業的にも綱つな渡わたりを強しいられました。いつもの文庫書き下ろしより苦労したのは間ま違ちがいありません。


　でも「選択肢の回のアンケート、よかったですよ」と担当さんから言われれば、そんな苦労は吹き飛ぶというものです。特に美み玖くの生死に関わる選択肢では、読者さんの反応、反はん響きようがなかなかに大きかったようでして、それを聞くと、無茶をしたかいがあったなと、少し報むくわれた気分です。





　で、その選択肢ですが。


　この３巻と同時発売になる『ドラゴンマガジン７月号』でも選択肢が提示されています。連載分としては最終回であり、最後の選択肢となります。


　最後の選択肢の続きは、（たぶん）秋に出る（であろう）４巻目をお待ちくださいと、そういうことになりますね。あ、でも、選択肢への投票の結果発表は、本誌でもあるそうですから、そちらも注目！





　というわけで『ドラマガ』本誌での挑戦は７月号にて終了となります。ぜひ駿しゆんの最後の選択に一票を投じて、駿と香か月づきの未来を左右してやってください。





　無茶な企画にＧＯをくれた前担当さん、ＤＭの前編集長さん、そして今でも無茶につきあってくれている現担当さんと現編集長さんに感かん謝しやです。もちろん、読者の皆様のご協力（アンケート葉書による投票）にも、感謝、感謝でございます。





　ということで、駿と香月の究きゆう極きよくの選択の結果は秋に出る（といいなぁ）「狗く牙が絶だちの劔つるぎ４」にて、その目でご確認ください。あ、その前に「サムライガード４」と「鋼鉄はがねの白しろ兎うさぎ騎士団IX」が夏に出るかもしれませんので、そちらもよろしくです。





　二〇〇九年四月吉日




舞阪　洸　　





初出





　本書は、ドラゴンマガジン２００８年11月号～２００９年５月号に掲けい載さいした初出を改題し、加筆・修正したものに、書きおろし作品を加えたものです。




狗く牙が絶だちの劔つるぎ３


―刀と[image: ]の物語―





舞まい阪さか　洸こう
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